















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　新作スイーツと闇やみ商人







　その日ＯＳＯにログインした俺は、大聖堂前の広場で待ち合わせしていた。

　待ち合わせ時間より少し早めに来て待っていると、時間通りにエミリさんがやって来る。

「ユンくん、待たせたかしら」

「全然待ってないよ。それより今日は、楽しみだね」

　待ち合わせに来たエミリさんの言葉に俺がそう答えると、エミリさんも小さく笑う。

「ええ、そうね。本当に楽しみね」

　俺とエミリさんの待ち合わせの会話は、まるで男女のデートのやり取りのようだが、実際にはそんな色気はない。

「早く来ないかしらねぇ」

「時間には、しっかりした奴やつだから、待ち合わせに遅おくれることはないと思うよ。ほら──」

　そうして俺たちが待っていると、待ち合わせの最後の一人がプレイヤーたちの間を縫ぬうようにしてこちらに向かってくる。

「ユンとエミリ。来たぞ」

　普ふ段だんのタクならプレイヤー同士の待ち合わせには、明るい表情で待ち合わせ場所に現れるのだが、今日のタクは浮うかない表情で現れた。

　その理由は──

「今日は、タクくんの奢おごりで【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】の新作スイーツを食べに行きましょう」

「あとは、帰りにリゥイとザクロのお土産みやげも頼たのむな」

　俺とエミリさんがそう言うと、タクは肩かたを落として地面に溜ため息いきを吐はき出す。

「ちょっとは手加減してくれよ。コムネスティーの新作スイーツは、本当に高いんだから」

「するわけないでしょ？　多少は痛い目に遭あわないとタクくんは、学習しないんだから」

　俺は、中々に辛しん辣らつなことを言うなぁ、とエミリさんの言葉に苦笑いを浮かべ、言われたタクは不服そうな表情を浮かべる。

「ほら、両手に花なんだから、そんな辛しん気き臭くさい顔しないでちゃんと歩きなさい！」

「そうだぞ。折角スイーツを食べに行くのに……って、エミリさん、何気に俺を女の子扱あつかいするの止やめてくれない!?」

「あら、リアルの時はちょっと選びづらいスイーツを選べるわよ」

「うっ……それは魅み力りよく的かも……ってそうじゃなくて」

　俺とエミリさんのやり取りを聞いたタクは、ぷっと小さく吹ふき出して笑い、俯うつむき気味だった背筋が伸のびる。




　そもそも事の発ほつ端たんは、リアルの六月から七月に跨またがり行なわれた学校行事──期末テストにある。

　そのテストの成績によって、補習や夏休みの追加課題などが発生するのだ。

「峻しゆん、遠えん藤どう！　テスト勉強を教えてくれ！」

　期末テストに充あてる勉強時間と赤点による補習や追加課題などに対する時間的損失を考えた結果、タクが俺たちにテスト対策を頼んできたのだ。

　俺とエミリさんがそれぞれ得意な科目でタクにテスト対策を施ほどこした結果──無事、赤点回かい避ひを超こえてクラスで10番目まで成績が上がったのだ。

　そして本日、そのお礼として【コムネスティー喫茶洋服店】のパティシエ・フィオルさんの新作スイーツをタクに奢らせる予定なのだ。




「ホント手加減してくれよ。奢った後で買いたい物があるんだから」

「タク、何か欲ほしい物でもあったのか？」

「それは喫茶店でゆっくり話すよ、ＯＳＯの最近の動きとかの情報も合わせて」

　俺が訊きくとタクは、そう答える。

　確かに、期末テストに集中していた俺やエミリさんは、ＯＳＯへのログインを控ひかえていた。

　全くログインしていなかったわけではないが、それでも二週間ほどＯＳＯ内のプレイヤーの動きや情報を追えていない状態であり、奢りのついでに教えてもらうのだ。

「すみません。俺は、マンゴープリンとチョコバナナケーキ、それとアイスティー」

「私は、トロピカルフルーツゼリーとココナッツパウンドケーキ、それと紅茶にオプションでドライマンゴーをお願い」

　俺とタク、エミリさんは、クロードがオーナーを務める【コムネスティー喫茶洋服店】に辿たどり着き、店内の席に案内されて早さつ速そく、新作スイーツを頼む。

「お前ら、容よう赦しやなく一品15万Ｇのスイーツを──俺は、適当にガトーショコラとコーヒーミルク付きで頼む」

「畏かしこまりました──」

　タクが肩を落とす中、ウェイトレスのＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターが注文を受けて、商品を持ってくる。

　そして、俺とタク、エミリさんは、先に用意された飲み物を口にする。

「うーん。アイスティーが冷たくて美味おいしい」

「こっちもドライマンゴーを浸ひたした紅茶が美味しいわよ。しばらく浸すとドライマンゴーがふやけて、食べやすいわ」

「あっ、その紅茶も美味しそう。俺もお代わりの時お願いしよう」

　少しして本命のスイーツが届き、俺たちが一口ずつ味わう。

「美味しいなぁ、流石さすが、フィオルさん。それに孤こ島とうエリアのフルーツだから、ステータス上じよう昇しよう効果もある」

「これなら一品15万Ｇは頷うなずけるわね。あとで、お持ち帰り用のココナッツパウンドケーキをお土産にしましょう」

「俺は、バナナチップスにしようかな。あっ、孤島ではカカオが見つかってチョコ系のお菓か子しもある」

　俺とエミリさんは、和わ気き藹あい々あいとスイーツを食べる。

　その一方、喫茶店に偶ぐう然ぜん居合わせたプレイヤーたちが──『チッ、両手に花な状態でなに優ゆう雅がにコーヒーを飲んでるんだよ！』『幼おさな馴な染じみの三姉し妹まいだけじゃなくて今度は涼すずやかな知的美少女も連れてのデートか』『さっきテスト勉強のお礼で奢るとか言ってたぞ。リア充じゆうかよ、爆ばく発はつしろ！』

　そんな小声が店内のそこかしこで聞こえ、噂うわさされるプレイヤーがいるのかと見回したが、見当たらず、小首を傾かしげる。

　きっとフレンド通信で送られたスクリーンショットに対しての呟つぶやきなのだろう、と思い、スイーツを楽しむ。

　新作南国スイーツを楽しんだ俺とエミリさんは、お茶のお代わりを注文し、改めてタクの方に向き直る。

「それじゃあ、さっき言ってたＯＳＯの動きについて教えてくれるかしら？」

「ああ、俺たちがテスト期間中にあったことと言えば、孤島エリアに到とう達たつしたプレイヤーが結構増えたってことだな」

　現在ＯＳＯでトレンドとなっているのは、海を越こえた先にある孤島エリアである。

　孤島を舞ぶ台たいとした熱帯エリアで、その島を中心に【海かい賊ぞく王の秘宝】という宝探し要素が存在する。

　先月の複数ギルドやパーティーによる集団での海域突とつ破ぱを皮切りに、少しずつ海を越える方法が洗練されてきた。

「時系列順であったことを説明すると──【生産ギルド】が運うん搬ぱん船を作り上げて、海岸エリアから孤島にプレイヤーを運べるようになったことだが、これはエミリの方が詳くわしいか」

「そうね。私の方で協力していたから結果は聞いているわ」

　俺が偶然作り上げた合成ＭＯＢのアクアジェルを推進力にした機構を使い、マギさんとリーリー、エミリさんが共同で船を開発していた。

　エミリさんが、推進力を生み出す合成ＭＯＢのアクアジェルを生み出していたのは知っていたが、俺が最後に確かく認にんしたのは、ボートや水上バイクなどの小型船の方だった。

「そうなんだ。大型船が完成してたんだ。エミリさん、おめでとう」

「ふふ、ありがとう。とは言っても私はＭＯＢを用意しただけで後のことは全部【生産ギルド】に任せていたわ」

　俺がエミリさんに祝いの言葉を贈おくると、エミリさんは照れくさそうに笑う。

　そしてタクは、その運搬船が完成したことで俺たちが把は握あくし切れていないここ二週間のＯＳＯの動きを教えてくれる。

「運搬船は、【生産ギルド】が作り上げて、そこそこな運賃に設定してプレイヤーを孤島まで運んだんだ。もちろん、海域突破のシステム上、大人数を乗せると難易度が高くなりすぎるからその辺りのバランスを考えた乗船人数だけどな」

　その代わり、三隻せき稼か働どうさせた運搬船には、マギさんが主体となってカスタマイズしたカラクリ魔ま導どう人形が護衛と船の操縦に当たり、甲かん板ぱんにはリーリーが量産した固定式機械弓が設置されている。

　その結果、プレイヤー不在でも海域突破が可能になり、むしろ一種のクルージングアトラクションとして楽しまれる結果となった。

「ちょっとそれは、予想外だなぁ」

「私もその話は、初めて聞いたわね。まぁ、そうしたエリア突破方法は前例があるわよね」

　第一の町の北側には、絶ぜつ壁ぺきが聳そびえており、絶壁の中なか程ほどには高原エリアに通じる洞どう窟くつがある。

　通常では、【登山】センスなどを取得して到達するのだろうが、センス取得の時間がないプレイヤーは、使い捨ての飛行型合成ＭＯＢを利用して突破するなどの前例がある。

「まぁ、そんなことがあって孤島エリアに到達したプレイヤーが増えた結果、耐たい熱ねつ効果がある装備の需じゆ要ようが高まったことが一つだな」

　露ろ店てんなどでは、布系防具の生産職が日々、水着系防具を作り上げており、この【コムネスティー喫茶洋服店】の洋服店てん舗ぽの特設コーナーにも水着装備が並べられていた。

「まぁ、これから本格的に夏になるし、レジャー的な理由で水着需要が増えてるな」

「なるほど……」

「まぁ、想像できることよね」

　タクの説明に俺とエミリさんが納なつ得とくし、最後にタクが孤島関連のことを伝えようとしたところでフレンド通信が入り、話を止める。

「あとは──っとフレンド通信のメッセージか。ちょうどいいから見に行くか」

「見に行く、ってどこに？」

「噂の現場って奴やつだよ」

　そう言って、タクが残りのコーヒーを一気に飲み干し、喫茶店の席を立つ。

　俺とエミリさんは、事前に注文していたお土産用のスイーツをウェイトレスＮＰＣから受け取り、インベントリに仕し舞まう。

　そして、タクは喫茶店の支し払はらいを済ませる際、その金額の大きさを確認して肩を落とすのだった。
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【コムネスティー喫きつ茶さ洋服店】を出た俺たちは、タクの案内で転移オブジェクトのポータルを使って【迷めい宮きゆう街がい】まで移動した。

　そして、セミ・アニバーサリーアップデートで【迷宮街】に追加された【シンボル】という特とく殊しゆアイテムを組み合わせてエリアを生成する【スターゲート】という環かん状じようオブジェクトの前までやって来た。

「えっと、今回のシンボルは──【晴れ】と【獣けもの】【森】の順番でいいな」

　タクは、【スターゲート】のシンボルを選せん択たくしてエリア生成を始める。

「なぁ、タク。そろそろ教えてくれないか？」

「それは、ここを潜くぐった先のお楽しみだ。ほら、行くぞ！」

　俺が訊くとタクは、俺とエミリさんに【スターゲート】に入るように勧すすめてくる。

　俺とエミリさんが訝いぶかしげに思いながらも【スターゲート】の環わの中を潜った先には、普ふ通つうの森林エリアが広がっていた。

　ただ、【スターゲート】の真っ正面の広場には、複数のプレイヤーが露店を開いており、また露店目当てのプレイヤーが商品を見に集まっていた。

「タクくん、これは？」

「──闇やみ商人ロールの露天商集団だ。前は、各町の裏路地とかで不定期に開かい催さいしてたんだけど、最近は【スターゲート】のエリア内で露店を開いてるんだ。知り合いのプレイヤーにだけ、フレンド通信のメッセージ機能で開催エリアのシンボルコードを一いつ斉せい送信しているんだ」

　そうしてタクが俺たちに説明しながら露店の一つに近づき、ドレッドヘアーにサングラスを掛かけた闇商人プレイヤーに挨あい拶さつをする。

　以前、ギルド証を探している時に出会ったプレイヤーで相手も俺のことに気付いた。

　俺も軽く会え釈しやくした後、エミリさんと共に露店のアイテムを覗のぞき込む。

「あっ、【海賊王の宝の地図】だ」

「そう、孤島エリアに進出した結果、【海賊王の宝の地図】が転売されるようになったんだ。この闇商人の露店は、かなり良心的だから案内したんだ」

　タクが言うには、【生産ギルド】の運搬船のプレイヤー輸送が確立した段階で、宝の地図や【海賊王の秘宝】が露店に並ぶことが予想された。

【スターゲート】の復刻実装の時、【転売ギルド】が【シンボル】アイテムの不当な値段の釣つり上げを行なった。

　その時の二の舞まいにならないようにマギさんたちは孤島エリアには、【生産ギルド】に関かかわりの深い露天商プレイヤーを送り込んだ。

　その結果、そうしたゲーム産アイテムの独どく占せん阻そ止しと価格競争の下地を作り上げたらしい。

「まぁ、そんなことがあって今は、値段が落ち着いてるんだよな」

「へぇ、そうなんだ。まぁ、確かに地図屋でランダムな地図を購こう入にゆうするより、欲しい地図をバラ売りしてくれるのは助かるなぁ。あっ、この地図安い」

「ホントね。私も買おうかしら、この辺りの番号だと20万Ｇ以下で買える」

　俺とエミリさんは、露店に並べられている１から[image: 108]番までの宝の地図を確認する。

　地図のナンバーが小さいほど【海賊王の秘宝】の入手難易度が高いために、値段も高い傾けい向こうにある。

　ただ、難易度が高くて未クリアの宝の地図は、入手できる【海賊王の秘宝】の性能が不明のために期待値込こみで50万Ｇ。

　逆に、【海賊王の秘宝】が判明している人気の地図は、１枚[image: 500]万Ｇと値段が付けられている。

　そして、地図のナンバーが大きくてアイテムの性能が判明している不人気な【海賊王の宝の地図】には、20万Ｇ以下の値段が付けられている。

　それでも宝箱を見つければ、【海賊王の秘宝】の他ほかに、換かん金きん用アイテムや素材アイテム、お金などが手に入るので、宝探しの手間を考えなければ、地図代20万Ｇは回収できる。

「80番以上の地図は、かなり安い。なんでだ？」

「その辺りの地図は、攻こう略りやく難易度は低いけど、回収が面めん倒どうなのが多いんだよ。例えば、海底に沈しずむ宝箱とか、ＭＯＢが宝箱を抱かかえているから地図の範はん囲い内で動き回るとか。後は単純に【海賊王の秘宝】自体が不人気とかだよ」

　ドレッドヘアーにサングラスの闇商人プレイヤーがそう説明してくれて、俺とエミリさんが納得する。

「なるほど、【泳ぎ】とかの特殊な技能系センスが必要になるのか、面おも白しろいなぁ。地図屋で買うより安いし、80番から[image: 108]番までの地図を全部買っておこうかな」

「私は、レティーアたちと一いつ緒しよに水辺を探そうかしら。とりあえず水辺の地図をお願い」

「お二人さん、いきなり剛ごう毅きな買い方するねぇ。はい、これが要望の地図だよ！」

　そう言って、ドレッドヘアーの闇商人プレイヤーから地図を買ったが、１枚平均10万Ｇとかなり安く手に入った。

「それと、タクさんよぉ。あんたが頼たのんでいた例のブツが手に入ったぞ」

「それじゃあ、言い値で買うわ。とは言ってもさっき、ユンたちに新作スイーツを奢おごったから、２枚目の地図の代金が足りないかもしれないな」

「タクさんの持つレア剣けんコレクションを俺たちのところに卸おろしてくれれば、すぐに買い手を見つけて金にするんだけどな」

「俺の剣コレクションは手放さねぇよ。それで１枚幾いくらだ？」

「[image: 200]万が２枚で[image: 400]万。まぁ、新しい客人を連れてきてくれたから、今回は特別に[image: 350]万Ｇにしてやるよ」

「ギリギリ足りたな。それで頼むわ」

　そう言って、タクとドレッドヘアーの闇商人は、怪あやしげな取引をするように言葉を交かわしながら、宝の地図の売買を成立させる。

「なぁ、タク。その地図は？」

「うん？　42番の【海かい賊ぞく王の宝の地図】だ。コイツで手に入る【疾しつ風ぷうのシミター】って武器が欲ほしいから地図を注文してたんだよ」

　そう言いながらタクは、同じ番号の地図を２枚受け取っている。

　タクは、二刀流の剣士スタイルのプレイヤーなので、両手に装備できるように二本分の【疾風のシミター】を手に入れようとしているようだ。

「まぁ、最近のＯＳＯで変わったことと言えば、こんなところかな」

　そう言って、宝の地図を仕舞ったタクは、俺とエミリさんに振ふり返る。

「色々と情報ありがとうな。よく分かったよ」

「私も闇商人露店を教えてくれて、ありがとう。少し活用してみるわ」

　俺とエミリさんは、タクと同じように闇商人露店の開催場所を通知してくれるように、ドレッドヘアーの闇商人とフレンド登録した。

　これで次に闇商人露店が開催される場合には、その開催場所のシンボルコードをフレンド通信のメッセージで知らせてくれるはずだ。

「ＯＳＯの情報を教えるくらいなんでもないさ。俺こそテスト勉強の対策、助かった。それで二人はこの後どうする？　このままその地図のお宝探すか？」

　タクの方もお礼を言うと、この後の予定を聞いてくる。

　このまま三人で孤こ島とうエリアに移動して宝探しなどを考えていたのだろうが、俺とエミリさんは断る。

「俺は、いいや。一人でのんびり過ごしたいから」

「私は、もう少し闇商人の彼らに最近の素材アイテムとかについて聞いてみるわ」

　俺とエミリさんがそれぞれ理由を説明すると、タクは苦く笑しようを浮うかべて納得する。

「それじゃあ、俺はガンツ辺りを誘さそって【疾風のシミター】を探しに行くか。じゃあな」

　そうして、俺たちは、その場でそれぞれの目的のために分かれた。







　　　一章　渦うず潮しおと海底霊れい廟びよう







　刺さすような強い日ひ射ざしの孤島エリアの西海岸。

　ギルド【ＯＳＯ漁業組合】の【海の家】２号店という休きゆう憩けい場所の付近に作られた桟さん橋ばしの上に俺はいた。

　競泳水着に日ひ除よけのパーカーを羽織り、パラソルの下にいる俺は、水属性の合成ＭＯＢであるアクアジェルをクッション代わりにして、リゥイとザクロと共にのんびりしている。

「あー、潮風が気持ちいいなぁ」

　俺は、桟橋に置いた釣り竿ざおを固定するロットホルダーを時折確認し、海からの心ここ地ち良い風に目を細める。

　そして、釣り竿が反応すると、軽く釣り竿を持ち上げて釣り針に引っかかった物を引き上げて確かめる。

「今回は──【シーサイドキャビア】か。【ブリージング・ポーション】の素材になるな」

　俺はそう呟つぶやきながら、海かい藻そうアイテムを釣り針から外す。

　俺が何をやっているかと言えば、見ての通り、ただの釣りだ。

　ここ最近、闇商人プレイヤーから安く買った【海賊王の宝の地図】を基もとに、孤島エリアの外周を探し歩いた。

　孤島の中央に近づくほど敵ＭＯＢが強く、【海賊王の秘宝】の試練の難易度も高くなる。

　なので俺は、孤島の外周にある簡単なお宝だけ探し【海賊王の秘宝】──の副産物である宝石系のアイテムを集めていた。

　極大サイズの宝石は、ＥＸエクストラスキル【魔ま力りよく付ふ与よ】を行なうことによって【魔宝石】というアイテムに変質化させることができた。

　今のところ【魔宝石】の使い道が分からず、リアルでテスト期間を挟はさんでしまい、十分に調べることができなかった。

　そのために、簡単な宝探しのついでに【魔宝石】の研究用の宝石系アイテムを集めていたのだ。

「ふぅ、残る手持ちの地図の宝は、パーティー向けのクエストか、海の中かぁ」

　そして【魔宝石】の研究用の宝石も集まり、俺一人では入手が難しい【海賊王の秘宝】は保留にして、こうして海釣りを楽しんでいるのだ。

　時折、魚以外にも潮の流れに乗って、【宝の地図】や海の素材アイテムなどが釣れる他、魚系アイテムは意外と有用なものが多かった。

　麻ま痺ひ毒持ちの毒魚【マルフグ】は、肉食系ＭＯＢに投げると真っ先に食いつき、【麻痺３】の状態異常バツドステータスを付ふ与よする天然の痺しびれ薬になる。

　食用に適さない大魚【ニシンモドキ】は、乾かん燥そうさせて粉末状にして各種素材と混ぜ合わせることで畑の肥料にすることができる。

　綺き麗れいな青魚の【アオメ】は食用でも美味おいしいが、アオメから抽ちゆう出しゆつされる魚油【アオメアブラ】は、丸薬系のアイテムと混ぜ合わせることでその効果を高めることができる。

　例えば【鬼おにの妙みよう薬やく丸がん】の素材である薬やく霊れい草そうと【溶よう岩がん熊くまの胆い】にほんの少量【アオメアブラ】を加えるだけで効果が最大１・２倍まで高まり、ＳＰセンス・ポイント取得による回復量制限が一段階緩かん和わされるのだ。

　そうした有用素材が手に入るために俺は、調合のレシピ本である【中級薬くす師し技術書】で素材の使い道を確かめながら、のんびりと釣りを楽しんでいる。

　もちろん、釣れた食用魚は、食べられるのでそちらの方向でも有用だ。

　そんな風に過ごしていると、桟橋を歩いてくる音に本を閉じて、顔を上げる。

「ユンちゃん、釣りかい？　精が出るねぇ」

「おっ、シチフクか。これから漁か？」

　ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のギルマスであるシチフクが銛もりと頭に掛かけたゴーグルを確かめながら、桟橋を歩いてくる。

「これから海の魚ぎよ介かいＭＯＢを倒たおしてくるわ。ついでに【コーラル・ツリー】を見つけたら、お土産みやげに採ってくるな」

「ありがとうな。それじゃあ、いつものやつを持って行ってくれ」

　俺は、インベントリから暗視効果を付与する【ナイトヴィジョン・クリーム】と水中呼吸の効果を付与する【ブリージング・ポーション】を30本セットでシチフクに渡わたす。

　水中に特化したシチフクは、水中補助のアイテムを必要としており、また狭せまい需じゆ要ようの関係上、作り手が少ない。

　俺が水中補助のアイテムを提供する代わりに、シチフクは素す潜もぐり漁のついでに海の素材を入手して俺に渡すことになっている。

　そうした海の素材の中で俺が特に欲しいのは、薄うす桃もも色いろの珊さん瑚ごの樹き【コーラル・ツリー】という素材である。

　孤島の近海でも【コーラル・ツリー】は、強力な水すい棲せいＭＯＢたちが徘はい徊かいしている深い水底にひっそりと生える。

　用よう途ととしては、粉末にすれば解毒薬の素材にすることができ、研けん磨ますれば宝石にもなる。

　他ほかにも、この素材を使ったアクセサリーには【毒耐たい性せい（極ごく小しよう）】の追加効果が付き、複数の【毒耐性】に関係する強化素材を付与することで、追加効果が上位の【猛もう毒どく耐性（小）】に変化することが判明したのだ。

　現在のＯＳＯでアクセサリーや調合素材として優ゆう秀しゆうな【コーラル・ツリー】を安定して集めることができるのは、水中特化したギルド【ＯＳＯ漁業組合】だけである。

　そのために俺は、彼らに水中補助アイテムを融ゆう通ずうして、優先的に取引させて貰もらっている。

「それじゃあ、行ってくるわ」

「ああ、行ってらっしゃい」

　そう言って、海に飛び込むシチフクを見送りながら、反応のあった釣つり竿を引き上げれば、新たな魚が釣り上がる。

　そんな感じでのんびりと過ごしていると、孤島の北側からプレイヤーを乗せた一隻せきの船が進んでくるのが見える。

「あれが、運うん搬ぱん船かぁ。フェリーみたいだな」

　乗船人数は多くないが、ＭＯＢ式エンジンで水を吐はき出し突つき進む運搬船は、カラクリ魔導人形たちが操縦し、そして西の海岸に乗り上げると共に、運んでいたプレイヤーを降ろしていく。

『こちら、終点の孤島・西側・海の家前になります。【海かい賊ぞくの掃そう討とう作戦】のご協力、ありがとうございました。またのご利用、お待ちしております』

　カラクリ魔導人形の一体が到とう着ちやくの案内を告げ、明るい表情のプレイヤーたちが船から降りてくる。

　船の大きさや船の上での戦せん闘とうを考えて、一度に運搬するプレイヤーの数は、１パーティーほどであるようだ。

　乗船人数に余よ裕ゆうはありそうだが、海域突とつ破ぱの人数が少なければ、海域エリアや孤島到着時の【海賊の討とう伐ばつ作戦】クエストの難易度も低くなる。

　そうした低難易度の戦闘を終えたプレイヤーたちが、運搬船の案内で【海の家】前に降ろされ、プレイヤーを全すべて降ろした運搬船が光の粒りゆう子しとなって消える。

　運搬船やそれを操あやつるカラクリ魔導人形たちは、アイテム扱あつかいであるために、孤島エリアまで移動したら、海岸エリアの所定の位置まで戻もどされ、次の乗客を待つのだろう。

「ファンタジーだよなぁ……おっ、また竿さおが引いてる」

　俺がそう呟き、釣り竿を引くと、今度はボトルに入って漂ひよう流りゆうしていた宝の地図を引っ張り上げる。

「これは、10番の【海賊王の宝の地図】か。釣りしてると地味に宝の地図が溜たまるな」

　大分、新しい宝の地図が溜まり、またそろそろ探しに行こうか、と思っているところで、海の上で見覚えのある姿が近づいてくるのを見つける。

『きゅきゅーっ！』

『キュオォォォォン』

　ザクロが鳴き声を上げると、ザクロの鳴き声を聞いた首長竜りゆうがこちらに振ふり向き、同じように鳴き声を返して、進路をゆっくりとこちらに変えていく。

　その首長竜──水竜のウヅキは、背中にレティーアやレティーアの使し役えきＭＯＢであるミルバードのナツやラナー・バグのキサラギを乗せてやって来る。

「レティーア、久しぶりだな」

「ユンさん、こんにちは。お腹なか空すきました……」

「はいはい。それじゃあ、釣った魚をやるよ」

　俺は、ポーションなどに使う素材を除いた食材用の魚をバケツに取り出して、レティーアに渡す。

「ありがとうございます。……早さつ速そく、食べましょうか。生で」

「流石さすがに俺の目の前で生魚を齧かじられたら反応に困るぞ」

　俺がジト目を向けるとレティーアが、冗じよう談だんです、と小さく笑う。

　だが、若じやつ干かん不安になる俺は、調理済みの料理アイテムを幾いくつかレティーアに渡し、生魚は【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーに調理を頼たのむように言い含ふくめる。

『きゅきゅっ！』

『キュオォォォン！』

　使役ＭＯＢたちの方は、ザクロが桟橋の上で尻しつ尾ぽで体を支えるように背せ伸のびして、長い首を下げる水竜のウヅキと鼻先を擦こすり合わせて挨あい拶さつしている。

　また、リゥイの背に乗るミルバードのナツ、ラナー・バグのキサラギは、桟橋に飛び移り、俺たちに片かた脚あしを上げて挨拶すると、スルスルと吐き出した糸を海に投げ込み、釣りを始める。

　そんな微笑ほほえましげな光景に目を細めながら俺は、ラナー・バグのキサラギの隣となりに腰こしを下ろし、釣りに戻る。

　レティーアは、俺から受け取った魚入りのバケツを持って、水竜のウヅキに与あたえていく。

　俺とレティーアは、互たがいに口数が少なく、波の音を聞きながら過ごす。

　俺の釣り竿ざおに反応があり、引き上げて釣れた魚をレティーアのバケツに入れる。

　そして、バケツに入った魚をレティーアが水竜のウヅキに投げると、長い首を器用に動かして、口で魚を受け止める。

「ウヅキは、器用に魚を受け止めるよなぁ」

「これができると面おも白しろがって投げてくれる人が多いので、食費が浮うきます」

『キュオォォォン！』

　同意するように鳴くウヅキにレティーアたちは、そのうちサーカスでもできそうだと思い、一人苦く笑しようを浮かべる。

　そして、俺の隣に並ぶラナー・バグのキサラギにも釣り糸に反応があり、引っ張り上げると、俺よりも大おお振ぶりの魚を釣り上げた。

　釣り上げた魚をギジギジと歯で小さく切り分け、ミルバードのナツと共に分けて食べている。

　俺は、そんなラナー・バグの甲こう殻かくの背中を撫なでながら、レティーアに訊きく。

「今日は、ベルはいないんだな」

「ベルは、エミリさんと一いつ緒しよに後から来ますよ。ところでユンさんは、今お暇ひまですか？」

「見た通り、暇だよ」

　のんびりと釣りをして過ごしているために、割と時間の融通が利きく。

「実は、エミリさんとベルと一緒に孤こ島とう近海に沈しずむ【海賊王の秘宝】を探そうかと思うんです。ユンさんも一緒にどうですか？」

「いいのか？　俺も一緒で」

「ええ、先さき程ほどまでウヅキの背に乗って、島を巡めぐって、【宝の地図】のポイントは下見してきました」

【海賊王の宝の地図】には、当たりとハズレがあり、当たりは【海賊王の秘宝】の隠かくし場所が描えがかれているが、ハズレの宝箱は、お金や生産素材、換かん金きんアイテム、そして次に繫つながる宝の地図が入っている。

　そうして、次々と宝の地図を頼たよりに宝箱を開けていくと、いつかは【海賊王の秘宝】に辿たどり着くようにできている。

　だが、実は【海賊王の宝の地図】は、地図の番号と隠し場所さえ一いつ致ちしていれば、当たりハズレ関係なく、秘宝の試練を発生させることができる。

　これは、二回目以降に【海賊王の秘宝】を手に入れようとした時、冗じよう長ちような宝探しを省くためだと思われる。

　だが、ＯＳＯの攻こう略りやく情報としてその隠し場所の情報が既すでに出回っており、レティーアは近海の隠し場所を下見してきたようだ。

「なので、ユンさんが居れば、もっと安定して集められると思うんです」

「分かった、手伝うよ。まぁ、俺も近海の【海賊王の宝の地図】を手付かずで持ってるから、ついでに攻略を手伝って欲しいかな」

「分かりました。それじゃあ、孤島を一周してどんな経路で何番の【海賊王の秘宝】を回収するか決めましょうか」

　俺とレティーアは、桟さん橋ばしの上で【海賊王の宝の地図】を広げて、回収ルートを話し合う。

　そして、近海の宝探し計画を練り直したところで、エミリさんとベルも合流する。

「わーい、モフモフが一いつ杯ぱいだぁぁっ！」

　リゥイやザクロ、ウヅキたちに向かって駆かけてくるベルに苦笑いを浮かべながら、ゆっくりと桟橋を歩いてくるエミリさんが挨拶してくる。

「さっき、レティーアから連れん絡らくを貰ったけど、ユンくんも一緒なのね。心強いわ」

「ちょうど誘さそわれてね。エミリさんは、この前買った地図のやつ？」

「ええ、そうよ。それにもう一つ理由があるの」

「もう一つの理由？」

　闇やみ商人の露ろ店てんで買ったバラ売りされた地図の【海賊王の秘宝】を探す以外にもエミリさんには、レティーアたちに協力する理由があるのだろうか、と首を傾かしげる。

「【素材屋】を自じ称しようしてるけど最近リアルが忙いそがしくて、孤島近海で手に入る素材を把は握あくしてなかったのよ。それの調査とサンプル素材の回収をしているのよ」

「あー、なるほど。確かに最近は【コーラル・ツリー】なんかが人気の素材だからね。それだったら、教えられることもあると思うよ」

「ありがとう、ユンくん」

　そして、レティーアの満腹度が回復し、ベルが使役ＭＯＢたちを構い倒たおして満足したところで俺たちは、海に隠された【海賊王の秘宝】を探しに向かうのだった。
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「リゥイ、ザクロ。流石に、海の上には連れて行けないからごめんな。──《送そう還かん》」

　レティーアの水竜のウヅキの背に乗り、【海賊王の秘宝】が隠された場所まで移動することになっているが、俺の使役ＭＯＢのリゥイとザクロまで乗せる余裕がないので召しよう喚かん石に戻す。

「ああ、折角のモフモフ要員が……」

　これからレティーアたちと孤島近海に隠された【海賊王の秘宝】を探しに出かけるという時に、ベルが悲しそうな声を上げる。

　そして落らく胆たんするベルは、水竜のウヅキの首にしがみつき、頰ほお擦ずりをしている。

「それじゃあ、行きましょう。ウヅキ、お願いします」

『キュオォォォン！』

　俺たちを背に乗せたウヅキが甲かん高だかい鳴き声を上げて、海に進んでいく。

「ルートは、孤島の西側から反時計回りで島の外周を進むので良いのよね」

「はい。確かく認にんしたところ、陸地よりも海から侵しん入にゆうした方が楽なお宝もありました」

　俺たちを乗せたウヅキは、レティーアの指示で最初の目的地を目指して進む。

「最初に目指す【海賊王の秘宝】は、どうすればクリアできるんだ？」

「えっと、番号は94番の秘宝ね。試練の内容は、海中に沈められた台座と鎖くさり付きの鉄球があって、鉄球を台座に移動させれば良いらしいわよ」

「なら、早速俺の出番だな」

　俺が日ひ除よけのパーカーを脱ぬいでインベントリに仕し舞まうと、ベルもやる気になって立ち上がる。

「にゃにゃっ！　私も【泳ぎ】センスを取得したからユンさんには負けないよ！」

「じゃあ、二人に任せましょうか」

　互いにやる気を出す俺とベルをエミリさんとレティーアが微笑ましげに見つめてくる。

　そして俺は、水中活動の準備としてベルにポーションを渡わたす。

「それなら、ベルは、泳ぐ前にこれ飲むと良いぞ」

「ユンさん。なんですか、これ？」

「水中呼吸のポーションだ。これを飲んでおけば、水中での活動時間が延びて作業が楽になるはずだ」

「ありがたく使わせてもらうね」

　ウヅキが【海かい賊ぞく王の秘宝】が隠された場所に到とう着ちやくしたのか、一点の場所で留まる。

　俺とベルは、【ブリージング・ポーション】を一気に飲み干した後、ウヅキの背から海に飛び込む。

　海底に向かって真まっ直すぐに泳いでいくと、水深５メートルの白い砂地に黒い石でできた台座のようなものがあった。

　ベルが真っ先に台座に進んでいくと、その台座を守るように泳いでいた魚型ＭＯＢたちがベル目め掛がけて攻こう撃げきを仕掛けてくる。

　ベルは、バールを取り出して、水中で振ふり回して魚型ＭＯＢたちを殴なぐっていく。

　水中では、水の抵てい抗こうから打撃攻撃が弱体化されるのか、一体を倒すのに複数回殴る必要がある。

　その一方俺は、インベントリから解体包丁・蒼そう舞ぶを取り出し、撫でるように脇わきを通り抜ぬける魚型ＭＯＢを斬きり捨てていく。

（──ベル、その方法は、ダメだ。斬る攻撃に変えろ）

　俺がジェスチャーで伝えると、分かったと頷うなずくベルは、一度打撃武器のバールを仕舞い、今度は両手にナイフを取り出す。

　そこからは、俺よりも素す早ばやく敵ＭＯＢを処理して、海底の台座まで辿り着く。

（ユンさんは、探して。私は、台座を守る）

（了りよう解かい）

　互いに、簡単なジェスチャーでやり取りし、俺は白い砂地の海底を見回す。

　鎖に繫がれた鉄球と言われても、砂に埋うもれて隠れている。

　だが、【看破】のセンスにより砂に隠れた鎖の位置を探し当てることができた。

（ここだ！）

　俺が砂の中から鎖を摑つかみ上げると、それに引っ張られて鎖が砂から姿を現す。

　そして、その先にあるだろう鉄球を手た繰ぐり寄せると、重い手て応ごたえと共に砂の中から鉄球が引っ張り出される。

（敵を片付けた。ユンさんを手伝う）

（ありがとう）

　先に周囲の敵ＭＯＢを一人で倒したベルが手伝いに来てくれた。

　俺とベルは、鉄球の場所まで泳ぎ、二人で鉄球を持ち上げて台座まで運ぶと、ズズズッと重い音を響ひびかせて台座が迫せり上がり、その下の窪くぼみに宝箱が置かれていた。

　俺とベルは、宝箱の左右の把とつ手てを摑み、レティーアたちの待つ海面まで引き上げる。

「プハッ！　宝箱回収したぞ！」

「ユンくん、ベル、お疲つかれ様！」

　俺とベルが回収した宝箱をエミリさんとレティーアが引き上げてくれる。

　そして俺とベルは、ウヅキの背によじ登り、大きく息を整える。

「お疲れ様です。どうでした？」

「水中呼吸のポーションがなかったら、息いき継つぎで一度戻もどってた。ありがとう、ユンさん」

「いや、ベルは敵を引きつけてくれたし、鉄球の運うん搬ぱんを手伝ってくれただろ。助かったよ」

　俺とベルは、互いに労ねぎらい、笑えみを交かわし合う。

　そして、最初の宝箱を回収して次の場所に進むと、孤島から離はなれたところの小島に辿り着く。

　小島といっても、足首の深さまで海に沈んでおり、近づかなければ絶対に島とは分からない場所だ。

「ここの【海賊王の秘宝】の試練は、射的になります」

「射的？」

「対応する宝の地図を持ってこの上に立つと、10個のターゲットが出現してそれを時間制限以内に破は壊かいすると達成らしいです」

　そう言って、レティーアがウヅキの背から小島に降り立つと、ポンという軽い音と共に射的のターゲットが出現する。

　小島周辺のターゲットは、タコやイカ、クラゲを模した風船のような形をしており、狙ねらいを付けさせないようにゆらゆらと動いている。

「ナツ、お願いしますね」

『チチッ！』

　ミルバードのナツが飛び立ち、動くターゲットに嘴くちばしからの体当たりや翼つばさを羽ばたかせて生み出した風ふう刃じんで破壊していく。

　ナツによって全すべてのターゲットが破壊されると、ファンファーレのような音が鳴り響き、近くの海面から宝箱が浮うかんでくる。

「こんな感じですね。さっきの海底の玉入れよりも簡単ですし、挑ちよう戦せんしますか？」

　俺とエミリさんは、互たがいに顔を見合わせる。

　ちょうどこの場所の宝の地図を持っているので、二人とも射的に挑戦することができる。

「それじゃあ、私からやってみるわ」

「エミリさん、頑がん張ばって！」

「目指せ、最短記録！」

　レティーアと交代して小島に降り立つエミリさんに俺とベルが応おう援えんする。

　そして、エミリさんが降り立つと共に、10個のターゲットが現れて射的が始まる。

「はっ！」

　エミリさんは、武器である連接剣けんを鞭むちのように振るい、ターゲットを狙っていくが、少しだけ狙いが外れて、横を素す通どおりする。

「あっ、惜おしい！　次だよ！　まだ時間がある」

「なるほどね。足場が水に浸かっているし、波で足元が不安定だから、見た目以上に難しいわね」

　そう言って、連接剣を引き戻し、再び振るう。

　今度は、横に振るって広い範はん囲いを刃やいばが駆かけ抜け、２個のターゲットを破壊する。

　そうして、慣れてくると８個のターゲットを破壊するエミリさんだが、残り２個のターゲットは、連接剣の射程より少し遠い場所で動いている。

「仕方がない。──【召喚】！」

　小さく溜ため息いきを吐つくエミリさんは、合成ＭＯＢを呼び出す核かく石いしを海に投げ込み、魚型の合成ＭＯＢを呼び出す。

　水面から顔を出した魚型ＭＯＢが口を窄すぼめ、勢いよく水を吐はき出して、残りのターゲットを破壊する。

「エミリさん、お見事！」

「はい、次は、ユンくんの番よ」

「それじゃあ、行ってくる」

　長弓を持った俺は、ウヅキの背から小島に飛び移り、足首まで浸かる海水と横から押される波の力に足元の不安定さを感じる。

　小島に降り立つと共に、射的のターゲットが現れて【海賊王の秘宝】の試練が始まる中、俺は長弓に矢を番つがえる。

「ふっ──」

　俺は、小さく息を吐き出すと共に素早く矢を放つ。

　滑すべりやすい足元に気をつけながら、素早く方向転てん換かんして全方向に広がるターゲットを全て一撃で射い貫ぬいていく。

　そして、打ち終わると共にファンファーレが鳴り、宝箱が現れ、それを回収する。

「ユンさん、カッコイイです」

「凄すごいね！　ノーミスクリア凄いよ！」

「えっと、そうかな……って、うわっ!?」

　レティーアとベルに褒ほめられて俺が少し照れると、その油断から少し強めの波に足元を掬すくわれ、小島に尻しり餅もちをつく。

「全く……最後は締しまらないなぁ」

　俺が一人呟つぶやくと、心配したベルが降りてきて、手を差し出してくれる。

「ユンさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ベル、ありがとう。大丈夫だよ」

　俺は、ベルの手を取り、立ち上がると二人でウヅキの背に戻る。

「それでは、次の場所に行きましょう。どんどん行かないと、終わりませんからね」

『キュオォォォン！』

　俺とベルがウヅキの背に戻ると、ウヅキがゆっくりと小島から離れて、次の【海賊王の秘宝】の場所を目指す。

　その後もレティーアたちと共に、海辺の【海賊王の秘宝】の隠かくし場所に向かえば──

　ボスＭＯＢが現れて、みんなで協力して倒たおしたり──

　秘宝の隠し場所に辿たどり着くと、海面から水のアーチが周囲に現れて、ウヅキに乗ったまま水のアーチを潜くぐり抜けたり──

　孤こ島とう南側の岩がん壁ぺきの亀き裂れつに開いた洞どう窟くつを四人で進み、その先にある謎なぞ解ときをクリアしたり──

　そうして【海賊王の秘宝】を手に入れる一方、進行ルートの途と中ちゆうにあるハズレの宝箱も海底から回収する。

　ハズレ宝箱にある換かん金きん用アイテムや生産素材などを手に入れた俺とエミリさんは、ホクホク顔になりつつ、海辺の宝探しを楽しんだ。

「はぁはぁ、疲れたぁー」

「生き物と触ふれ合えたけど、もうこりごりだにゃぁー」

「ユンくん、ベル、お疲れ様」

　ウヅキの背中で揃そろって仰あお向むけに倒れる俺とベルに、エミリさんがインベントリから取り出した冷たい飲み物を渡わたしてくれる。

　先さき程ほど受けた秘宝の試練では、宝箱を抱かかえたジュゴンのようなＭＯＢが海面から現れて、そのジュゴンを追い掛かけて捕つかまえるという内容だった。

　愛あい嬌きようのある顔立ちと丸々とした柔やわらかそうな体のジュゴンに触れ合えることにベルがやる気を見せ、地図を持つレティーアの代わりに試練を受けることになる。

　俺もその外見から簡単に終わるだろうと思って挑いどんだ結果、思った以上に苦戦した。

　地図の近辺の海底には沈ちん没ぼつ船の残ざん骸がいがあり、そこに逃にげ込んだジュゴンは、地の利を得て俺たちを翻ほん弄ろうし続けた。

　沈没船の立体構造を利用して逃げ続け、俺とベルの呼吸が続かず、何度も海面に戻るのを繰くり返した。

　俺とベルは、何度も水中鬼おにごっこを繰り返し、互いに協力してジュゴンを追い込むようにしてようやく捕まえて【海かい賊ぞく王の秘宝】を受け取った。

　ジュゴンとの水中鬼ごっこの試練を終えた俺とベルは、【海賊王の秘宝】を手に入れた喜びもジュゴンに触れられた感かん触しよくなども思い出せないほど泳ぎ疲れた。

　他ほかの【海賊王の秘宝】の試練には、砂すな浜はまを爆ばく走そうする巨きよ大だい蟹がにから宝箱を奪うばうような内容があったが、あれとはまた別種の難しさだったと思う。

「はぁ、はぁ、次は、もっと楽な試練がいいな」

「ユ、ユンさんに賛成。少し、休きゆう憩けいだ、ふにゃぁ～」

　疲れ過ぎた俺とベルは、ゆっくりと進んでいくウヅキの背中の上で休んでいる。

　しばらくはエミリさんとレティーアに他の宝探しを任せていると、いつの間にか孤島の東側まで移動していたようだ。

「次は、少し沖おき合あいに行きますけど、いいですか？」

「いいけど、次はどんな場所なんだ？」

　沖合の方に出るような宝の地図を俺が持っていなかったので訊きくと、レティーアは、宝の地図を掲かかげる。

「28番の地図です。かなり離れた沖合にあるので、行きましょう」

「それは、かなり難しいんじゃないかしら？」

　エミリさんがそう呟く中、レティーアが静かに頷うなずく。

「だと思います。だって──」

　そう言って、頷く俺たちの頭上には、突とつ如じよとして黒い暗雲が立ち込め、雨が降り始める。

　そして、俺たちの進む先には、渦うず潮しおが渦巻いていた。

「──地図の目的地は、どうやらあの渦潮の先らしいんです」

「ちょ！　あの中に飛び込むのか!?　無理無理！　流石さすがに無理だろ！」

　俺は、反射的に拒きよ否ひの言葉が出る中、ベルがポンと肩かたに手を置き、生暖かいような表情を浮かべている。

「ユンさん、一いつ緒しよに諦あきらめよう」

　レティーアに付き合ってベルも孤島近海の【海賊王の秘宝】について色々と調べたのだろう。

　ベルからは、どこか諦めたような雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「28番の地図は、未クリアの海賊王の秘宝なんです。挑戦した人の話だと、海底に何かがあるみたいなんです。ただ、その手前で渦潮に揉もまれた衝しよう撃げきで死に戻もどりしたそうです」

「いやいや、普ふ通つうに渦潮を避さけるように斜ななめから入るのは駄だ目めなのか!?」

　俺が抵てい抗こうする間、ウヅキは渦潮との距きよ離りを保ちつつ、突とつ入にゆうのタイミングを計っている。

「渦潮の周囲の海中には、多くの敵ＭＯＢがいるので、渦潮を突とつ破ぱした方がまだ可能性があります」

「マジかぁ……」

「マジです。渦潮の衝撃に耐たえて一番底まで潜せん水すいする。これがこの【海賊王の秘宝】の手に入れ方だと思います。どうしても無理なら、一度引き返してユンさんだけ東の海岸に降ろして挑戦します」

　レティーアにそう言われた俺は、覚かく悟ごを決める。

「うっ……分かった。俺も一緒に行く。だけど、できる限りの準備はするぞ」

　そう言って俺は、レティーアたちに手持ちのアイテムを次々と渡していく。




　　　　●




「《空ゾー間ン・付エンチ加ヤント》──ディフェンス。それとこっちの強ブー化スト丸・タブ薬レツトとポーションを飲んで」

　エンチャントと強ブー化スト丸・タブ薬レツトによってＤＥＦのステータスを強化し、水中で長く息が続くように【ブリージング・ポーション】を飲ませ、水中の暗くら闇やみでも周囲が見えるように【ナイトヴィジョン・クリーム】を目ま蓋ぶたに塗ぬる。

　そして、最後にとあるポーションを全員に渡す。

「これも事前に飲んでおいて。水中だと回復アイテムや回復魔ま法ほうも使えないから」

「ユンさん、これは？」

「──【リジェネ・ポーション】。毎秒最大ＨＰの２％を10分間回復して、ＨＰ上限を10％底上げしてくれる効果がある」

「ＨＰ上限が上がるのも凄いけど、回復量も凄い高いわね」

　エミリさんが俺に渡された【リジェネ・ポーション】を飲んだ後、ポーション瓶びんをまじまじと見み詰つめる。





　リジェネ・ポーション【消しよう耗もう品】
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【リジェネ・ポーション】と呼ばれる類たぐいのポーションは、ＯＳＯでは以前から存在していた。

【再生】効果は、通常のポーションや蘇そ生せい薬などにオマケ効果として付くものだったり、料理アイテムを食べることで得られることがあった。

　だが、今回渡した【リジェネ・ポーション】は、【再生】効果に特化したポーションである。

【森もりの血けつ命めい酒しゆ】をベースに身体系ステータスを強化する【セフィラの果実】を漬つけ込んで、成分が溶とけ出た後に加熱処理してから成分濃のう縮しゆく機きで五倍に濃縮して完成である。

　元々は、水中での回復手段が乏とぼしいシチフクたちのために研究していたポーションであった。

　水中での回復手段は、事前に自動回復効果を付ふ与よする《リジェネーション》の回復魔法を掛けるか、【自動回復】効果付きのアクセサリーを装備するなどである。

　そうした回復手段が限られる中で、少しでも性能が高い回復手段の一つとして、今回の高性能な【リジェネ・ポーション】が作られた。

「ジュースみたいで美味おいしいです。ユンさん、お代わり」

「これは、一度に一本まで！　アルコール飛ばしたけど元はお酒だし、ポーションなんだから、沢たく山さん飲んでも効果は出ないぞ」

「でも凄いね。ＨＰ上限が増えて、みるみるＨＰが回復するよ」

　そう言うベルは、追加されたＨＰ上限の10％分が回復するのを眺ながめて楽しそうにする。

　もしＨＰが大おお幅はばに削けずれても、底上げ分を合わせてＨＰ[image: 110]％を１分弱あれば、完全に回復させることができる。

　まぁ、ＨＰの回復を上回る一撃や即そく死し技わざ、毒などの状態異常バツドステータスの回復の相そう殺さい、強化効果消去、回復妨ぼう害がいなど様々な攻こう撃げきがある。

　ただ相手がＨＰが全回復するまで待ってくれることがないので、思ったほど強力なアイテムではない。

「ラギ、お願いします。ユンさんの方は他にありますか？」

「いや、とりあえず渦潮に突入する準備は、これくらいだと思う」

　エンチャントや強ブー化スト丸・タブ薬レツトによって防ぼう御ぎよ系ステータスを強化し、各種アイテムで【暗視】、【水中呼吸】【再生】効果を付与した状態の俺たちは、渦潮で散り散りにならないようにラナー・バグのキサラギが吐はき出す太めの糸によって水すい竜りゆうのウヅキの体に固定される。

「ナツ、ラギ、ここからは突入するので、戻って下さいね。──《送そう還かん》」

　最後の準備を終えたレティーアは、ナツとキサラギを召しよう喚かん石に戻し、渦潮を見つめる。

「ウヅキ！　渦潮の底に行きますよ！」

『キュオォォォン！』

　高らかに鳴き、一気に渦潮の中心まで泳ぎ、そこから潜水を始める。

（ぐっ、辛つらい……）

　上下の方向感覚が狂くるいそうなほど激しい渦潮に揉まれながら、ウヅキに摑つかまり、海底に進んでいく。

　ラギが張った糸に固定されていなければ、俺たちは、渦潮の中で散り散りに離はなれていただろう。

　全員が歯を食いしばって耐える中、【再生】効果のお陰かげで渦潮のスリップダメージを受けながらもＨＰの減少は緩ゆるやかである。

　そして、長い時間を耐えたように感じるが、実際には一分ほどで渦潮を通り抜ぬけて海底付近まで辿たどり着き、渦潮から抜け出していた。

（ここが海底か）

　海面は立ち込める暗雲と激しい雨により薄うす暗ぐらいが、海底は発光するクラゲやイカなどの軟なん体たい生物によって白い砂地が照らされて、思った以上に明るい。

　そして俺たちは、白い砂地の上に規則的に並ぶ石のようなものを見つけた。

　レティーアは、ウヅキに摑まり指示を出すと、海底に沈しずむ石のようなものにゆっくりと近づく。

　俺とベルは、体を固定していた糸を外し、海底に沈む石を確かめれば、カニが集まっており、それを捕まえてみる。

　どうやら食用アイテムとして確保でき、それに気付いたベルは、せっせと規則的に並ぶ石に集まる生き物を回収していく。

　一方俺は、【看破】のセンスが反応する海底の砂を搔かき分けると、石と似た質感の細長く湾わん曲きよくした素材を拾い上げる。

　それをインベントリに回収して、この白い石の正体に気付く。





　大たい海かい白はく鯨げいの骨【素材】




　海の大海かい獣じゆう【大たい海かい白はく鯨げい】の骨。海を自由に泳ぎ、様々な生き物を一ひと吞のみにする巨きよ大だいな鯨くじらは、その死後は、海底に沈んだ体を霊れい廟びようとして生き物を育はぐくむ。






　この規則的に並ぶ石が巨大な鯨の骨であると理解した俺は、海底に並ぶ骨から距離を取り、その大きさを確かく認にんする。

　だが、発光する生物と【空の目】の暗視性能でも骨の並ぶ先まで見通せず、その大きさを完全に把は握あくできなかった。

【水中呼吸】のポーションを飲んだ俺たちだが、そろそろ息が続かなくなってきた。

　徐じよ々じよに息苦しさを感じる中、エミリさんとレティーアが何かを見つけた。

　巨大鯨の頭骨の近くに、海底遺い跡せきのようなものを見つけ、エミリさんとレティーアがウヅキから降りて、俺とベルがそれぞれの手を握にぎって遺跡の中に誘ゆう導どうする。

　海底遺跡の入口には海水の侵しん入にゆうを阻はばむように空気の壁かべがあり、その壁を通り抜けて内部に入ると、空気が満たされており一息つくことができた。

「はぁはぁ、ここは……遺跡か」

「そうね。疲つかれたわ」

　俺とエミリさんは、入口付近でよろよろと座り込み、辺りを見回す。

　一方、レティーアは、ベルが先さき程ほど集めていたカニを見て、疲れを感じさせない程に目を輝かがやかせていた。

「この大量の甲こう殻かく類こそ、きっとお宝に違ちがいないです」

　レティーアの本気とも冗じよう談だんとも取れる言葉に、みんな苦く笑しようを浮うかべる。

「それにしても海底にこんな遺跡があるんだから、お宝は奥にあるんだろうな」

　なんだか、去年のキャンプイベントの湖の遺跡や孤こ島とうにあった【海かい賊ぞく王の秘宝】の謎なぞ解とき遺跡を思い出す。

「クエストか建物の制作者が同じなのかなぁ……。前に似たような遺跡を思い出すなぁ」

　俺が、ちょっと海底遺跡の雰囲気を台無しにするかな、と思いながらもぽつりと呟つぶやいた言葉に、エミリさんが苦笑しながらも答えてくれる。

「そういうのって癖くせみたいな物が出るからユンくんの言う通り、同じ制作者なのかもしれないわね。それじゃあ、進みましょうか」

　このパーティーの中心であるレティーアの甲殻類への興奮が落ち着いたところで、遺跡の奥に進んでいく。

　だが、遺跡と言ってもそれほど広くなく、入口と奥の部屋の二部屋だけであった。

　そして、奥の部屋には、正面の壁に壁へき画がが描えがかれ、部屋の台座には宝箱が置かれていた。

「壁画ですか、綺き麗れいな絵ですね」

「俺もスクリーンショットに残しておこう」

　俺とレティーアたちは、スクリーンショットで壁画を撮とる。

　壁画には、大小二頭の白い鯨が悠ゆう々ゆうと泳いでおり、その近くに小さな舟ふねが描かれていた。

「これは、さっきの鯨かなぁ？」

「ユンくん、どういうこと？」

　俺の呟きにエミリさんが聞いてくるので、先程砂の中から掘ほり起こした骨を取り出す。

　エミリさんが真しん剣けんな表情で聞く体勢を取るので、俺が取り出した素材とそのフレーバーテキストについて説明する。

「なるほど。あの並んだ石は、巨大な鯨のお墓で、ここはそれを伝えるための遺跡なのね」

「多分、そうじゃないかな」

　ただ、それはあくまで想像なので、ちょっと自信がない。

「とりあえず、素材として使える可能性があるから鯨の骨をもう少し回収したいわね」

「なら、俺が取ってくるよ。10本くらい集めればいいかな？」

「私も、もう少しカニを捕つかまえに行くよ」

　ならお願いね、とエミリさんが微笑ほほえみ、俺とベルを送り出してくれる。

　俺は、【空の目】と【看破】のセンスを頼たよりに砂地を搔き分けて、大たい海かい白はく鯨げいの骨を見つける。

　ベルは、骨に集まった甲殻類の他ほかにも、骨に張り付く二枚貝の塊かたまりをバールでごっそりと引き剝はがして集める。

「ただいま──どうしたんだ？　まだ宝箱を開けてないのか？」

　俺とベルが素材などの回収を終えて海底遺跡に戻もどってくると、エミリさんとレティーアが宝箱を開けずに待っていた。

「いえ、どうしたものか、と思いまして」

「えっ、何か問題でもあるの？」

　俺が小首を傾かしげながら訊きくと、エミリさんが壁画について色々と考察をしていたようだ。

「この壁画を見る限り、鯨が二頭居るのよね。大きい方の鯨が遺跡の外に沈んでいた鯨の骨だとしたら、もう一頭はどこに居るのか、って話になってね」

「もしこの宝箱を開いたら、その小さい鯨が現れるとか」

　俺とベルは、納なつ得とくの声を上げる。

　もしかしたら、【海賊王の秘宝】を手に入れることがトリガーでボス戦せん闘とうになるかもしれない、と考えたようだ。

　遺跡の外で素材の回収をしている俺とベルが居るために、ボス戦に突とつ入にゆうする可能性がある宝箱の開かい封ふうは待っていたようだ。

「宝箱を諦あきらめるって選せん択たく肢しはないので、戦闘の準備をして開こうかと思うんです」

「と言うか、レティーは、ここから無事に地上に戻れると思う？」

　ベルの指し摘てきに俺とエミリさん、レティーアが黙だまり、海底遺跡の入口から見える渦うず潮しおを見つめる。

　渦潮は、海底方向に吞み込むように渦巻き、渦潮を避さけて浮ふ上じようすれば多くの水すい棲せいＭＯＢが襲おそい掛かかってくる。

　渦潮の中を突つき進んで海底に向かう時より、海面に浮上する方が困難な気がする。

「ま、まぁ……ログアウトしてから再ログインすればいいから」

　エミリさんの提案に、最悪はその方法を使おうと決めた。

「とりあえず、行けるところまで行きましょう。それでは、宝箱を開けますよ」

　レティーアは、28番の【海賊王の宝の地図】を持ち、宝箱を開ける。

　宝箱の中には、骨っぽい材質で作られた白い笛が入っており、レティーアがそれを手に取る。

　俺たちは、戦闘が始まる可能性に備えて、周囲を警けい戒かいするが、何も起きない。

「これで終わりですね。とりあえず、これを見て下さい」





　海獣の喉のど笛ぶえ【道具】




　海獣たちをランダムに呼び出すことができ【海エリア】限定で協力させることができる。

『俺様の28番目の秘宝さ。俺様の大航海の時に出会った面おも白しろい友人の声を真似まねた笛さ。こいつを海に向かって吹ふくと、友人たちとの楽しかった記き憶おくを思い出す。これはその友人の墓に仕し舞まっておこう』






　レティーアが見せてくれる【海賊王の秘宝】のステータスとそのフレーバーテキストに、海賊王と海底に沈んだ巨大鯨は、友人だったことを理解する。

「そっかぁ、だから、鯨と一いつ緒しよに舟が描かれてたんだな」

「なんか、こういうホッコリとする設定があると良いわよね」

　楽しくも寂さびしい鯨の霊廟の話に、俺とエミリさんが改めて壁画を眺ながめれば、また違った感かん慨がいが思い浮かぶ。

「ねぇ、レティー！　折角だから吹いてみてよ！」

「分かりました。それでは行きます」

　スッ、と息を吸い、笛に口を当てて息を吹き込むと、クォークォーという落ち着く音色が響ひびく。

「なんか、この音良いね。癒いやされる」

「そうね。ゆったりとした水の音と一緒に聞きたいわね」

「にゃぁ～、いい音だねぇ～」

　俺とエミリさんとベルがレティーアが吹く笛の音に癒やされていると、ビキッと嫌いやな音が周囲に響き、レティーアの笛の音が止まる。

「あっ、なんか、海が静かになった。まさか……」

　海底遺跡の入口から見えた渦潮が消え、遺跡の内部に亀き裂れつが走り、浸しん水すいが始まる。

「これは、宝箱を開けるのではなく、笛を吹くことがトリガーだったんでしょうか？」

「いやいや、そんな悠ゆう長ちように言ってる場合──」

　俺が声を上げた直後、海底遺跡が崩ほう壊かいし、一気に海水が流れ込み、俺たちは流される。

　まだ【水中呼吸】のポーションの効果は残っているが、エミリさんとレティーアには【泳ぎ】センスがないために、海水の流れに逆らえない。

　俺がレティーアを、ベルがエミリさんを摑つかまえて、辺りを見回す。

（渦潮が無くなったなら、ウヅキに摑まって浮上できる！）

　俺は、水すい竜りゆうのウヅキを探すために辺りを見回すと、ゆっくりと体が浮かび上がるのを感じる。

（な、なんだ!?）

　渦潮が渦巻いていた地点に引っ張られるように流され、そして、海面に向けて細かな泡あわが勢いよく昇のぼっているのを見た。

（海水が上に、噴ふき出している!?）

　俺たちは、その海水の流れに押されて、海面に勢いよく浮かび上がる。

　その勢いに摑んでいたレティーアの手を離はなしてしまい、ドンドンと海面が近づく。

　そして──

「うわっ……」

　勢いよく噴き出した海水によって俺たちは、海面から数十メートル以上の高さに放ほうり出される。

　空中に放り出された俺たちが周囲に目を向けると、渦潮の周りに広がっていた薄うす暗ぐらい暗雲と雨が消え、遠くの水平線まで見み渡わたせる晴れ間が広がっていた。

「──綺麗だ」

　俺たちが上空からの海の景色を眺めて、見み惚とれていると、ふっと上じよう昇しようの勢いが止まり、落下し始める。
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「「──きゃぁぁぁぁぁぁっ！」」

　放り出された空中から徐じよ々じよに加速する落下の勢いに悲鳴が上がる。

「──《ゾーン・キネシス》！」

　俺は、レティーアたちを視し認にんして念動スキルを使い、海面衝しよう突とつの衝しよう撃げきを抑おさえようとする。

　だが、小刻みに使う念動スキルでは、落下軽減の勢いを殺し切れず、海面が間近に迫せまる。

　俺は、もうダメだ、と思い目を強く閉じる。

　だが、俺たちを下から優やさしく受け止めるものがあった。

「……痛く、ない」

　思ったような海面衝突がなかったことに気付き、恐おそる恐る目を開くと、下から噴き上げる海水が俺たちを優しく受け止めていた。

　そして、ゆっくりと海水を噴き出す勢いが弱まり海面に近づくと、海水を持ち上げて巨きよ大だい生物が浮上してくる。

「これは、真っ白な鯨くじらですか？」

　噴き出す海水の柱──超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢ・大たい海かい白はく鯨げいが噴き出した潮のようだ。

　俺たちは、ゆっくりと収まる鯨の水柱から鯨の背中に降りる。

「まさか、もう一頭の鯨がこんな形で現れるとは思わなかったわね」

　エミリさんが疲つかれたように呟つぶやき、空を見上げれば、暗雲は晴れ、鯨が噴いた潮が霧きり雨さめのように降り注ぎ、空に虹にじが架かかっている。

『クォォォォォン』

『キュオォォォン！』

　俺たちを乗せた大たい海かい白はく鯨げいが心ここ地ちの良い鳴き声を上げると、遅おくれて海面から現れた水竜のウヅキが首を伸のばして鯨の背に乗る俺たちに鳴き声を上げる。

「あっ、ウヅキです。私たちは無事ですよー！」

　そう言って手を振ふるレティーアの横では、ベルが大たい海かい白はく鯨げいの背に五体投地してその体を堪たん能のうしている。

「ああ、巨きよ大だい鯨の背に乗って移動するなんて、小さい頃ころの夢の一つが叶かなったよ～」

「本当に幸せそうね」

　そんなレティーアやベルたちの様子を俺とエミリさんが微笑ましげに見み詰つめる。

　そして大たい海かい白はく鯨げいの周りには、シャチやイルカのような背に乗れる水棲ＭＯＢたちが次々と現れ、俺たちを乗せる大たい海かい白はく鯨げいに併へい走そうする。

「この子たちが【海かい獣じゆうの喉笛】で呼び出せる子たちなんでしょうか」

「そうかもな。ランダムって言うし、色んな奴やつらがいるかもな」

　俺たちはしばしの間、巨大鯨の背に乗って、孤こ島とうの周りの遊覧を楽しむ。

　レティーアが鯨の鳴き声に合わせて笛を吹けば鯨が応こたえ、心地の良い鯨との合奏に、俺たちは穏おだやかな気持ちになった。

　時折、鯨が潮を高く噴き上げ、孤島に虹が架かる光景をスクリーンショットに収めて、互たがいに見せ合って笑って過ごした。







　　　二章　幽ゆう霊れい船せんと肝きも試だめし







　孤島の東側の沖おきからゆっくりと北側を回るように移動する大たい海かい白はく鯨げいは、西側の沖おき合あいに戻もどってきたところで、ゆっくりと沈しずみ始める。

「うわわっ！　潜もぐっていくぞ！」

「ここが終点ですか。それじゃあ、ウヅキに乗り移りましょう」

　レティーアに促うながされた俺たちは、大たい海かい白はく鯨げいと併走していた水竜のウヅキの背に乗り移る。

『キュオォォォン！』

　夕日に向かってイルカなどの海の生き物たちを引き連れる巨大な鯨が再び潮を噴き、鳴き声を上げ、その体を海に沈めていく。

　孤島の近海を回っての宝探しは、思った以上の冒ぼう険けんになったが楽しかった。

「楽しい幻げん想そう風景だったわね」

「お腹なかが空すいてきましたし、海の家に戻ってカニを食べましょう」

　鯨の霊れい廟びようで乱らん獲かくした甲こう殻かく類を食べたそうにするレティーアに俺たちは苦笑いを浮うかべつつも、俺も疲れたので一休みしたいと思う。

「そうだな。最後に集めた宝物の確認と配分をして、今日はもう終えようか」

「結構、お宝が手に入ったし、換かん金きんすればお金が増えるね！」

　俺とベルがせっせと海底に沈んだハズレ宝箱も回収したので、換金すればちょっとしたお金になると思う。

「【素材屋】の私としては、生産素材の方を優先して欲しいわね」

「俺は、宝石系の素材かなぁ。それでも多少のお金が手に入るから何に使おう。また、フィオルさんの新作スイーツを買いに行こうかな？　それとも新しい宝の地図を買い足そうかな」

「なっ!?　コムネスティーの新作スイーツ！　それは、買わなくては！」

　俺とエミリさんが【海かい賊ぞく王の秘宝】以外のハズレ宝箱の配分やお金の使い道について想像を膨ふくらませていると、レティーアが新作スイーツと聞いて目を輝かがやかせる。

　そんなレティーアの様子にまたウヅキの背に乗る俺たちに笑いが起きる。

「それにしても最後の方は、結局、宝探しの続きができなかったな」

　巨大鯨の背に乗った俺たちは、東側の沖合から北側を回り、西側で降ろされた。

　その途と中ちゆうにあるお宝を素す通どおりしたことを思い出し、それらの地図の束を取り出して、捲めくっていく。

　これらもまた後日、探しに行くことになるんだろうな、とパラパラ捲る地図の中に一枚だけ可笑おかしな地図があることを思い出す。

「そう言えば──」

「ユンくん、どうしたの？」

「いや、俺の手持ちの地図の一枚が、ちょっと変だったことを思い出して」

「「──変？」」

　首を傾かしげるエミリさんとベルに、俺が変だと言う地図を取り出す。

「この地図は、お宝の隠かくし場所を表すバッテン印が消えたり、現れたりするんだよ」

　俺がその地図をエミリさんたちに見せるとちょうど孤島西側の沖合が描えがかれている。

　地図の番号や自分たちの位置を示すマーカーはあるが、財宝の隠し場所のマークが描かれていない。

「あー、これは時限式の地図ね」

「時限式？　って言うと、時間が条件？」

「そうね。でも、この番号って……」

　エミリさんが地図を覗のぞき込んだところで、西の水平線に太陽が沈み、地図に赤いマーカーが浮かび上がる。

　ちょうど、ウヅキが通る進路に近い位置に現れたマーカーに近づくにつれて、海から白い霧きりが立ち込め、妙みような寒気を感じる。

「な、なんだ？」

「あー、やっぱり、アレの地図だったのね」

「あ、あれって……」

　俺が不安に思いつつもエミリさんに訊きくと、濃のう霧むの中から大きな黒い影かげが浮かび上がる。

『オォォォォォォォォォッ──』

「な、なんだ!?」

　俺は、黒い影から響ひびく低い声の方角を見詰めるが、霧が濃こくてその正体を見通せない。

　時限式の地図を見れば、海岸に向かうウヅキと宝を示すバッテン印が少しずつ動き、互いにすれ違ちがう進路を取っている。

　そして、黒い影が眼前まで迫った時、霧に隠されていた正体を捉とらえる。

「朽くちた、船？」

　船の側面には、苔こけや海かい藻そうが生えて深緑色になっており、所々にフジツボやヒトデなどが張り付いている。

　徐々に視線を上に上げていくと、三本あるマストは、そのうち一本が半ばから折れて、残る二本には、無残にも破けた帆ほの布切れが垂れ下がって風に靡なびいている。

　そんな船を見上げていた俺は、【看破】のセンスでこちらに向ける視線に気付き、そちらの方に目を向ける。

　船の縁ふちから見下ろしてくるのは、頭に赤いバンダナを巻いた白骨化した骸がい骨こつであった。

　虚うつろな目の中に青い光を灯ともし、カチカチと歯をぶつけて鳴らす。

　そしてなにより、虚ろな頭ず蓋がい骨こつの中からカサカサッとフナムシが現れ、体の表面を這はっている姿を見て、生理的な嫌けん悪お感かんから鳥とり肌はだが立つ。

「ひぃっ!?」

　悲鳴を抑えて反射的に後あと退ずさりする俺は、ウヅキの上から海に落ちそうになる。

　それをエミリさんとレティーアが支えてくれたために海に落ちずに済んだ。

　そして気付けば、朽ちた幽霊船の縁には、先さき程ほど見た骸骨の他ほかにも、無数の幽霊や水気を含ふくんだゾンビ型のＭＯＢなどが俺たちを見下ろしていた。

　ウヅキは、そんな幽霊船を避さけるように静かに通り過ぎる。

　幽霊船とすれ違う時、甲かん板ぱん上の幽霊ＭＯＢたちが船の縁から俺たちを見下ろし、その間俺は、幽霊ＭＯＢから目を離はなせず、青い顔をして硬こう直ちよくしていた。

「……ユンくん、通り過ぎたわよ」

　幽霊船の脇わきを通り過ぎ、立ち込めていた濃霧を抜ぬけて、孤島の西海岸がもう間近に見えたところでエミリさんに肩かたを叩たたかれる。

「え、ああ、うん。ありがとう、エミリさん」

「お腹空きましたね。カニを食べて、一休きゆう憩けいしましょう」

　俺が落ちないように支えてくれたエミリさんにお礼を言い、幽霊船に遭そう遇ぐうしたのに普ふ段だん通りのレティーアに逆に安あん堵どを覚える。

「ユンさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ、大丈夫。その、突とつ発ぱつ的なことで驚おどろいただけだから……」

　俺はそう言って安心させるが、レティーアは俺の手を包み込むように握にぎる。

「驚いたり、緊きん張ちようしたりすると、手先が冷えますからね。こうすると落ち着きますよ」

「レティーア、ありがとう」

　俺は、レティーアの心こころ遣づかいに微笑ほほえみを浮かべ、ふっと肩の力を抜くことができた。

「さぁ、到とう着ちやくしましたね。降りましょう」

　先にウヅキの背からエミリさんとベルが降り、続けてレティーアが俺の手を引いてゆっくりと砂すな浜はまに降りる。

　そして、【ＯＳＯ漁業組合】が運営する【海の家】2号店に入っていくと、先に素す潜もぐり漁から帰ってきたシチフクが居た。

「おっ、ユンちゃんが来たわ。レティーアちゃんたちと一いつ緒しよやったんやな。今日採ってきた【コーラル・ツリー】があるから……って顔色ちょっと悪いけど、どないした？」

　心配そうにこちらを覗き込んでくるシチフクに俺は、愛あい想そ笑いを浮かべながら説明する。

「その、帰ってくる途中、幽霊船と遭遇して、その……驚いてな……」

　俺がそう答えると、シチフクは納なつ得とくする。

「なるほどな。それなら、ちょいと落ち着くように、ホットココア用意させたるわ。孤島でカカオが採れたからそれを元に作ったココアを貰もらったんや」

「私もココアください」

「レティーアちゃんもね。了りよう解かいや！　ホットココア、二杯はい！」

　シチフクが大きな声で注文を伝えると【海の家】で調理を担当するギルドメンバーたちがホットココアを用意してくれる。

　そうして、エミリさんやレティーアたちに心配されて世話を焼かれるのが、ちょっと新しん鮮せんでなんか心ここ地ちよく感じ、用意されたホットココアを飲んで一息吐つき、落ち着く。

「なんか悪いな。心配かけちゃって」

「気にしないでください。誰だれだって苦手なものがありますから」

　落ち着いた俺は、エミリさんと共に、今日一日の孤こ島とう近海の宝探しの成果を配分する。

「みんなは宝探しに行ってたんやな。そうや、ユンちゃんへのお土産みやげの【コーラル・ツリー】が採れたから持ってってやー」

「わぁ、ありがとう。それじゃあ、遠えん慮りよ無く貰うな。エミリさんも必要だよね」

「ええ、少し貰うわ」

　シチフクは、ポーション代金の代わりに採ってくれた【コーラル・ツリー】を取り出し、俺はエミリさんにも分けてあげる。

　宝探しのアイテム配分は、揉もめることなく決まり、俺がレティーアとベルの分のお宝を渡わたそうとしたところ、レティーアとベルは、カニを取り出していた。

「はい。こっちは、レティーアとベルの分な」

「そこに置いておいてください。シチフクさん、このカニを調理してくれますか？」

「おっ！　立派なカニやな！　けど、どうやって料理するかな」

　レティーアとベルが大たい海かい白はく鯨げいの霊廟で採ったカニを取り出して、シチフクに料理の相談をする。

「カニ鍋なべ、カニ刺さし身み、茹ゆでカニ、カニしゃぶ……なぁ、ユンちゃん。このカニをどうやって調理したらええと思う？」

　幾いくつかのカニ料理を思いついたようだが、それ以上のレパートリーが思い浮かばなかったシチフクは、俺に尋たずねてくる。

「うーん。カニなら、グラタン、カニクリームコロッケ、カニ玉あんかけ、カニチャーハンとかどうかな？」

「どれも美味おいしそうですね」

「ほな、それらのレシピ調べて、うちの調理班にやらせるかな。ただ、作るのが時間掛かかりそうやから今日は無理やな」

「……そう、ですか」

　落らく胆たんするレティーアにベルがまぁまぁと宥なだめながら、お菓か子しのクッキーを渡している。

　そんな騒さわがしくも楽しい【海の家】に見知ったプレイヤーがやって来た。

「シチフクくん、ちょっと相談があるんだけど、いいかな？　……ってユンくんやエミリちゃんたちも居たんだ。こんばんは」

　シチフクに用事があり、【海の家】にやってきたマギさんが俺たちを見つけて挨あい拶さつをしてくれる。

「「マギさん、こんばんは」」

「マギさん、いらっしゃい。今日は、どないしたん？」

　俺たちがマギさんに挨拶を返し、シチフクがマギさんに用件を訊く。

　マギさんは、本来の用件を思い出してシチフクに相談を始める。

「実は、欲ほしい素材があってシチフクくんたちのところにないか相談しに来たのよ」

「それは、孤島エリアの素材なんか？　とりあえず、教えてくれる？」

　俺たちは、マギさんとシチフクの会話に聞き耳を立てる。

「アクセサリー作りで【コーラル・ツリー】と【エクトプラズマ・クレイ】の二つの素材が欲しいんだけど、手元にない？」

「あー、【コーラル・ツリー】はなぁ……ユンちゃんに頼たのまれて採ったやつを全部お土産で渡したんや。だから、次に漁に出るときにまた採ってくるで」

　困ったように頭の後ろを搔かくシチフクは、俺に視線を向けながらマギさんに説明する。

　釣つられてマギさんも俺の方に振ふり向くので、俺はマギさんに提案する。

「マギさん、良ければ【コーラル・ツリー】を少し分けましょうか」

「いいの!?　ありがとう、ユンくん！　相場よりちょっと割高で買い取るよ！」

「お金はいいですよ。それより、さっき言っていた【エクトプラズマ・クレイ】ですか？　その素材の情報を教えてもらえますか？」

　普段からお世話になっているマギさんからお金を貰うよりもマギさんが口にした新しい素材について興味がある。

「そんなことでいいの？　もう少し時間が経たてば、普通にユンくんのところにも実物が手に入るし使い道も分かるんじゃない？」

「いいんですよ。それに、エミリさんも【素材屋】として知りたいんじゃない？」

「ええ、新しい素材には興味があるし、マギさんが必要なら素材集めを手伝えると思うわ」

　俺とエミリさんの期待の籠こもった言葉にマギさんは、分かったと呟つぶやき、インベントリから黄色掛かった歪いびつな塊かたまりを取り出す。

「それが【エクトプラズマ・クレイ】の実物よ」

　そう言うマギさんは、黄色掛かった塊を二つに千切り、俺とエミリさんに一つずつ渡してくれる。

「これが【エクトプラズマ・クレイ】か……粘ねん土どっぽいな」

　手の中で黄色掛かった粘土を揉み解ほぐしたり、伸のばしたりして確かめる。

　粘土としては、陶とう芸げい用の粘土やマギさんの【カラクリ魔ま導どう人形】のルフの外装に使われているミスリルセラミックより軽いかなと思いながら、マギさんに訊く。

「マギさん、これってどういう性質があって、何に使えるんですか？」

「それは、熱を加えると空気に溶とけて消えるのよ」

「それだと、アクセサリー作りに向かない素材じゃないんですか？」

　マギさんの説明に、エミリさんがそう疑問を口にする。

　確かに、鍛か冶じや細工系の生産職であるマギさんは、炉ろなどを使って金属などを加工する。

　そんなマギさんにとって熱を加えると消えてしまう素材は、使い道がないように思えたが、それをマギさんが否定する。

「実は、そんなことはないのよ。例えば、【エクトプラズマ・クレイ】に金属粉末を水と一いつ緒しよに混ぜ込むと金属粘土を作ることができるのよ」

「あっ、凄すごいですね！　今までは難しかった装そう飾しよくのアクセサリーとかを作ることができる」

「そうなのよ。形を作った金属粘土を焼成すれば、【エクトプラズマ・クレイ】の部分が空気に溶けて、残った金属粉末同士が溶けて結合してアクセサリーができるのよ！」

　金属粘土ならば、今までのアクセサリー作りよりも柔じゆう軟なんに形を作ることができる。

　ただ、焼成すると【エクトプラズマ・クレイ】分の体積が減って縮むので、作る時には大きめに作る必要があるらしい。

「へぇ、そう聞くと、色んなことに使えそうですね。それでこの【エクトプラズマ・クレイ】は、どこで手に入るんですか？」

　エミリさんが感心したように相あい槌づちを打ち、入手場所をマギさんに尋ねる。

「それは、幽ゆう霊れい船せんのゴーストＭＯＢのドロップよ──「ひっ!?」──」

　俺は、【エクトプラズマ・クレイ】の匂においなどを確かめるために顔を近づけた。

　ちょうどその時、素材の正体を聞いて、思わず手放してテーブルの上に落としてしまう。

「ごめんね。脅おどかそうってつもりは無かったけど、気持ち悪かったわよね」

「い、いえ……その、マギさんは悪くないですよ」

　俺は、テーブルに落とした【エクトプラズマ・クレイ】を拾い上げ、エミリさんがより詳くわしくその入手方法をマギさんから聞き出す。

「幽霊船っていうと、時限式で出現する幽霊船？」

「そうよ。海かい賊ぞく王の地図に記される幽霊船。エミリちゃんたちも知ってる？」

「さっき、ちょうどすれ違ちがったところです。それで、その……」

　言葉を濁にごすエミリさんの視線が俺に向き、マギさんもそれだけで何があったか察する。

　俺は、【エクトプラズマ・クレイ】の入手場所が幽霊船かぁ、と若じやつ干かん遠い目になる。

「まぁ、ユンくんが苦手で集められない素材は、私やエミリちゃんに任せればいいわよ」

「そうね。ユンくんは気にする必要はないわよ」

「は、はい。その……たぶん、力になれません。すみません」

　俺も【エクトプラズマ・クレイ】の正体を知るまでは、素材集めを手伝う気でいたが、幽霊船となると、少し気後れする。

　自力で【エクトプラズマ・クレイ】を集めるのは無理そうだと思い、内心溜ため息いきを吐いて、その日はログアウトする。




　　　　●




　エミリさんたちと孤島近海で宝探しをしてから数日が経った金曜日の夜。

　週末ということで夜よ更ふかししてＯＳＯにログインする人が多い中、俺は何故なぜかあれだけ嫌いやがっていた幽霊船の甲かん板ぱんの上に立っていた。

「どうして、こうなった──『オォォォォォォッ』──ひっ!?」

　俺の呟きと共に、幽霊船の周囲に広がる濃のう霧むからゴースト系のＭＯＢが姿を現す。

　その直後、甲板に集まるプレイヤーたちによって即そく座ざに倒たおされ、ただ静かな甲板に戻もどる。

「なんか、リポップした直後に倒されると少し可か哀わい想そうに思うかも」

　本来、脅かしてプレイヤーに【混乱】などの状態異常バツドステータスを振りまくゴースト系ＭＯＢや海賊ゾンビやスケルトンが出現直後に倒される姿を見ると、なんとも言えない気持ちになる。

「ほら、ユンお姉ねえちゃん。順番に並ぼうよ！」

「ユンちゃん、私たちが付いているから大だい丈じよう夫ぶよ」

「ううっ、ミュウ、セイ姉ねぇ……」

　俺は、若干恨うらみがましい目をミュウとセイ姉ぇに向ける。

　そもそもの発ほつ端たんは、先日マギさんから教わった【エクトプラズマ・クレイ】である。

【エクトプラズマ・クレイ】をドロップするゴースト系ＭＯＢは、時限式の幽霊船に出現するが、あまり強くない。

　ただ、【エクトプラズマ・クレイ】の入手難易度が低いことに比べて、時限式の幽霊船という時間とエリア範はん囲いが制限されて入手量が少ない。

　そんな中で幽霊船にプレイヤーたちが集まり、敵ＭＯＢを倒してはリポップを待ち、また狩かることを繰くり返した結果、幽霊船には常に敵ＭＯＢが居ない状態が続く。

　敵ＭＯＢが居なくなった幽霊船を見た誰かがこう呟いたそうだ。

『──ここ、肝きも試だめしにちょうど良いよな』

　誰も居なくなった幽霊船でリポップ待ちするプレイヤーたちが敵ＭＯＢに代わり、自主的に脅かし役になったのが、この幽霊船での肝試しの始まりである。

　それに興味を惹ひかれたミュウとセイ姉ぇに連れられて俺は今、ここにいるのだ。

「ほんと、もう帰りたい……肝試しするなら、ルカートたちと一緒に行けばいいだろ」

「ルカちゃんたちとはもう行ってきて、楽しかったよ」

「ならなんで、もう一回来るんだよ」

「脅かす側のプレイヤーが毎回違うから何度来ても楽しめるんだよね。それにいいリアクションの人が来ると脅かす側もやる気になるから」

　始まる前から上じよう機き嫌げんなミュウに対して、俺は、最悪な気分である。

「まぁまぁ、ユンちゃん。怖こわいなら、私の手を握にぎってる？」

　俺がお化けや肝試しとかが苦手なのを知っているセイ姉ぇは、いつもそっと助けてくれるので、頼もしく思う。

「ううっ、セイ姉ぇ、ありがとう。そういえば、セイ姉ぇはどうして一緒に来たんだ？」

　俺が訊きくとセイ姉ぇは、困ったような微笑ほほえみを浮うかべる。

「実は、この幽霊船にある【海賊王の秘宝】が欲しいアイテムなのよ。ただ、そのアイテムに対応する【宝の地図】が手に入らなくて……」

　セイ姉ぇは、いつもの物ぶつ欲よくセンサーで【海賊王の宝の地図】が手に入らなかったようだ。

「俺に言ってくれれば、こんな場所の地図をあげたのに。むしろ、持ってたら呪のろわれそうだから金払はらってでも引き取って貰もらいたい」

「まぁまぁ……それで、ミュウちゃんが地図を譲ゆずってくれる代わりに、こうして肝試しに誘さそわれたのよ」

　そして、ミュウは俺とセイ姉ぇと一緒に肝試しというアトラクションを楽しみたいと、そう言われると今回は我が慢まんしようと思う。

「そうだ！　ユンお姉ちゃんは、【看破】と【空の目】のセンスは禁止だよ」

「はぁ!?　なんで!?」

「だって、【看破】で脅かす側のギミックをすぐに見破ったり、【空の目】の暗視能力で幽霊船内がよく見えたら面おも白しろくないじゃん」

　それは、俺により強い恐きよう怖ふを味わえということではないだろうか。

　だが、不本意ながらも参加する肝試しだが、意義に反することをするのも問題だと思い、装備センスを変へん更こうする。
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　控ひかえ
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【先制の心得Ｌｖ17】【急所の心得Ｌｖ15】【釣つりＬｖ10】








「センスを変更したぞ」

「それじゃあ、肝試しコースに、レッツゴー！」

　そうして俺は、ミュウとセイ姉ぇと共に、この幽霊船に隠かくされた【海賊王の秘宝】を手に入れるために、幽霊船の肝試しに挑いどんでいく。

「ミュ、ミュウ……もう、なんか雰ふん囲い気きあるんだけど」

　早さつ速そく入口の段階で、奥が見通せないほど暗く、湿しめった重い空気と磯いそ臭くささが鼻に付く。

　そんな入口にこの肝試しの順番を管理するプレイヤーが立っていた。

「こちらが船内に入る入口です。ライトなどの魔ま法ほうを使うよりもこちらの貸し出しのランタンと予備の燃料をお使いいただけたらより楽しむことができますよ」

「へぇ、この前は、ランタンの貸し出しとか無かったから改良されたんだ」

　ミュウは感心しつつ、ランタンを受け取り、火を灯ともす。

　魔法の明かりに比べると仄ほのかな橙だいだい色いろの明かりが船内の暗さを払はらうが、時折不安定に揺ゆれる炎ほのおが作り出す影かげの動きが心を不安にさせる。

「ほら、行こう」

　先頭をミュウが歩き、俺はセイ姉ぇの手を握りしめるようにして船内に入っていく。

「ひゃっ!?　な、なんだ!?」

　そして、微かすかな風と冷気が足元を撫なで上げ、足を止める俺にミュウが振ふり返る。

「定番の送風と冷気だね。お化けが通り過ぎた、みたいな演出。ここはこの前と同じだね」

「ユンちゃん、本当にダメだったら、ログアウトして良いからね」

　腕うでにしがみつく俺をセイ姉ぇが宥なだめながら、ランタンの明かりを頼たよりに進んでいく。

「うへっ、所々に海かい藻そうとか海の生き物が張り付いてるし、湿ってるから、滑すべりそう」

　それに一歩進む毎ごとに海水を吸って傷いたんだ木張りの床ゆかや幽霊船全体が軋きしみを上げる。

「この幽霊船って、夜になると海中から浮ふ上じようして現れるからこうした海藻とか船内に入り込んでいるんだろうね」

「出現した時、霧きりが立ち込めてたから分からなかったけど、そうだったんだ」

　なんだか、この幽霊船の設定や出現演出などを考えると少しだけ気が紛まぎれる。

　そして俺たちが床をギシギシと鳴らしながら進んでいくと、ある時──

「っ!?　なぁ、今、足音が一つ多くなかったか!?」

　俺たちが歩くと、傷んだ床の軋む足音が一つ多く、足を止めて振り返っても誰だれも居ない。

「えー、気のせいだよ～」

　これが脅かし役のプレイヤーの仕込みだと分かっているミュウとセイ姉ぇは、ニヤケ顔で白々しく言ってくる。

　肝試しの定番演出だと理解するが、やはり見えない恐怖がある。

「大丈夫だ。多分、【隠おん密みつ】スキルの《シャドウダイブ》とかで隠れてるんだろう。大丈──きゃっ!?」

　俺が増える足音に適当な理由を付けて、納なつ得とくした直後、通路に積み上げられたボロボロの木箱が崩くずれたことに驚おどろき、飛び退のく。

「ユンちゃんが持っている【念動】センスで遠えん距きよ離りから動かして倒したのかしらね」

「セイお姉ちゃん。そういうネタばらしは後にしようよ」

　俺を安心させるためにネタばらしをするセイ姉ぇだが、俺としては、度たび々たび驚かされて、心臓がバクバクしている。

　そして、通路を進んでいると、向こう側から【海かい賊ぞく王の秘宝】を回収し終えたパーティーとすれ違ちがう。

「こんばんは。えっと、大丈夫ですか？」

　男女二人組のパーティーが俺たちに挨あい拶さつして、心配してくる。

　完全に腰こしが引けた俺がセイ姉ぇの手を握っているために、とても怖がっているように見られたのかもしれない。

「だ、大丈夫ですよ……あはははっ……」

「その、気をつけて下さいね。ただ、プレイヤーへの攻こう撃げきがないのだけは安心ですけど」

　そう言ってアドバイスをくれた二人組を見送り、俺たちも先に進む。

　そして、ゆっくりと進む通路の背後で、ガシャンと何かが落ちる音に反射的に振り返る。

「ひっ!?」

　通路を通った時には無かったもの──血塗まみれた湾わん曲きよく刀とうが落ちており、思わず息を吞のみ、腰が引ける。

　その他にも無数の脅おどかしポイントが存在した。

「うわっ!?　なんだ!?」

「きゃっ!?」

　薄うす暗ぐらくて分からなかったが、細い糸に吊つるされたコンニャクのようなものが俺とセイ姉ぇの首筋に触ふれる。

　そのひんやりとした感覚とヌメリに思わず首筋に当たった物を払い除のけ、俺とセイ姉ぇは声を上げる。

「古典的な脅かし方もあるんだ。久しぶりにセイお姉ちゃんの可愛かわいい悲鳴が聞けたね」

「もう、ミュウちゃん」

　ミュウにからかわれて頰ほおを膨ふくらませるセイ姉ぇに、和なごやかな気分になる。

　他ほかにも──

『ヴァァァァァ──！』

「うわっ、お化けに扮ふんしたプレイヤーだよな」

「ここは走り抜ぬけちゃおうか！」

「そうね。足元には気をつけて──」

　通路を当てもなく徘はい徊かいしたり、樽たるや木箱のオブジェクトの中から上半身を出して手を伸のばしたり、死んだふりで床に倒たおれて近づいたら起き上がるお化け役のプレイヤーたちが集まる通路に辿たどり着く。

　俺たちは、互たがいに手を繫つないで、なるべくお化けを見ないように一気に駆かけ抜ける。

　ミュウとセイ姉ぇと一いつ緒しよに駆け抜けたので、なんだか怖いような、楽しいような気持ちで段々とよく分からなくなり、気持ちを落ち着けるために深呼吸を繰くり返す。

「ユンお姉ねえちゃん、大だい丈じよう夫ぶだからね」

「ミュウ、ありがとう」

　深呼吸を繰り返す俺は、ミュウとセイ姉ねぇに宥められながら、船の奥にある【海賊王の秘宝】を目指して進む。

　その途と中ちゆう、俺たちはトラブルに見み舞まわれる。

「あ、あれ？　ランタンの明かりが……」

　不安定に揺れるランタンの火が徐じよ々じよに小さくなり、ふっと消え、辺りが真っ暗になる。

「ここで明かりが消えるのか!?」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。入口で予備の燃料貰ったからすぐに明かりが付くよ」

　ミュウがそう言うと、ランタンの燃料を入れる音が辺りに響ひびき始める。

　俺は、すぐに明かりが付く事に安あん堵どしつつ、暗い中でもセイ姉ぇの手を握っている。

「それじゃあ、明かりを付けるよ」

　そして、明かりが付いた瞬しゆん間かん、俺とセイ姉ぇの足に粘ねん性せいのある冷たい何かが巻き付いてきた。

『──逃にがさない』

　ゴワゴワした長ちよう髪はつと蠟ろうのように白い肌はだのお化けが足元から現れ、氷のように冷たい手で俺とセイ姉ぇの足首を摑つかみ、見上げてくる。

「ひっ、きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「っ!?　この!?」

「ユンお姉ちゃん、セイお姉ちゃん！」

　俺は、その場で腰が砕くだけたようにへたり込み、セイ姉ぇは強こわ張ばった表情で反射的に武器の杖つえでお化けを殴なぐり倒そうとして、振り返ったミュウも剣けんを振るう。

『キャハハハハハッ──！』

　だが、お化けは俺たちの足を離はなして、ぬるりと気持ちの悪い動きをして、耳障ざわりな笑い声を残して通路の奥の闇やみの中に逃げていく。

「はぁはぁ……私は、お化け平気だと思ってたけど……いざ、やられると結構くるわね」

　セイ姉ぇは、精神的に疲つかれたのか、杖に寄り掛かかって息を整えている。

「ユンお姉ちゃん、セイお姉ちゃん、大丈夫？」

　恐きよう怖ふでへたり込んだ俺は、セイ姉ぇと繫ぐ手を離さず、泣きそうな声で二人に告げる。

「ミュウ、セイ姉ぇ……」

「どうしたの、ユンちゃん？」

「……腰が抜けて、動けない」

「スタッフー！　リタイアスペースに誘ゆう導どう、お願いします！　スタッフー！」

　俺の情けない声にミュウは、すぐさま通路の暗がりの向こうに大きな声を上げる。

　すると、すぐに先さき程ほど駆けていった白い肌のお化けが戻もどってくる。

「ひっ──」

「ありゃ、結構、怯おびえられちゃったわね。ごめんね、休きゆう憩けいできる場所に誘導するから」

「えっ、あ、はい……」

　長髪を垂らし、ずぶ濡ぬれで白い肌のメイクをしたお化け役の女性プレイヤーは、先程聞いた低く背筋の凍こおる声とは打って変わって明るい声で俺たちを誘導してくれる。

「ユンちゃん、立てる？」

「その、少し、落ち着いた。大丈夫」

　まだ足腰がしっかりしないが、セイ姉ぇに支えられて、脅かし役のプレイヤーに案内されて休憩室のようなところに向かった。




　　　　●




「ここが船内の安全地帯よ。ここなら休めるわ」

「あ、ありがとうございます」

　湿しめっぽい船内の一角に案内された俺たちは、木箱に座らされる。

　幽ゆう霊れい船せん内の安全地帯は、明るく光源が確保されており、怖こわいという感じはしない。

「はい。お茶でも飲んで落ち着いてね」

　俺は、軽く会え釈しやくして温かいお茶を受け取り、お茶を飲むと、ふっと緊きん張ちようが緩ゆるんでくる。

「その、お手数を掛けてすみません」

「こっちこそ、悪乗りが過ぎちゃって、ごめんね。この肝きも試だめしは、もう少ししたら止やめる予定なんだよね」

「ええっ!?　こんなに面おも白しろいのに！」

　ミュウが大きな声を上げるので、お化け役のお姉さんは困ったように笑う。

「今は、肝試しってのが好意的に受け入れられてるけど、エリア占せん拠きよと大して変わらないって指し摘てき受けちゃってね」

　いくら孤こ島とうエリアの到とう達たつ者が少ない状じよう況きようだからといって、その一角である幽霊船のＭＯＢを片かたっ端ぱしから倒して、そこで肝試しするのは、エリアの占拠に等しい。

　そのことに気付いたミュウは、小さく声を漏もらし、セイ姉ぇもその可能性は考えていたらしく、相あい槌づちを打つように頷うなずいている。

「だから、もうしばらくしたら、撤てつ収しゆうする予定よ」

「面白かったのに、残念……」

「でも、今回の件で脅かす側に嵌はまっちゃった人たちでギルドを作ることにしたの。ギルド名は、【ゴーストライ】ね。センスやスキルを駆く使しして人を驚かせる。その内、ギルドホームを建てて、そこをお化け屋や敷しきにする予定だから、是ぜ非ひ来てね」

「ぜひ友達と一緒に行きます！」

　そう言って、お化けメイクでウィンクするお姉さんに、ミュウが元気よく返事する。

　この孤島エリアまで到達したプレイヤーたちが中ちゆう核かくとなる新ギルドは、孤島エリアまで来れるだけの強さや財力があるだろう。

　幽霊船を利用した肝試しよりも数段怖いお化け屋敷ができそうで表情が強張る俺は、絶対に行かないことを心に誓ちかう。

「それで、あなたたちは、何が目的で来たの？　やっぱり肝試しの話を聞いてきたの？」

「えっと、【海賊王の秘宝】を取りに来たついでに、肝試しに来てみたんです」

「なら、案内してあげる。こっちよ」

　俺が落ち着いたところで、お化け役のお姉さんが【海賊王の秘宝】がある船室まで案内してくれる。

「はい。ここがそうよ」

　お化けのお姉さんに案内された幽霊船の一室は、足首まで海水が浸しん水すいしており、そんな部屋の台座の上に宝箱が置かれていた。

「そう言えば、ユンちゃんも宝の地図を持っているのよね。どうする？　ユンちゃんが先に開ける？」

「えっ!?　いいの？」

　俺が迷う中、セイ姉ぇが微笑ほほえんで譲ゆずってくれる。

「私は、後で良いわ。また今度、取りに来ればいいから」

「セイ姉ぇ、ありがとう」

　俺は、セイ姉ぇにお礼を言って、宝箱を開ける。





　リッチー・ゴールドハンド【装そう飾しよく品】（重量：２）




　ＬＵＫ＋10　追加効果：【ドロップ量増加（中）】

『俺様の72番目の秘宝さ。触れる物を全すべて金に変えるお宝なんて話を聞いて奪うばったが真っ赤な偽にせ物ものだった。だが、幸運のお守りとしては悪くない。それに悪あく趣しゆ味みなのが海賊向きで気に入った』






　宝箱から取り出したアイテムは、純金製のドクロを鷲わし摑づかみする人の手を模したペンダントトップだった。

　毎度の海かい賊ぞく王のフレーバーテキストに目を通しながら、手に入れたアクセサリーを見る。

　確かに海賊っぽい悪趣味なデザインだが、アンデッドのリッチとお金持ちのリッチを掛け合わせた洒しや落れの利きいたアクセサリーである。

「セイお姉ちゃん、これが欲ほしかったの？」

「私にはちょっと向かないデザインだけど、験げん担かつぎとして手に入れようと思ったの」

　そう言って自じ嘲ちよう気味に笑うセイ姉ぇに、ミュウが一つ提案する。

「それじゃあ今度、40番の【海賊王の秘宝】を探しに行かない？　そこで【フォーチュン・スリップ】ってアイテムが手に入るよ」

【フォーチュン・スリップ】とは、いわゆる御お神籤みくじタイプのアイテムらしい。

　１日１回だけクジを引くことができ、『大だい吉きち』『中吉』『小吉』『吉』『末吉』『凶きよう』『大凶』の７種類の結果が用意されている。

　その結果によって、プレイヤーにプラスの効果を与あたえたり、逆にマイナス効果を与える一種のギャンブルアイテムらしい。

　ただそこまで強力ではなく、ちょっとした便利効果程度のアイテムらしい。

「いいわね。是非、探しに行きましょう」

　セイ姉ぇがミュウの提案を受け入れる中、案内してくれたお化け役のお姉さんが微笑ましそうに俺たちを見ていた。

「無事に目的達成ね。私は、次の人を脅おどかしに行くけど、このまま帰る？」

　帰りは脅かさないようにフレンド通信で連れん絡らくしておくわ、と気を回してくれるお化け役のお姉さんに、それならと俺が小さく言葉を呟つぶやく。

「生産素材の【エクトプラズマ・クレイ】が欲しいかも」

「【ブリッツ・ゴースト】のドロップ素材ね。リポップ数が少ない上に船内の肝試しを手伝ってくれてるプレイヤーが退治しているわ。もし会うことができたら、直接交こう渉しようしてみて……あっ、次の人が来る！　それじゃあね！」

　そう言ってお化け役のお姉さんは、肝試しに来た次のプレイヤーを出で迎むかえるべく、小走りで駆けて行った。

「とりあえず、【ブリッツ・ゴースト】のドロップアイテムを分けて貰もらえるように交渉したいから探すの手伝ってくれる？」

「いいよ！　肝試しの延長だね！」

「いや、違ちがうから」

　俺がジト目でツッコミを入れるが、ミュウは気にせずに先頭を歩き出す。

　そんなミュウの様子にセイ姉ねぇがクスクスと笑い、薄うす暗ぐらい幽霊船内を【ブリッツ・ゴースト】を倒たおし回っているプレイヤーを探し始める。

　俺たちの話が伝わっていたのか、すれ違う肝試しの脅かし役のプレイヤーたちが陽気に手を振ふり、【ブリッツ・ゴースト】を倒すプレイヤーの居場所を教えてくれるのだが──

「ちょっと待て！　なんで【ブリッツ・ゴースト】を倒しているプレイヤーが見つからないんだ！」

　そのプレイヤーが居る場所を教えてくれるのだが、その場所に移動すると既すでに居なくなっており、別の場所に移っていると言うのだ。

　俺たちは、船内を駆かけ回っているだろう例のプレイヤーを追い掛けるのだが、追いつけず、結果、幽霊船内をぐるっと一周していた。

「居るはずのプレイヤーに出会えないって何だこのホラーな状況は」

　姿を見せないＭＯＢを倒して回るプレイヤーとかちょっと怖すぎる。

「もしかして、すれ違っているのかしら？」

「むぅ、セイお姉ねえちゃん、ユンお姉ちゃん。分かれて追い込むよ！　絶対に正体を暴あばいてやるんだから！」

　あれ？　今度はそういう趣しゆ旨しの方向に話が変わるのか？　と思っているとミュウが駆け出し、俺とセイ姉ぇは慌あわてて追い掛かける。

「ミュウ！　どこ行くんだよ！」

「適当に走っていれば、出会うでしょ！　出会わなくても相手より先に【ブリッツ・ゴースト】を倒せば、ユンお姉ちゃんの目当てのアイテムが手に入るよ！」

　そう言うミュウは、【立体制限解除】のセンスで、軋きしむ船の床ゆかや壁かべを蹴けって三次元的な動きで走って行く。

　俺とセイ姉ぇは、途と中ちゆうで追い掛けるのを止やめて立ち止まる。

「ミュウは行っちゃったけど、セイ姉ぇどうする？」

「そうね、下層まで一度降りて待ち伏ぶせでもする？　それにさっきは、ユンちゃんに譲った【リッチー・ゴールドハンド】の宝箱が再出現リポツプしているかも知れないから」

「そうだね。ミュウも例のプレイヤーも捕つかまりそうもないし、そうするか」

　俺とセイ姉ぇは、幽霊船の下層に移動する途中、偶ぐう然ぜんリポップした【ブリッツ・ゴースト】と遭そう遇ぐうした。

　俺たちは、すぐさま倒し、【エクトプラズマ・クレイ】を一個ずつドロップした。

「はい。私の分は、ユンちゃんにあげるね」

「セイ姉ぇ、ありがとう」

　ちょっとした嬉うれしいハプニングがありつつも、俺とセイ姉ぇは再び【海賊王の秘宝】があった場所に戻もどってきた。

　船内を一周したので時間経過で宝箱が再出現リポツプしており、宝の地図を持つセイ姉ぇが宝箱を開けて、【海賊王の秘宝】を回収する。

「これでユンちゃんとお揃そろいのアクセサリーね」

「まぁ、悪趣味なやつだけどな」

　俺とセイ姉ぇは、互たがいに笑い合って、幽霊船のお宝を回収したところで、通路からミュウの声が聞こえてきた。

『待てぇぇぇぇぇっ！』

「ミュウの声！　って、えっ!?」

　俺は、ミュウの声が聞こえて通路に飛び出すと、黒マントを羽織ったプレイヤーが間近に迫せまっていた。

　その後ろでは、ミュウが床や壁を蹴って追い掛け、廊ろう下かを全力で走っていたために、追い掛けられていたプレイヤーも急に止まれない。

　更さらに幽ゆう霊れい船せんの下層は、海水が染しみて濡ぬれているので滑すべりやすく、廊下に飛び出た俺との衝しよう突とつは避さけられない。

　衝突すると判断した黒マントのプレイヤーは、握にぎっていた長ちよう剣けんを横に投げ捨て、そのまま俺と縺もつれるように倒れる。

「痛っ……くはないかも」

「ユンちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　俺の後ろにいたために黒マントのプレイヤーとぶつからずに済んだセイ姉ぇは、倒れた俺たちに声を掛けてくる。

　黒マントのプレイヤーは、咄とつ嗟さに俺の体を抱だき留めて、体を捻ひねって位置を入れ替かえる。

　その結果、俺が船の床に叩たたき付けられることなく済んだが、抱き留めるために強く腕うでを回された密着感に身を捩ねじる。

「ちょっと、苦しい、離はなしてくれ」

「悪い！　急に止まれなくて、怪け我がはないか？」

　俺が下した敷じきにする黒マントのプレイヤーから聞き覚えのある声が掛けられ、俺とセイ姉ぇは動きを止める。

　そして、追い付いたミュウが、確保！　と言って、黒マントのプレイヤーを捕まえる。

　黒マントのプレイヤーは、俺の体を離してゆっくりと上体を起こし、マントのフードを外して素す顔がおを見せる。

「なんか知らないけど、いきなりミュウちゃんに追い掛けられて、どうなってるんだ？」

「「タク（くん）!?」」

　俺とセイ姉ぇが驚く中、ミュウは追い掛けている途中で正体がタクだと気付いていたのか、捕まえて驚くよりも嬉しそうにしている。

「えっと、タクは、なんでここに居るんだ？」

「需じゆ要ようが高まりそうな【エクトプラズマ・クレイ】を確保しに来てたんだよ。そのついでに、肝きも試だめしに協力してたんだよ」

「でもタクくんは、普ふ段だんマントとか使わないわよね……」

「肝試し中にリポップしたＭＯＢを倒している姿を見せたら、興きよう醒ざめもいいところだから【認にん識しき妨ぼう害がい】のマントで隠かくれて退治してたんですよ」

　タクは、浸水した床に倒れた際に濡れたマントを脱ぬぎながら、俺とセイ姉ぇの疑問に答えてくれる。

「幽ゆう霊れいの正体見たり枯かれ尾お花ばな！　船内を人知れず掃そう除じする謎なぞのプレイヤーの正体は、タクさんだった！　うん、スッキリした！」

「そんなことで俺は追われていたのか」

　ミュウの言葉に、タクが苦く笑しようを浮うかべる。

「とりあえず、そろそろ幽霊船の出現が終わる頃ころだから脱だつ出しゆつするか」

　タクがそう言った直後、幽霊船が大きく揺ゆれ、船体が軋む音が響ひびく。

「な、なんだ!?」

「幽霊船は、夕方の午後６時に海面に浮ふ上じようして、深夜の２時頃ごろにクラーケンによって時間を掛けて海に引きずり込まれて消えるんだ」

「マジか!?」

「マジだ。だから、とりあえず脱出だな！」

　そう言って、幽霊船の船の下部から少しずつ海水が浸しん入にゆうし、水位が上がる中、俺たちは、幽霊船の甲かん板ぱんを目指して駆け上がる。

「肝試しのホラーの次は、沈ちん没ぼつ船からの脱出か！」

「まぁまぁ、この時間が一種のボーナスタイムでもあるからな！」

　肝試しの脅おどかし役として連日この幽霊船に来ていたプレイヤーたちは、慣れた様子で避ひ難なん誘ゆう導どうや撤てつ収しゆうの準備を行なっていた。

　そして、幽霊船の沈没に合わせて、倒された敵ＭＯＢたちが一いつ斉せいにリポップして脱出するプレイヤーを妨害する。

　それにより、クラーケンによって沈没させられる幽霊船からの脱出が緊きん張ちよう感かんを生む。

「はははっ、【ブリッツ・ゴースト】の最後の刈かり取りだぁ！　──《ソニック・エッジ》！」

「私も負けないよ！　──《ソル・レイ》！」

　ミュウとタクが通路に飛び出してくる敵ＭＯＢをアーツや魔ま法ほうを使って倒して、退路を作り出す。

「なんと言うか……凄すごい安心感」

「あははっ、まぁそうね」

　俺が微び妙みような表情で呟けば、同じく脱出のために走るセイ姉ぇが苦笑いを浮かべている。

　そして、船の甲板まで逃にげ延びた俺たちは、孤こ島とうから幽霊船の移動に使ったＭＯＢ式エンジンを搭とう載さいしたボートをインベントリから取り出し、全員で飛び乗る。

　クラーケンの触しよく腕わんが巻き付く幽霊船の沈没に巻き込まれないようにボートを走らせて距きよ離りを取る。

　俺たちの他ほかにも、幽霊船から脱出をしたプレイヤーたちが続々と逃げ、幽霊船が沈しずむ様子を眺ながめている。

　幽霊船を海底に引きずり込むクラーケンが、触腕で船に密着して体重を掛けると船は少しずつ傾かたむき、沈んでいく。

　その際、船全体からゾンビやゴーストなどのＭＯＢが呻うめき声を響かせ、船が沈むにつれてその声が小さくなる。

　そして、幽霊船が沈んだ痕こん跡せきとして、暗い海が激しく泡あわ立だち、それも次し第だいに収まる。

　クラーケンは、海中に白い影かげを映し、海面を泡立てながら南の方角に泳いで消えていく。

「クラーケンはどこに行くんだろうな。海域エリアに出たり、海かい賊ぞく船や幽霊船を沈めたり」

　俺の呟つぶやきにタクは、クラーケンが去った南の方向を見み詰つめ続ける。

「海域エリアのイベントボスや演出として出現するクラーケンは倒せないけど、唯ゆい一いつ、孤島エリア南側にある離り島とうのクラーケンの住すみ処かでは、レイドボスとして戦えるんだ」

「へぇ、そうなのか」

　気のない返事をする俺は、嫌いやな予感がする。

　逃げようにも逃げ場がない狭せまいボート上でミュウが勢いよく立ち上がり、宣言する。

「前に【海域エリア】でやられっぱなしだったクラーケンと決着をつけようよ！　やろう、ユンお姉ちゃん、セイお姉ちゃん！」

「やっぱり、そうなるのか！」

　今日の肝試しと同じように乗り気になったミュウによって、戦せん闘とうメンバーに加えられる。

　そんな乗り気じゃない俺に対して、タクが一つの情報をくれる。

「なんでもクラーケンを討とう伐ばつしたシチフクたちが言うには、【海域エリア】での敵ＭＯＢがノンアクティブになるアイテムが手に入るらしいぞ。あと、副次的な効果で水辺でのアイテム入手成功率が２％上じよう昇しようするらしい」

　以前、超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢのグランド・ロックの体内ダンジョンをクリアした時に手に入れた【陸りく皇おう亀がめのメダル】のようなアイテムだろう。

　水辺でのアイテム入手成功率２％上昇と言うと、採取や採さい掘くつ以外にも【釣つり】などの成功率も上がるということだろうか。

　何より【海域エリア】で敵ＭＯＢに遭遇した際に襲おそわれなければ、孤島エリアを目指すために素通りしていた海中を詳くわしく調べることができる。

「分かった。俺もできる限り手伝うよ」

　こうして俺は、肝試しの終わりにレイドボスのクラーケンに挑いどむことを決めた。







　　　三章　三日月入り江えとクラーケン







　レイドボスのクラーケンと戦える離島は、孤島エリアの南側に存在する。

　この離島の周りは、潮の流れが特に激しく、泳いだり、船で到とう達たつするのが難しい。

　一いつ般ぱん的な上陸手段には、一定周期で訪おとずれる引潮の瞬しゆん間かんに出現する飛び石の足場を使って、離島に向かう方法があり、今回はそれを使った。

「よーし、離島に到とう着ちやくしたから、これからクラーケンと戦う場所まで進むでー！」

　既すでに一度、ギルドメンバーと共にクラーケンの討伐に成功したシチフクが先頭に立ち、離島を進んでいく。

「へぇ、離島って、こうなっているのか」

　クラーケン討伐のメンバーは、俺とミュウパーティー、タクパーティー、セイ姉ねぇとミカヅチのギルド【ヤオヨロズ】から11人参加の合計23人。

　それに加えて、クラーケン討伐の経験者としてシチフク含む【ＯＳＯ漁業組合】のメンバー７人が案内役も兼かねて、協力してくれる。

　それぞれが動きやすく、暑い日ひ射ざしにも耐たい性せいがある水着装備に着き替がえて、離島の中に入っていく。

「こんな場所に、クラーケンと戦える場所があるのか？」

　離島の外観は、見上げるほどの岩山に木々が生えて、少し暗い印象を与あたえる。

　木々の間かん隔かくも狭く、プレイヤーとボスのクラーケン双そう方ほうが戦い辛づらい印象を与える。それとも、離島のどこかに洞どう窟くつなどに通じる入口でもあるのだろうか、と考えるが、シチフクはこちらを振ふり返り、楽しげな笑えみを浮かべている。

「そう不安にならんでもクラーケンと戦う場所はしっかり用意されとるよ。まぁ、もうちょっと付いて来てや」

　俺は、シチフクの言葉を信じて、離島の岩山を登っていく。

　木々が直射日光を遮さえぎるが、足元から立ち上る湿しつ気けに蒸し暑さを感じながらも付いていくと、岩山の一角が割れて道ができていた。

「こっちや、こっち」

「ユンお姉ねえちゃん、こっちだよ！　足元に気をつけて」

「分かった」

　その道を二列になって進んだ先には、離島の中央を抉えぐるように入り江ができていた。

　周囲を垂直の岩がん壁ぺきに囲まれた入り江には、三日月型の砂すな浜はまと深い青色の海があった。

「ここは……綺き麗れいだなぁ」

「ここがクラーケンと戦う場所やで。ほら、海岸の奥の方の岩壁にアーチができとるやろ？　あそこは、海中洞窟になっておって、そこを通ってクラーケンが行き来しとるんや」

　海中洞窟に海水が流れ込み、島の周りに比べて入り江の波は穏おだやかである。

　入り江の周りには、切り立つ岩壁があるが洞窟のような天てん井じようがないので、太陽の光が降り注ぎ、開放感がある。

　他者の目を気にせず、遊べる秘密の隠れ家がのように見える。

「シチフクさん！　クラーケンと戦うにはどうしたらいいの？」

「ええ質問やな！　クラーケンは、普ふ通つうに待ってても出現せぇへん！」

　案内役のシチフクがミュウからの質問に、笑みを浮かべながら答える。

「そこで【漁師村特性・練り撒まき餌え】っちゅうアイテムをあの海に投げ込むとクラーケンを呼び寄せられる、って寸法や。ちなみに、このアイテムは孤島エリアのＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターのクエスト報ほう酬しゆうで貰もらえるで」





【漁師村特性・練り撒き餌】（消しよう耗もう品）




　孤島の漁師たちが魚を狙ねらう時に使う撒き餌。

　練った魚のすり身に小魚を混ぜ込んで作られたもの。

　これを使うと【釣り】での魚が集まりやすくなり、クラーケン漁にも使われる。






　そのアイテムのフレーバーテキストを確かく認にんした俺は、へぇと感かん嘆たんの声を上げる。

　お遣つかいクエストが好きなので、たまに散歩ついでに受けるのだが、孤島エリアで受けられるクエストを把は握あくしておらず感心する。

「つまり、餌えさを投げ込まなきゃ普通の海岸と同じだよね。ねぇ、ちょっとだけ遊ばない？」

「ボクも遊びたいな。だって、綺麗な砂浜があるのに、ボス戦だけなんて詰つまらないよ！」

「ミュ、ミュウさん、ヒノさん！……今日は、クラーケン討伐に来たんですから」

　ミュウとヒノの言葉に、ルカートがやんわりと窘たしなめ、トウトビが恥はずかしそうに俯うつむき、コハクが呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

　そしてリレイは、そんなミュウたちを見て妖あやしく笑う。

「ふふふっ、美少女たちが秘密の砂浜で思うままに遊ぶ姿を見たいですね。いえ、クラーケンの触しよく手しゆに捕とらわれるのもまた……これは、甲こう乙おつ付けがたいです」

「リレイ、あんたはまたアホなことを言って！」

　透すかさずコハクからのツッコミが入る。

　そんなミュウたちのやり取りをミカヅチたちは、楽しそうに見詰めている。

「確かに、ただクラーケンを倒たおして終わりなんて詰まらんし、セイはどう思う？」

「そうね。正直に言うと、私もミュウちゃんとユンちゃんたちと普通に過ごしたいのよね」

　海域エリアの突とつ破ぱから始まり、孤島エリアの探たん索さく、海賊王の秘宝探しと今まで駆かけ抜ぬけて来たためにセイ姉ぇは、ミュウたちと遊びたいようだ。

　そして、タクたちは──

「まぁ、いいんじゃないか？　ミニッツやマミさんもミュウちゃんたちと遊びたいんじゃないか？」

「いいの？　女の子が大勢集まって遊ぶって機会は、中々ないから嬉うれしいわ」

　そう言うミニッツは、パーカーを脱ぬぎ捨てて、泳ぐ準備を整える。

「ほら、ユンくんとマミも行くわよ」

「えっ、いや、俺は……」

「えっと……」

　俺とマミさんは、満面の笑みを浮うかべたミニッツに腕うでを捉とらえられて、波打ち際ぎわに連れられていく。

　その時、俺はタクに、マミさんはケイに助けを求めるような視線を送るが、普通に見送られた。

　そしてガンツを始め、シチフクが連れてきた【ＯＳＯ漁業組合】の男性プレイヤーは、小声で話している。

「全員、パーカーを羽織ってたけど、これから泳ぐために脱ぐんだぜ」

「俺、たとえＶＲでも女の子と海水浴に来れて嬉しい」

「おい、言うな。【ＯＳＯ漁業組合】は男所帯なんだ！　それ以上言うと悲しくなる！」

　誰だれの胸が大きいだとか、お尻しりの形がいいとか、可愛かわいい水着を見たいとか。

　そんな露ろ骨こつな会話と視線は、見られている女性陣じんには丸わかりである。

　逆に彼らは、女性陣からの冷たい視線に気付いていない。

「私たちだって、視線くらい気付くわよ。はぁ、馬ば鹿からしい」

　ミニッツの言葉にミュウとヒノが強く頷うなずき、セイ姉ぇとルカート、マミさんが困ったような笑みを浮かべる。

　そして、トウトビは恥ずかしそうに俯き、俺とコハクは呆れ顔でミカヅチは爆ばく笑しようしていた。

「男子なんて無視して、女の子たちで遊びましょう！　女子は、こっち。男子はあっち！」

　ミニッツは、砂浜に線を引いて、女子だけのエリアを主張する。

「うぉぉぉっ！　ちょっ！　俺たちも混ぜてくれよぉぉぉっ！」

「折角の美少女たちとの交流がぁぁぁ！」

「バーベキューでも焼きそばでも作る下僕になります、一いつ緒しよに遊んで下さい！」

　ガンツを始めとした鼻の下を伸のばしていた男性陣の一部が懇こん願がんするが、ミニッツが拒きよ否ひする。

「今は、女の子同士の時間よ。あんたたちは、男同士で仲良くやりなさい。さぁ、みんな行くわよ」

『『おー！』』

　ミニッツの音おん頭どに、ミュウとヒノが大きな声を上げて、パーカーを脱ぎ捨てて入り江に駆け出す。

　そして、そんなミニッツたちを追い掛かけて、俺たちも波打ち際まで歩いて行く。

　ミカヅチとセイ姉ぇ、それにギルド【ヤオヨロズ】から参加した女性プレイヤーは、入り江の砂浜にシートとビーチパラソルを用意し、パラソルの下で冷たい飲み物を飲み始める。

「おう、ユンの嬢じようちゃんもこっちで一緒に飲まないか？」

「ミカヅチ、飲むってお酒!?　この後、クラーケン討とう伐ばつだろ？」

「なに、アルコールの弱い果実酒さ。それに【酩めい酊てい】の状態異常バツドステータスになるほど飲まないさ」

　パラソルとシートを設置した場所でミカヅチは、セイ姉ぇたちと一緒に、小さなグラスで少しずつ飲んでいる。

　セイ姉ぇもつい先日、リアルで二十歳を迎むかえたために、ＯＳＯでのお酒系アイテムが解禁となり、ミカヅチとの付き合いで飲んでいるようだ。

「全く……セイ姉ぇも飲むペース気をつけてくれよ」

「うん、大だい丈じよう夫ぶよ。お酒は一いつ杯ぱいだけって決めてるもの」

　そう言うセイ姉ぇは、たった一杯の果実酒を両手で抱かかえて、大事そうに飲んでいる。

　俺がミュウたちの方に歩いて行くと、彼女たちは浅あさ瀬せで泳いだり、水を掛け合ったりして普通に楽しんでいる。

「ユンお姉ちゃん！　リゥイたちも呼んでよ～！」

「はいはい。リゥイ、ザクロ──《召しよう喚かん》！」

　俺は、ミュウに頼たのまれて、リゥイとザクロを呼び出す。

　入り江えの砂浜に呼び出されたリゥイとザクロは、辺りを見回し、状じよう況きようを察するとリゥイがセイ姉ねぇとミカヅチたちのパラソルのところまで行き、その日ひ陰かげで寝ねそべる。

「リゥイは、休む方がいいんだな」

　ミュウに追いかけ回されるより、ミカヅチとお酒を飲んでいる方がいいらしい。

「むぅ、リゥイと遊びたかったのに！」

「諦あきらめろ。それにリゥイは、水辺や砂浜のような足場の悪い場所が得意じゃないんだから、無茶させないでくれ」

　俺がそう言うとミュウは、渋しぶ々しぶ納得してヒノと泳ぎ始め、そんな二人をルカートとトウトビ、ミニッツが追い掛ける。

　俺は、ザクロと共に、波打ち際で海水に足を浸ひたして涼すずんでいるコハクとマミさんに近づく。

「コハクとマミさんは、ミュウたちと一緒に泳がないのか？」

「うちらは、ここで涼むからええよ。それに後衛の魔ま法ほう使つかいやから体力もないし」

「私は、【泳ぎ】センスがないから泳げないんですよね。それにジェルと一緒に楽しみます」

　コハクは、波打ち際で涼み、マミさんは、合成ＭＯＢのウィンド・ジェルを膝ひざの上に抱えるようにして、ミュウたちを眺ながめている。

　俺は、そっかぁと頷き、波打ち際にしゃがみ込んで、海水に手を浸つける。

　熱帯気候の孤こ島とうエリアの海水は、少し温ぬるいくらいに感じる。

　だが、この入り江の海水温は、海中洞どう窟くつを通って流れ込んでくるためか、ひんやりとして気持ちがいい。

　ザクロは、変化の少ない穏やかな入り江の海に飛び込み、海水にぷかぷかと浮かんでいる。

　一応、犬いぬ搔かきで泳げるザクロは、泳ぐよりも浮かぶ方を選んだらしい。

　ただ浮かぶだけの愛らしい姿に俺とコハク、マミさんは、微笑ほほえましげに見守る。

　そして、思い思いに入り江で過ごすミュウたちの様子を見み渡わたすと、ふと気が付く。

「そう言えば、リレイは、どこに行ったんだ？　姿が見えないけど」

「リレイは、あそこや」

　そう言って海中を指差すコハクに俺は、目を凝こらすと潜せん水すいし続けているリレイを見つけた。

　多分、普ふ段だんとは違ちがうアングルから美少女を見る、とか言って、潜水を続けているのだろう。

　だが、リレイの動きが段々と鈍にぶくなっているような気がする。

「……あの、なんか変じゃないですか？」

「と言うか長い間、潜水しているけど、リレイの【泳ぎ】センスのレベルって高いのか？」

　それとも水中での活動時間を延ばす【ブリージング・ポーション】を使っているのか、と思うが、どうやら違うようだ。

「あのアホ！　ミュウたちを追い掛けるのに夢中で、息いき継つぎ忘れとるやろ！　うち、引っ張り上げてくる！」

　そう言ってコハクは、溺おぼれかけているリレイを回収するために海に飛び込んでいく。

「……まぁ、大丈夫そうだな」

「……そうですね」

　残された俺とマミさんは、静かに波打ち際に押し寄せる穏おだやかな波の感覚を楽しむ。

「そう言えば、タクたちは……」

　ミニッツに追いやられるように分けられた男性陣18名は、何をやっているんだろう、と気になり振ふり返ると──

「ガンツ、一番、いっきまーす！　イヤッハァァァッ！」

　砂すな浜はまに投石機が設置されており、それに乗ったガンツが勢いよく放物線を描えがくように投げ出され、入り江の海に向かって着水していく。

　勢いよく水みず飛沫しぶきを上げて飛び込んだ後、次々と【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーたちがポーズを決めて投石機で海への飛び込みを決めていく。

「リーリーから試験運用を任された投石機や！　思う存分使うんや！」

　三人一組で運用される投石機を指揮するシチフクに、リーリーはそんな使い方を想定して渡したわけではないと思うが、とりあえず楽しそうなので苦く笑しようを浮かべて見み詰つめる。

「あー！　そんな面おも白しろそうなことやって！　羨うらやましい！」

「男子同士で投石機の飛び込みをしているのが羨ましいだろ！　こっちは、女の子とも一緒に遊びたいんで、そっちに行くの許可してください！　お願いします！」

　投石機からの飛び込みをしたガンツが自信満々に、下手にお願いしてくる。

「こうなったら、女の子チームも対たい抗こうだよ！　セイお姉ねえちゃん、ウォーター・スライダーみたいなやつを作って！」

「ミュウちゃん、分かったわ。──《アイス・エイジ》！」

　ガンツの訴うつたえは無視され、ミュウに頼まれたセイ姉ぇが【氷魔法】で氷の足場を形成して、幅はば広ひろい滑すべり台のような形を作り出す。

「よーし！　みんな、一緒に行くよ！」

　ミュウたちは、いつそんなものを用意したのか、と言うほどの巨きよ大だいな浮き輪を取り出す。

　氷の滑り台は、ミュウとルカート、ヒノとトウトビ、コハクとリレイ、ミニッツとマミさんの二人一組で巨大な浮き輪に乗って滑り降り、水飛沫を上げて、着水する。

「あはははっ、こっちも楽しいよ！　羨ましいでしょ！」

　ミュウは、額に張り付く髪かみを指で払はらいながら、自じ慢まんするように男性陣に手を振っている。

　そんなミュウたちの姿を眩まぶしそうに、そして、混じれずに悔くやしそうにしているガンツたち。

「あはははっ、まぁ、愛すべき奴やつらなんだよなぁ」

　投石機で飛び込みするガンツや【ＯＳＯ漁業組合】の面々に苦笑いを浮かべ、それに加わっていないタクたちを探す。

　そちらの方では、砂浜に何かを書きつつ、クラーケン討伐の段取りをつけていた。

　動きの指示とかはタクたちに任せて俺たちは、この騒さわがしくも心ここ地ちのいい入り江でゆったりと過ごすのだった。




　　　　●




　俺はミュウたちと一緒に入り江で砂像を作ったり、男性陣じんは焚たき火びを囲んで我が慢まん大会を始めるなどして、思い思いに遊んでいる。

　そんな中、ミカヅチが立ち上がり、声を響ひびかせる。

「──さて、そろそろクラーケン討伐を始めるとするか」

　入り江の海岸で遊んでいた俺たちは、最初にミカヅチがそう言い出して、何のことだろう、と小首を傾かしげる。

「まさか、忘れてたんじゃないだろうな」

「そ、そんなことないよ。やだなぁ、ミカヅチさんは……あはははっ」

　ニヤニヤと笑うミカヅチにミュウが若じやつ干かん動どう揺ようした声で答えるが、俺も忘れていたので、そっと視線を逸そらす。

「クラーケンを討伐した後なら、海岸で好きなだけ遊んでいいから気持ち切り替かえろ！」

　ミカヅチの号令と共に俺たちは、クラーケン討伐の準備をする。

「投石機の調整に入るで！　二機用意してクラーケン討伐の試験運用や！」

　討伐に挑いどむ30人のうち【ＯＳＯ漁業組合】のメンバー６人は、リーリーから預けられた投石機を三人一組で運用するために、後衛に固定されてしまう。

「ボスでは苦戦するかも知れないけど、まぁその辺は俺らでフォローすればいいからな」

　野の良らパーティーを集めての討伐や真面目まじめな攻こう略りやくを目指す場面で投石機を使おうとすれば、反感を買うが、今回の討伐は、完全に内輪での攻略だ。

　事前に全員から投石機の使用許可を得ており、フォローできるほど高レベルなプレイヤーたちが揃そろっている。

　なおかつ投石機が原因で討伐に失敗しても、全員が納なつ得とくして笑いに変えられる。

「いいよなぁ。こういう雰ふん囲い気き……」

　俺は一度、イベントボス戦せん闘とうとしてクラーケンと遭そう遇ぐうしており、行動パターンも大体分かっているのでそれほど気負いはない。

　もしクラーケンの討伐を失敗しても笑って二度目は、普ふ通つうに挑ちよう戦せんするだけである。

　普段は、レイドボス戦闘では気負ってしまうが、挑む前に入り江で遊んで程ほどよくリラックスして、むしろ今の状況を楽しんですらいる。
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　俺は、砂浜という足場の悪い立地のために使し役えきＭＯＢのリゥイとザクロを召しよう喚かん石に戻もどし、回かい避ひ重視のセンス構成にして、黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみを手に取る。

「それじゃあ、やるぞ！　《空ゾー間ン・付エンチ加ヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　俺は、参加している前衛たちに三重のエンチャントを施ほどこし、ステータスを強化する。

「よーし、準備はできたな！　【漁師村特性・練り撒まき餌え】の投とう擲てき、始め！」

　シチフクの合図で、投石機に乗せられた練り餌が放物線を描くように放たれた。

　投石機によって放たれた練り餌の塊かたまりが入り江えの海面に着水し、小さな水柱を上げて沈しずんでいく。

　水中で練り餌が崩くずれたのか、深い青の海水が赤あか紫むらさき色いろに変わり、そこを目め掛がけて、入り江と外の海とが繫つながる海中洞窟から白い巨大な影かげが現れる。

『──クオォォォォォォォォン！』

「ああっ！　私たちの砂像とセイお姉ちゃんの氷の滑り台が！　クラーケン、絶対に許すまじ！」

　クラーケンが入り江に現れる際に、持ち上げられた海水が大きな波となって、波打ち際ぎわに作られた遊びの痕こん跡せきを破は壊かいしていく。

　ミュウは、その光景に拳こぶしを強く握にぎり締しめ、怒いかりを燃やしている。

「来たぞ！　全員、攻せめろ！」

「「「うぉぉぉぉっ！」」」

　巨大なクラーケンの頭部が持ち上がり、海面からゆらゆらと触しよく腕わんを持ち上げて、こちらを威い嚇かくするように鳴き声を上げる。

　ガレオン船の上で戦った時は、逃にげ場が狭せまく、苦戦を強しいられた。

　だが入り江での戦闘は、クラーケンが海に居るために死角に回り込めないが、回避するには十分な広さがある。

「──《食材の心得》！　《剛ごう弓きゆう技ぎ・山崩し》！」

　俺は、クラーケンの触腕の長さよりも更さらに遠い距きよ離りから上位の弓系アーツを放つ。

　先さき駆がけとばかりに駆け出したタクやミュウたち前衛の頭上を追い越こして、《食材の心得》で浮うかぶマーカーがあるクラーケンの眉み間けんに強きよう烈れつな矢の一いち撃げきが突つき刺ささる。

『──クオォォォォォォォォン！』

「くっそぉ！　クラーケンの活いけ締じめの栄えい誉よをユンちゃんに取られてもうた！　けど、まだまだこれからや！」

　初撃で弱点に強烈な一撃を受けたクラーケンは、体が弛し緩かんするように海面から突き出した触腕が砂浜に横たわる。

「動きが止まっている間に、ダメージを与あたえまくれ！」

　ミュウは、剣けんに魔ま法ほうを籠こめて激しい熱と光で触腕を深く焼き斬きり、タクは両手の長ちよう剣けんを操あやつり、手数で斬り裂さく。

　前衛は、可能な限り攻こう撃げきを加え、後衛も同じく短い間に攻撃魔法を打ち込む。

　俺も速射で次々とクラーケンの胴どう体たいに矢を放つ。

「全員、回避準備！」

　クラーケンの急所による行動阻そ害がいは約30秒間。

　その間に、可能な限り攻撃を加えたが、ＨＰは、精々５％ほど減ったくらいだ。

　そして、クラーケンからの反撃がくる。

『──クオォォォォォォォォン！』

　弛緩した触腕を再び持ち上げ、砂浜に叩たたき付けるように振ふるってくる。

「全員、退たい避ひだ！」

　頭上に持ち上げられた触腕の影が砂浜に落ち、そこを避さけるようにして前衛たちが左右に逃げる。

　そして、触腕が砂浜に叩き付けられた瞬しゆん間かん、細かな砂が舞まい上がり、地じ揺ゆれが触腕の範はん囲い外がいにいる後衛の動きも阻害する。

「みんな、次の攻撃が来るよ！」

【立体制限解除】のセンスで跳ちよう躍やくして空中に逃げたミュウは、地揺れの影えい響きようを受けずに近くの触腕に斬り掛かる。

　だが、地揺れで足を止めた前衛を標的にしたクラーケンが触腕の摑つかみ攻撃をしてくる。

「ちょ、また、俺かよ！」

　以前もクラーケンとの遭遇時、触腕の摑み攻撃で海に投げられたガンツが叫さけびを上げ、そのまま触腕に摑まれて投げつけられる。

　以前は、海に落ちるだけだったが今回は、入り江の岩がん壁ぺきに叩き付けられてしまう。

「──《アクア・ウォール》！」

「──《マッド・プール》！」

　セイ姉ねぇが投げられた進路に水すい壁へきを生み出し、俺が入り江の岩壁の一部を泥どろ状じように変化させ、ガンツの衝しよう突とつの衝撃を緩かん和わする。

「痛ってぇ、セイさん、ユンちゃん。助かったぜ」

「ほらほら、ガンツ。もう一度行きなさい。──《ハイヒール》《リジェネーション》！」

　ミニッツがガンツに回復とＨＰを自動回復させる【再生】効果を付ふ与よして送り出す。

　ガンツが投げ飛ばされてもクラーケン討とう伐ばつのための攻撃の勢いは弱まらず、アーツや魔法スキルが次々と放たれる。

「普通、これだけ激しい攻撃だと結構な勢いでＨＰが削けずれるんだけどね。──《アイス・ランス》一いつ斉せい掃そう射しや！」

　セイ姉ぇが空中に三十を超こえる氷ひよう槍そうを生み出し、クラーケンに放つが、その半数以上がクラーケンが掲かかげる触腕に防がれ、ダメージが軽減される。

　その他にも、コハクやリレイ、マミさんたち魔法使いの攻撃や【ＯＳＯ漁業組合】の二機の投石機の攻撃も触腕の先せん端たんを開いて握り潰つぶすように受け止めている。

「仕方がないよ。クラーケンは、当たる部位で耐性が変わるんだから」

　この離り島とうの入り江に出現するレイドボスとしてのクラーケンは、ＨＰバーが出現して倒たおせるようになり、基本的な行動パターンは、イベント戦闘で遭遇した時と大して変わらない。

　だが、倒せるようになって発覚したクラーケンの特性としては、部位毎ごとのダメージ軽減能力である。

　クラーケンは、三角形の細長い胴体部と目や口などがある頭部、そして10本の触腕を含ふくむ脚きやく部ぶの三つの部位に分けることができる。

　クラーケンへのダメージの通りは、頭部が最も高く、眉間の急所を攻撃すると30秒間動きが止まる。

　続いて、最も大きく目立つ胴体部は、３割ほどダメージが軽減される。

　最後に様々な攻撃を妨ぼう害がいする触腕は、根元に近いほどクラーケンへのダメージが大きいが、後衛の攻撃を防ぐ触腕の先端付近は、９割ほどダメージを軽減している。

「──《剛弓技・山崩し》！　くそっ、邪じや魔まされた！」

　俺も時間経過で再び頭部に現れた《食材の心得》の弱点マーカーを狙ねらうために、アーツを放つ。

　だが、クラーケンの掲げた触腕に軌き道どうを遮さえぎられ、放つ直前に僅わずかに狙いをズラして、クラーケンの胴体の端はしを抉えぐるように矢が突き抜ぬける。

「わいらを舐なめるなよ！　おりゃぁぁぁっ！」

　駆け出したシチフクが、触腕に飛び乗るように跳躍し、更にそこを足場にするようにしてクラーケンの眉間に銛もりを突き立てる。

「よし、また30秒、行動不能にしたで！」

　シチフクは、俺が先さき程ほど失敗した眉間の急所攻撃を成功させ、それに合わせて、味方からの攻撃が再び行なわれる。

　後衛は、今まで散発的に攻撃を加えつつ、全員がこの瞬間のために大おお技わざを用意していた。

「──《アイス・ランス》！　掃そう射しや！」

　セイ姉ぇは、【遅ち延えん】スキルで先程よりも数が多い[image: 100]を超える氷槍をクラーケンの胴体に向けて放つ。

　その魔法の余波から逃げるように突き刺した銛を引き抜いてシチフクが砂すな浜はまを駆けている。

「うぉぉぉぉっ！　セイさん、あぶないやん！」

　だが、クラーケンへの魔法使いの攻撃は、まだ終わらない。

「ふふふっ！　早く倒して美少女たちとの海水浴の続きですよ。──《プロミネンス・ドラグーン》！」

「うちらの大技や！　──《サンダー・ストーム》！」

　竜の形をした炎ほのおと雷かみなりを放電する黒い竜たつ巻まきが絡からみ合うように放たれ、クラーケンの胴体に突き刺さり、海面が沸ふつ騰とうして爆ばく発はつを引き起こす。

「ちょっと視界が悪くなりましたね。──《ダウン・バースト》！」

　強力な魔法に水蒸気が辺りに立ち込めるが、それを予想したマミさんが杖つえを掲げると共に、強力な下降気流がクラーケンを頭上から殴なぐりつける。

　流石さすが、火力職である魔法使いたちの上級魔法の連発にクラーケンのＨＰが８割まで減る。

『──クオォォォォォォォォン！』

　そして、30秒が経過して、再びクラーケンが動き出す。

「前衛、イカ墨すみの予備動作が見えたぞ！　エンチャントが切れるのに備えろ！」

「──了りよう解かい！」

　俺は、声を張り上げ、クラーケンの予備動作から前衛に警けい戒かいを伝える。

「タイミングを間ま違ちがうなよ……来た！」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、【空の目】のターゲティング能力で前衛たちの位置を把は握あくする。

　触腕を振り回し続けるクラーケンの胴体が黒っぽく染まり、口から砂浜に向かって、イカ墨を吐はき出す。

　入り江の広い範はん囲いに放たれたイカ墨に触ふれたプレイヤーは、エンチャントなどの強化効果が消去される。

　俺は、【空の目】で味方を視界に捕ほ捉そくしながら、砂が吸収して強化消去のイカ墨が消えたタイミングを見計らい、再度エンチャントを施ほどこす。

「《空ゾー間ン・付エンチ加ヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

「サンキュー、ユン！」

　前衛の強化効果がイカ墨で消されたが、すぐさまエンチャントの掛け直しに成功した。

　もしエンチャントのタイミングを間違えば、イカ墨の効果が残っており、折角掛け直したエンチャントも消えてしまう。

　俺は、クラーケンの予備動作を注意しながら、頭部や胴体などのダメージの通りがいい場所にピンポイントで射しや撃げきしつつ、クラーケンの予備動作に警戒の声を上げる。

「予備動作あり！　左に退避！」

　クラーケンが砂浜に振り下ろしていた触腕を高々と掲げ始め、その動作から誘ゆう導どう指示を出す。

　前衛、後衛問わず、三日月状の砂浜を三分割にした左側へと逃にげる中、クラーケンの触腕が海面に叩き付けられて、津つ波なみが巻き起こる。

『──クオォォォォォォォォン！』

「ちっ、あいつら……」

　津波攻撃の瞬間は、前衛も後衛も速すみやかに回かい避ひを選ぶ中、唯ゆい一いつ、砂浜の右側後方に設置した投石機を動かそうとする【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーの退避が遅おくれる。

「アホか！　危なくなったら、投石機を捨てろ、言うとるやろ！」

　狭せまい入り江えで発生した津波は、砂を巻き上げ、投石機とそれを操作する３名のプレイヤーを巻き込み、入り江の岩壁に叩き付ける。

　そして、海水が入り江の海に勢いよく戻もどっていく。

　激しい津波攻撃で、投石機が破は壊かいされて海岸の砂に半分が埋うもれ、巻き込まれた【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーたちも水気を含む重い砂の中から這はい出してくる。

「アホかぁ！　クラーケンの討伐を経験済みやからって、津波甘く見とんな！　死ぬで！」

「シチフク船長……一度死んで【蘇そ生せい薬】使いました」

　どこか馬ば鹿からしいやり取りだが、クラーケンの津波をまともに受ければ、津波の水圧と巻き上げられた砂に削られ、岩壁の叩き付けと──普ふ通つうに即そく死し級の攻撃である。

　クラーケンとの戦せん闘とうは、触しよく腕わんによる叩き付けと摑み攻撃、イカ墨による強化効果の消去、津波の即死級の範囲攻撃の４種類を対処しつつ行なわなければならない。




　　　　●




　４種類の攻撃の組み合わせに対処しつつ、部位毎のダメージ軽減の特性に苦戦しながらもクラーケンのＨＰを残り10％まで減らしていた。

『──クオォォォォォォォォン！』

「今度は、右……いや、中央に退避！」

　クラーケンのＨＰが減るほど、攻こう撃げきの勢いが苛か烈れつになってきた。

　触腕の叩き付けによる砂浜の地揺れの時間が延び、摑み攻撃では、プレイヤーのみならず、入り江の岩壁から岩を引き剝はがして、後衛を狙って岩を投げてきた。

　イカ墨による強化効果の消去に対処して、俺がエンチャントを掛け直した直後、連続でイカ墨を吐かれた時には、流石に苛いら立だちを覚えた。

　クラーケンの津波攻撃は、入り江の砂浜を三分割した一部を津波で押し流す範囲攻撃だ。

　最初は、三箇か所しよの内の一箇所だったのが、ＨＰが減るにつれて、津波を引き起こす箇所が二箇所に増え、更さらにＨＰが減ると、フェイントまで仕し掛かけてくる。

　その結果、二度ほどフェイントに引っ掛かり、前衛が半はん壊かいしたが、【蘇生薬】や蘇生スキルのお陰かげでなんとか終しゆう盤ばんまで辿たどり着くことができた。

「なんか、ホントに反射神経を問われるな！　前衛！」

「分かってるよ、ユンお姉ねえちゃん！　──《ナインソード・スラッシュ》！」

「はぁぁぁっ！　──《デスブリンガー》！」

　ミュウとタクを始めとした前衛がクラーケンの触腕に強力なアーツやスキルを放ち、そのダメージを受けた触腕が硬こう直ちよくにより動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　俺は、前衛たちの作った隙すきを逃のがさず、クラーケンの眉み間けんに強力な弓の一撃を叩たたき込む。

「いっけぇぇっ！──《剛ごう弓きゆう技ぎ・山崩くずし》！」

『──クオォォォォォォォォン！』

　クラーケンの眉間に矢が突つき刺ささり、何度目かの30秒の攻撃の猶ゆう予よが生まれた。

「おっしゃぁ！　あとは、一気に削りきるぞ！」

　残りのＨＰを削るために、着々と準備を整えていた後衛が一気に魔法を放つ。

「みんな、いくわよ──《メイルシュトローム》！」

　セイ姉ぇの渦うず潮しおを筆頭に、リレイの炎の竜とコハクの放電する黒い竜巻、マミさんの強きよう烈れつな下降気流の殴り付けが立て続けにクラーケンを襲おそう。

「最後は、私も攻撃に加わらせてもらうわ！　──《コンセンサス・レイ》！」

　今まで回復役の一人として前衛たちを支えていたミニッツもクラーケンの残りＨＰを削けずるために攻撃に加わる。

　ミニッツの極ごく太ぶとの収束光線が入り江の砂浜に照り返され、【空の目】が強い光に過か剰じように反応して、一瞬目が眩くらむ。

「痛っ……クラーケンは……」

　光が収まり目が慣れてきた頃ころに、ぼんやりとクラーケンのシルエットが見え始めた。

　直立したクラーケンのシルエットに、セイ姉ねぇたちの集中砲ほう火かで倒し切れなかったのか、と不安になる。

　そんな不安を抱いだきつつ、数秒の時が流れ──

『──ク、クオォォォッ……』

　クラーケンが弱々しい鳴き声を上げつつ、直立した胴どう体たいを入り江の海面に叩き付けるように倒れ、それによって起こる弱い津波が入り江の砂浜を覆おおって地を均ならす。

「お、終わったんだな……」

　俺は、安あん堵ど感かんからその場に座り込み、光の粒りゆう子しとなって消え始めるクラーケンの姿を見み詰つめる。

「あー、疲つかれた～」

　普ふ段だんから緊きん張ちようして挑いどむボスよりは、幾いく分ぶんか精神的に楽だった。

　注意すべきクラーケンの津波攻撃は、回避するために集団で纏まとまった行動を取るために、反射神経の問われるパーティーゲームでもさせられている気分だった。

「今回は、ボスとの相あい性しようが良かった感じだな」

　味方に強化を施す【付ふ加か術じゆつ】センスのエンチャントとクラーケンの強化効果の消去は、俺にとって相性は良くなかった。

　だが一方で、俺の長弓による遠えん距きよ離りからの精密射撃は、クラーケンの眉間の弱点に対して、かなり嵌はまった戦い方ができたと思う。

　クラーケンの眉間の弱点を射い貫ぬくことで30秒間の行動不能にするなど、戦闘に貢こう献けんできたという実感は、非常に心ここ地ちよかった。

「いつもこういう相性のいい相手だといいなぁ」

　そんな感じでクラーケンとの戦闘を一人で振ふり返りながら、ボス戦の後処理を眺ながめる。

「あかん。完全に投石機が壊こわれとるな」

「仕方がないですよ。津波を受けて横転した後、何度も津波攻撃を受けてたんですから」

「確か、完全に壊れたのが３回目の津波の時やったっけ？　とりあえず、投石機の残ざん骸がいと情報を持ち帰ってリーリーに引き渡わたそうか」

　シチフクたちは、津波攻撃で砂に埋うもれた投石機をスコップで掘ほり返して、残骸を回収している。

　投石機はクラーケン戦では、運用に色々な欠点が多く、途と中ちゆうで破は棄きしていた。

　だが、投とう擲てきする物が石せき弾だんだったが、投げる物を変えるだけで色々とできそうだなぁと一人考えていると、ミュウとセイ姉ぇが近づいてくる。

「ユンお姉ちゃん！　なにそんなところで黄昏たそがれてるの！　一いつ緒しよに遊ぼうよ！」

「ミュウ。いや、ちょっと疲れたな、と思ってね」

「休むなら、一緒にパラソルの下で休みましょう」

　セイ姉ぇは、クラーケンの戦闘前に片付けたパラソルやシートが再び広げられた一角を指差していた。

「そうだな。そうするか」

　俺は、ミュウとセイ姉ぇに誘さそわれて砂すな浜はまから立ち上がり、二人に付いていく。

「ユンお姉ちゃんは、クラーケンから何をドロップしたの？」

「うん？　そういえば、まだ確かく認にんしてなかったな」

　俺は、メニューを開き、クラーケンの討とう伐ばつログを確かめると、二つのアイテムを入手していたようだ。

　一つは、クラーケン討伐の初回成功の報ほう酬しゆうとして手に入る大事なアイテムだ。





【海かい皇おう烏賊いかのメダル】（重要アイテム）




　クラーケンを討伐した者だけに与あたえられる、クラーケンの目の水すい晶しよう体たいを加工して作られたメダル。クラーケンに属するＭＯＢの常時ノンアクティブ化と水辺でのアイテムの収集成功率が２％上じよう昇しようする。






　超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢグランド・ロックの体内ダンジョンのクエストをクリアした時に手に入れた【陸りく皇おう亀がめのメダル】に類るい似じした効果となっている。

　薄うつすらと透すけて見える青っぽいメダルだが、太陽の光の角度によって色合いが微び妙みように変化して美しい。

　このアイテムのためにクラーケン討伐に参加したので、入手できて嬉うれしく思う。

　そして、もう一つのアイテムは、討伐した時のドロップアイテムである。

「えっと、手に入ったアイテムは【海皇烏賊のメダル】と──【クラーケンの外がい套とう膜まく】？」

「おっ、ユンお姉ちゃん的に当たりのアイテムだね！」

　インベントリから取り出したクラーケンの外套膜は、赤茶色っぽいビニールのようなツルツルとした質感を持った素材だ。

　俺は、そのアイテムのステータスを確かめて、確かに俺に有用だと理解する。

「あっ、防具やアクセサリー系の強化素材なんだ」

「ユンちゃんの場合は、防具に【認にん識しき阻そ害がい】系の強化効果が付ふ与よしてあるからその強化に使えると思うよ」

　普段使っている防具のオーカー・クリエイターとアクセサリー扱あつかいの【夢む幻げんの住人】というマントには、【認識阻害】の上位である【認識妨ぼう害がい】が付与されており、更なる強化に使えるようだ。

「これはちょっと嬉しいなぁ。今度クロードに頼たのんで組み込んでもらうかな？　それでミュウとセイ姉ぇは、何を手に入れたんだ？」

「私は、クラーケンの骨だよ。生産素材なんだけど、使い道が分からないから今度マギさんのところに持っていくつもり」

　そう言ってミュウが取り出したのは、白く濁にごったような薄うすく幅はば広びろの骨である。

「私もクラーケンの骨だったわ。本当は、レアな強化素材の方が欲ほしかったけど──」

　とほほっと肩かたを落とすセイ姉ぇに俺は、いつもの物ぶつ欲よくセンサーが働いて手に入らなかったのか、と苦笑いを浮うかべる。

「おーい、セイ！　ミュウちゃんやユンの嬢じようちゃん、一度休きゆう憩けいしたらまたここで遊ばないか！」

　ミカヅチは、ビーチパラソルの下から手を振って、俺たちを呼んでいる。

「セイお姉ちゃんもしょんぼりしないで、一度ログアウトした後で、またここで遊ぼう！」

「ええ、そうね」

　俺たちは、一緒にミカヅチたちのいるパラソルの傍そばでスリープ状態でログアウトする。

　リアルで美み羽うと昼食を食べて、ミュウが一足先に再ログインして、食器の片付けなどで遅おくれて俺もログインする。

「んっ、あっ、ん～！」

　ビーチパラソルの下で膝ひざを抱かかえるように座った体勢でログアウトしたので、ログインした時、凝こり固まった体を解ほぐすように伸のばす。

　俺は、スリープ状態から目覚めたばかりの眼で辺りを見回すと、パラソルの周りに大きな影かげが広がっていた。

　その影の大本を追うように視線を動かすと、ログアウト前には無かった巨きよ大だい建造物が建っていた。

「……なんだ、これは？」

　石を土台に氷の滑すべり台がうねるように伸びている建造物は、神秘的でありつつも、どこか既き視し感かんを覚える。

「あー、ユンお姉ちゃん、やっと起きた！」

　海の方から大きな浮き輪を抱えたミュウが俺を見つけて声を上げる。

「どう、これ！　セイお姉ちゃんの氷魔ま法ほうとマミさんの土魔法で作られた巨大スライダー！　投石機が壊されて飛び込みできないから作ってもらったの！」

　そう言って、一足先に休憩を終えて再ログインしたセイ姉ぇとマミさんが作ったことを自じ慢まんげに説明するミュウは、俺の手を取る。

「一緒に巨大スライダーを滑ろうよ！　きっと楽しいよ！」

『『──きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』』

　その直後、ミュウの背後で猛もう烈れつな勢いでスライダーを滑って悲鳴を上げるミニッツとマミさんの声が聞こえた。

　片や楽しそうに、片や恐きよう怖ふで引き攣つった悲鳴に、俺は体を強こわ張ばらせる。

「お、俺はいいよ。ミュウだけで楽しんで来いよ」

「えー、一人じゃつまんないよー。それにスライダーの勢いが付き過ぎちゃって、一人で浮き輪に乗って滑ると体重が軽すぎて、カーブで放ほうり出されちゃうんだよね。ほら──」

『あぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！』

　そう言ってミュウが指差す先では、スライダーのカーブを曲がりきれずに、カーブで浮き輪ごと投げ出されたガンツがそのまま海面に叩たたき付けられている。

　投石機の飛び込みでは、着水時の衝しよう撃げきを抑おさえるように体の狭せまい面積で海面に飛び込んでいたが、今回は、体の前面で受けるように着水している。

　その結果ガンツは、多大な地形ダメージと【気絶】の状態異常バツドステータスを受けて、入り江えの海面に浮かんでいる。

　その光景に啞あ然ぜんとする俺は、すぐにハッと正気に戻もどり、ミュウを諭さとす。

「ミュウ、あのスライダーは、危ないだろ！　落ちたら危険だ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！　あんなの稀まれにしか起こらないから！」

「いーやーだー！」

　抵てい抗こうする俺だが、ＡＴＫのステータスが高いミュウに力負けして、ずるずると引っ張られて氷の建造物の中に連れ込まれる。

　周囲から生暖かい視線を受けながら建造物の中に入ると、石いし壁かべで基き礎そを作って氷で覆っているので、薄うす暗ぐらくて寒い。

　そのために、ミュウが《ライト》の魔法で光を灯ともして石の階段を上っていくと、10メートルほどの高さにあるスライダーの滑り口に辿たどり着く。

「さぁ、ユンお姉ねえちゃん、行こう！」

　大きな浮き輪を置いたミュウが前半分に乗り、後ろ半分に俺が座るように催さい促そくしてくる。

「くそぅ……」

　俺は、浮き輪の縁ふちに摑つかまるように後部に座るが、ミュウに止められる。

「そんなんじゃ、転んじゃうよ、ほら、こうやって私に密着して！」

「あ、ああ！」

　俺は、ミュウに手を取られて、ミュウを後ろから抱だきかかえるように、お腹なかの前まで手を回す。

　ミュウから抱き付かれることは多いが、こうやって抱き付くのは、なんだかちょっと照れくさい。

「それじゃあ、いくよ！　ゴー！」

「ちょ、うわっ!?」

　最初に加速するために傾けい斜しやのキツい氷のスライダーを浮き輪と共に一気に滑り降りる。

　俺は、反射的にミュウに回した腕うでに力を込こめ、そして、スライダーの左右に揺ゆられる動きに耐たえるように目を閉じるが、次し第だいに慣れてきて目を恐おそる恐る開ける。

「あっ、綺き麗れい……」

　勢いよく滑り降りることで、水すい滴てきと氷の粒つぶが舞まい上げられ、空中でキラキラと反射して後方に駆かけ抜ぬけていく。

　それに高い位置から入り江を見る光景に感動する。

「ユンお姉ちゃん、どうかな？　楽しい？」

「ああ、楽しいな。ありがとう」

　首を後ろに傾かたむけて振ふり向くミュウにそう答えると、えへへっ、と嬉しそうにする。

　だが、そんな俺たちが最大のカーブを曲がった先に広がっていたのは──

「ちょ、ミュウ！　前見ろ、前！　あそこ、スライダーの続きがないぞ！」

「ああ、氷だから、溶とけて落ちちゃったのかな？」

「そんな悠ゆう長ちように言ってる場合、かぁぁぁぁっ！」

　スライダーを勢いよく滑り降りる浮き輪に乗った俺たちは、そのままふわりと空中に放り出される。

　一いつ瞬しゆんの無重力感の中で俺は、ミュウを離はなさないように後ろから抱える。

「きゃぁぁぁぁっ！」

「くっ──《ゾーン・キネシス》！」

　ミュウが嬉しそうに自由落下の叫さけびを上げる中、俺は、自身とミュウを対象に念動スキルを発動させる。

「うわぁっ！　ユンお姉ちゃん、飛んでる、飛んでるよ！」

　念動スキルで重量を軽減した俺たちは、スライダーから飛び出した勢いのまま滑かつ空くうする。

　ミュウは滑空に興奮するが、《キネシス》を維い持じしていた俺は、言葉を返す余よ裕ゆうがない。

　そして、浮き輪から海面に着水して大きく水みず飛沫しぶきを上げて、やっと一息吐つく。

「……ユンお姉ちゃん、面おも白しろかった。もう一回！」

「絶対に嫌いやだ！」

　キラキラとした目を向けてくるが、俺は断固として拒きよ否ひする。

　今回は、特に気負うこともなくスムーズにレイドボスのクラーケンを討伐できたのに、最後は、思いもしないところで心臓に悪い体験をして、全く、と一人で溜ため息いきを吐くのだった。







　　　四章　金属粘ねん土どとアダマンタイト







　クラーケン討とう伐ばつ後に離り島とうの入り江で遊び疲つかれた俺は、そろそろログアウトしようという時、ミュウに呼び止められる。

「ユンお姉ちゃん、コハクが相談したいことがあるんだって」

「コハクが俺に相談って？」

　ミュウの言葉に俺が聞き返すと、ミュウが場所を譲ゆずるようにして、コハクが前に出てくる。

「ユンさん、前にうちとした約束、覚えとるか？」

　小首を傾かしげつつ訊きいてくるコハクに俺は、何の約束をしただろうかと考えて、思い出す。

「あっ、もしかして蝶ちよう入りの琥こ珀はくを使ったアクセサリーのことか？」

「せやせや！　覚えておいてくれて嬉うれしいわ！」

　以前、コハクが【蝶入りのアンバー】……という珍めずらしい宝石を手に入れた時、アクセサリーを作る時は、俺に頼たのむという約束をしていた。

「クラーケン討伐のレアドロップに【水すい獣じゆうの星せい状じよう石せき】っちゅう強化素材があってな。それが手に入ったんや」

　コハクが取り出したのは、乳白色の星形の石である。

　年輪のように幾いく層そうにも重なった筋が入った【水獣の星状石】は、水属性の強化素材の一つらしい。

「これをアクセサリーに使って【水属性向上】の追加効果がほしいんや。他ほかにも幾つかの水属性系の素材も用意する」

「分かった。約束通り、アクセサリー作りを引き受けるよ。素材や作り方は、今度【アトリエール】で相談しようか」

「ユンさん、ありがとうな」

　コハクは、ほっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

「他に何か希望や要望はあるか？　できる限りの要望には応こたえるけど」

「うーん。特に思いつかへんなぁ」

　顎あごに手を当てて悩なやむコハクに、ミュウパーティーのルカートやヒノたちも話に加わってくる。

「コハク、新しいアクセサリーを作って貰もらえるの、羨うらやましいなぁ。ボクも作って欲しい」

「ユンさんのお店に飾かざられているアクセサリーを見ましたけど、どれも品が良くて人気ですよね」

　ヒノは、コハクが新しいアクセサリーを作って貰うのを羨ましがり、ルカートが俺の作ったアクセサリーを褒ほめてくれる。

　マギさんの勧すすめで【アトリエール】にアクセサリー展示用のショーケースを用意したが、それを見て褒めてくれるのは、少し嬉しい。

「この前、新しい生産素材が手に入ったんだけど、その試作品としてみんなのアクセサリーも作るか？」

「えっ、いいんですか？」

「今までとは違ちがう作り方になる予定だから、色々と相談とかしたいんだよね」

　俺がルカートたちに提案すると、嬉しそうに表情を綻ほころばせている。

「ねぇねぇ、ユンお姉ちゃん……」

　そして、ミュウがうずうずしているのを見て、ミュウの頭に軽く手を乗せる。

「もちろん、ミュウの分も作るよ。まぁ、デザインを決めるのは、また今度だけどな」

「やったぁ！　ユンお姉ちゃん、大好き！」

　こんなことで喜ぶなんて現金だなぁ、と思いながら俺は、賑にぎやかなミュウたちの様子を眺ながめるのだった。




　それから数日後──俺がミュウたちに作るアクセサリーに必要な道具と素材を【アトリエール】の工こう房ぼう部で確かく認にんしていると、キョウコさんが呼びに来た。

「ユンさん、ミュウさんたちがお見えになりましたよ」

「キョウコさん、ありがとう、すぐに行く」

　俺は、道具と素材を持って、店てん舗ぽ部に向かう。

　そこでは、ミュウたちがカウンター席に並んで座り、キョウコさんが淹いれてくれたお茶を飲んで待っていた。

「悪い、ミュウ。待たせたか？」

「ううん、全然待ってないよ。それより今日は、アクセサリー作り、よろしくね」

「なら、これを見てくれ。今日使う道具も用意してある」

　俺は、灰銀色の塊かたまりを取り出し、手で千切って全員に渡わたす。

　ミュウたちが指で押し潰つぶしたり形を変えて感かん触しよくを確かめる中、ルカートが訊いてくる。

「ユンさん、これは？」

「それは、ミスリルインゴットの粉末と【エクトプラズマ・クレイ】を混ぜて作った金属粘土だ。これで形を作って、焼成して磨みがけば、アクセサリーができるんだ」

　俺は、次に事前に作り上げたアクセサリーを何点か取り出す。

　シンプルな指輪や、粘土という性質を利用して捻ねじれたリングやリング同士が交差する指輪。

　指輪と台座を個別に作り、接合剤ざい代わりに金属粘土を盛って焼くことで一体化させた指輪など複数ある。

「今日は、コハクのアクセサリー作りが目的だから、ミュウたちの方は、あんまり見れないけど、この金属粘土で自由に形を作ってくれ。形が完成したら、【魔ま導どう炉ろ】で焼いて完成させるから」

　今日のアクセサリー作りの趣しゆ旨しを説明し、自分で自由にアクセサリーが作れることを理解したミュウとヒノが、おおっと感かん嘆たんの声を上げる。

　その中で、トウトビが質問のために、おずおずと手を上げる。

「……あの……私たち【細工】系のセンスがないのに、アクセサリーはできるんですか？」

　その発言に、ハッとするミュウとヒノに俺は、大だい丈じよう夫ぶだと答える。

「この金属粘土で作るアクセサリーで【細工】系のセンスが必要なのは、金属粘土の配合と焼成、研けん磨まの部分だから、そこさえ任せてもらえれば、ちゃんとできるよ」

「……そうなんですか。それは、良かったです」

　疑問が解消できたトウトビは、安堵するように微笑ほほえむ。

「まぁ、アクセサリーの形を作る時に【細工】センスの補正がないと実用性は持たせられないから記念品になるかな？」

　俺は、この日のためにタクから買い取った【エクトプラズマ・クレイ】をマギさんのお店である【オープン・セサミ】に持ち込み、マギさんと共に金属粘土のアクセサリー作りの注意点を調べた。

　金属粘土の焼成は、【エクトプラズマ・クレイ】が抜けると一回りほど縮み、金属粉末同士が溶けて形が保持されるので、型に嵌はめて作る鋳ちゆう造ぞうアクセサリーに近いことを説明した。

　アクセサリーの性能は並程度だが、今までよりもデザインが作りやすく、なによりハンマーでアクセサリーの形を大おお幅はばに整える必要がない。

　なので、同種の金属アクセサリーよりも加工難易度が下がっているのが特とく徴ちようである。

　俺の説明が終わるとミュウが、やるぞー！　と言ってミスリルの金属粘土を捏こね始め、ヒノが俺が用意した道具を使ってアクセサリーを作り始める。

　ミュウは、騎き士しの象しよう徴ちようとしての剣けんと盾たてを組み合わせたペンダントを作ろうと四苦八苦している。

　ヒノは、自身の指よりも一回り以上も太い木の棒に金属粘土を巻いて、分厚い指輪を複数作って、合体させていく。

　更さらに合体させた指輪の側面に金属粘土で三さん角かく錐すいの棘とげを作ってくっつけるなど、どう見てもアクセサリーではなくメリケンサック的な何かである。

　ルカートとトウトビは、和わ気き藹あい々あいとしつつ、小さめのシンプルな指輪を作るようだ。

　千切った金属粘土を転がして細い棒状にして、それを木の棒に巻き付けて、水で濡ぬらした指先で粘土の形を整え、罅ひびを埋うめ、表面を滑なめらかにしていく。

　そして、リレイは──

「ふふふっ、いいですね。テーブルにおっぱいを乗せる前のめりのポーズ、なんかエロいですね。眼福です、眼福」

　ミュウやヒノたちの真しん剣けんな横顔や前のめりで作業するルカートとトウトビの胸むな元もとを熱心に見み詰つめるリレイは、手元に置いた金属粘土で何かを作る気配がない。

「リレイ、あんたも普ふ通つうに楽しまんかい」

「ふふふっ、仕方がないですね。とりあえず私好みのアクセサリーを作った後で、皆みなさんの横顔を眺めましょうか」

　コハクに𠮟しかられたリレイは、皆から遅おくれて手元の金属粘土に手を伸のばし、何を作ろうか数すう瞬しゆんだけ考え、そして迷わずに俺が取り揃そろえた道具を使っていく。

　これで全員が黙もく々もくと金属粘土でアクセサリーを作り始めたので俺は、コハクと共にアクセサリーの相談を始める。

「さて、コハク。こっちもやるけど、どんなデザインがいいんだ？」

「前に言った蝶入りのアンバーをメインにおけるデザインが良いんやけど……」

「そうなると、宝石が中心だよなぁ」

　確か蝶入りのアンバーは、大きめだったので、ペンダントトップなんかに向いたデザインに限定される。

「そうだなぁ、例えば、こうやって金属粘土でガッチリした台座を作るタイプと細長い棒状に伸ばした粘土で宝石を固定するだけのやつ、どっちがいい？」

　ガッチリとした台座の方は、台座の側面や余白、裏側などに細かな装そう飾しよくを入れる余よ裕ゆうがある。

　細長い棒状の粘土を使う方は、宝石がよく目立つ一方、装飾などを加える余裕は少ない。

　俺が二種類の基本的なデザインを紙に書き起こして提示すると、コハクは考え込む。

「そうやなぁ、うちはあんまりゴテゴテしたやつは好きやないし、細長くした粘土で作る方がええと思うな」

「デザインに関しての注文は？」

「それやったら、和風な感じでお願いしたいかなぁ。ほら、うちはこの格好やから、洋風っちゅうデザインは浮ういてまうん」

「それだったら、宝石を固定する枠わくは、植物的なものがいいんじゃないかな？　こんな感じでクルッと先が丸まっていたり、小さな葉っぱや花の装飾を入れられるけど」

　俺は、コハクに似合いそうな唐から草くさ模も様ようのようなデザインを紙に書き起こすと、コハクの表情がパッと明るくなる。

「ええやん！　それやったら、この和わ柄がらを組み込めへん？」

　コハクは、スクリーンショットの画像を俺に見せてくる。

　それは、花札などで見られる萩はぎの花柄であり、特徴が分かりやすいのですぐにデザインに組み込める。

「そうなると──こんな感じになるけど、どうだ？」

「これや！　こんな感じのアクセサリーが欲ほしかったんや！　このアクセサリーなら、うちの扇せん子すの要かなめに吊つるしても違い和わ感かんがあらへん！」

　宝石のペンダントトップのデザインに飾り紐ひもとそれに繫つながる扇子を描えがくと更に、イメージ通りなのか、コハクが珍めずらしく興奮する。

　その様子に俺は苦笑いを浮かべ、ミュウたちも気になるのかコハクに渡したアクセサリーのデザインを覗のぞき込んでくる。

　そんな俺たちの様子に気付いたコハクが咳せき払ばらいして、普ふ段だん通りに振ふる舞まう。

「あっ……コホン。うちとしたことが、少々興奮してもうた」

「デザインだけでも喜んでくれて嬉うれしいよ。それじゃあ、作ろうか」

　俺は、コハクと共にイメージに合うようにペンダントトップを作るために金属粘ねん土どを練り始める。

　萩の枝葉をイメージしたフレームを作り、そこに蝶ちよう入りのアンバーを留めるデザインは決まり、これから作るのだが、問題がある。

「けど、ユンさん。うまいこと立体的に作るの難しいんやない？」

「そういう場合には、これを使うんだ」

　俺が取り出したのは、金属ワイヤーである。

「ワイヤーで立体的な骨組みを用意して、その周りを金属粘土で補強すれば──」

「それなら形を固定できるんやな！　けど、それって別の素材が混じるんやない？」

「だから、ミスリルのワイヤーを芯しん材ざいに使うんだ。中心素材も金属粘土も同じミスリルだ。金属粘土のミスリル粉末が上手うまく溶とけてくっつく。まぁ、焼成する時に金属粘土が縮むからそれを見み越こして厚めに金属粘土を盛る必要はあるかな」

　金属粘土が足りないと、縮んだ時に骨組みのワイヤーの大きさに引っ張られて罅割れする。

　少し金属粘土が分厚くても研磨の段階で微び調ちよう整せいすれば、宝石を嵌める部分は問題ない。

「さて、立体的なデザインに関しては、コハクが決めて俺が金属粘土で肉付けするな」

「お願いします」

　そうして俺とコハクは、協力してアクセサリーを作る。

　ミスリルのワイヤーで太い茎くきを一本用意して、その茎から枝分かれするように細いワイヤーを繫げていく。

　そうして大まかな形が出来た後で、俺は骨組みのワイヤーに嵌め込む宝石がピッタリと合うように調節しながら、厚めに金属粘土を盛って、デザインナイフで萩の葉っぱや花柄を彫ほり込んでいく。




　　　　●




「ねぇ、ユンお姉ねえちゃん？」

「どうした、ミュウ？」

　俺たちは、黙々と【アトリエール】のカウンター席に座って、金属粘土を成形している。

　ミュウとヒノは、一つ目のアクセサリーを作ったところで疲つかれたのか、金属粘土を捏ねては崩くずしてを繰くり返している。

「これってミスリルの金属粘土だけど、他ほかの金属でも作れるの？　例えば、ブルライト鋼の粉末も混ぜれば、ミスリル合金になるの？」

「その方法で合金を作るのは、均一にならないからオススメはしないなぁ。作るならミスリル合金のインゴットを粉末にして【エクトプラズマ・クレイ】と混ぜた方がいい」

　前後の手順によって結果が変わるので、金属粘土での作業工程は重要だったりする。

「でもさ。ウーツ鋼みたいに層になっている金属もあるよね！　二種類の魔ま法ほう金属の金属粘土を層になるように混ぜれば、綺き麗れいなマーブル模様になるんじゃない？」

「形を作ることはできるけど、止やめた方がいいぞ」

「なんで？」

「配合とか相あい性しようが悪いと焼成した時に、金属が弾はじけるんだ」

　ウーツ鋼みたいな模様にするなら、わざと金属粘土の中に斑まだらになるように鉄粉や積層炭の粉などを混ぜて焼成し、磨みがき上げれば、作ることができる。

　だが、属性の違ちがう魔法金属を混ぜ合わせる場合には、相性が重要になる。

「前にマギさんと属性金属同士の鍛たん接せつをした時、鍛接剤ざいの代わりに魔法薬を間に使うことで上手く定着させたんだ。だけど、それでも火と水、風と土、光と闇やみのように互たがいに反発し合う属性の魔法金属を纏まとめ上げるのは、できなかったんだ」

　俺の説明に、ミュウだけでなくルカートやヒノ、トウトビも作業の手を止めて真剣にこちらの話を聞いている。

「異なる魔法金属同士を魔法薬で鍛接して作る方法は、魔法薬の激しい燃焼力で瞬しゆん間かん的に一部を溶かして外部から叩たたいて形を整える。だけど、金属粘土に魔法薬を混ぜて焼成すると、燃焼力が強すぎてアクセサリーの形状が保てないんだ」

　そうなれば、アクセサリーとしては失敗である。

「できないんだ。残念だなぁ……」

「まぁ、二種類の金属粘土から作ったリングを接合すれば、こんな形も作れるけどな」

　俺は、細身の赤いリングと黄色いリングが交差し、交差地点に白色の台座で繫がった腕うで輪わを取り出す。





　地ち炎えんのクロスリング【装飾】（重量：２）

　ＤＥＦ＋７、ＭＩＮＤ＋15

　追加効果：【火属性向上（小）】【土属性向上（小）】【光属性向上（小）】






「レッドライトとグランライトの金属粘土で個別にリングを作って、接合部分に互いに反発しない属性の魔法金属で上手く接合すれば作れる。まぁ、耐たい久きゆう度ど自体はやや低いけどな」

　俺が現物を取り出して見せると、ミュウとヒノが目を輝かがやかせる。

「おおっ！　そういう作り方もあるんだ！　ユンお姉ちゃん！　他の種類の金属粘土も出して！」

「残念だけど、ベースになる【エクトプラズマ・クレイ】は、残り少ないから駄だ目め」

　今回は、素材がないから諦あきらめろと言うとミュウは、むぅと唇くちびるを尖とがらせるが、少しして納なつ得とくしてくれる。

「分かった。なら、今回は諦める。それと少し疲れた！」

「まぁ、初めての作業で集中力が続かないか。みんなの作品はできたか？」

「はい、ユンさん。とりあえず一つできました」

「じゃあ、全部纏めてくれ。──《乾かん燥そう》！」

　俺は、集められたミュウたちの金属粘土の作品を【調合】スキルの《乾燥》で乾かわかす。

　全員が無事にアクセサリーを作り上げる中、俺を一番驚おどろかせたのは、リレイの作品だった。

「ふふふっ、どうでしょうか？」

「リレイ、このデザイン凄すごくいいじゃないか」

　リレイが作ったのは、二対一組のペアリングである。

　不ふ揃ぞろいのリングを二つ並べると、形状と表面に刻まれた模様が揃い、一つのリングの形になるのだ。

「ふふふっ、こうしてペアリング風にすることで対ついとなる指輪を身に着けた美少女と繫がっている様な気分になれる──そんなコンセプトで作りました」

「デザインは、オシャレなのに、理由が相変わらずやなぁ」

　コハクから呆あきれたようなツッコミが入り、普段のやり取りにミュウたちが苦笑いを浮かべている。

　そんな中、乾燥させたアクセサリーを見たミュウとトウトビが声を上げる。

「ああああっ──私の作品に罅ひびが！」

「……私の作品は、粘土の繫ぎ目が目立ちますね」

　ミュウとトウトビの作った作品には、表面の罅や繫ぎ目の隙すき間まが目立っていた。

「ユンお姉ちゃん、このままじゃあ、失敗になっちゃうの!?」

「まだ大だい丈じよう夫ぶだよ。金属粘土のペーストを付けて補修して罅や繫ぎ目を目立たなくできる。それをまた乾かして、軽く研けん磨まして整えるんだ」

　俺は、乾燥して硬かたくなったミュウとトウトビの作品に、一度完全に乾燥させて粉末状にしたミスリルの金属粘土に水を多めに加えてペースト状にしたものを付けて補修する。

　そうして金属粘土の罅や繫ぎ目、他にも角を取って滑なめらかにするために軽く全すべての作品を優やさしく研磨して整え、焼成の段階に入る。

「ユンお姉ちゃん。後は、焼いて磨いて完成なの？」

「細かな修正作業とかあるけど、基本はそれだけな」

　俺は、耐たい熱ねつ性のあるミスリルセラミックの台に金かな網あみを載のせて、更さらにその上にミュウたちの作品を並べて、弾けないように金網のカバーを被かぶせる。

「これで【魔ま導どう炉ろ】で５分ほど焼成して完成だな」

「５分って短いけど、そんなに短くていいの？」

　俺は、ミュウたちの金属粘土のアクセサリーを【魔導炉】に運びながら説明すると、ヒノがそんな疑問を投げかけてくる。

「普ふ通つうの鍛か冶じや細工は、金属インゴットを柔やわらかくして形を変えていくから時間が掛かかるけど、金属だけを溶かすなら、あんまり時間は掛からないんだよ」

　先に粘土で形を整えているので、必要な修正作業と言えば、精々、焼成した時にできる微び妙みような歪ゆがみを直すだけである。

　そうして俺は、ミスリルを加工する温度まで高めた【魔導炉】に、金属粘土の作品を入れて焼成する。

　炉の高温によって熱せられた金属粘土は、繫ぎとなる【エクトプラズマ・クレイ】が抜ぬけて縮んでいき、金属粉末同士が融ゆう解かいして繫がっていく。

　ミュウたちは５分の間、俺の後ろから心配そうに真っ赤な炉の中を見み詰つめている。

　そして、焼成された金属粘土のアクセサリーを取り出し、冷えて固まるのを待つ。

「わぁ、本当に縮んだね！　私たちの作品！」

　俺は、【エクトプラズマ・クレイ】が燃えて表面が白っぽくなっているが、割れなどなくミュウたちの作品が成功であることを確かめる。

「これを研磨していけば、綺麗なミスリルの銀色が現れるはずだ。ここからは、地味な調整作業でミュウたちは手伝えることないけど、このまま見学を続けるか？」

　全員分のアクセサリーをただ研磨するだけとなると暇ひまになるだろう。

　それにミュウたちが手伝えることは、もうないので、どうするか尋たずねる。

　俺の問いに対して、ミュウたちは二つの意見が出る。

「そうですね。私たちがここに居てもやることが有りませんけど、どうしましょう」

　悩なやむルカートに、ヒノが手を上げて俺に尋ねてくる。

「はーい、ボク！　ユンさんの薬草畑を見て回りたいんだけど、いいかな？」

「……あっ、私も前から気になってました。見てもいいですか？」

　ヒノとトウトビから期待の籠こもった目を向けられた俺は、頷うなずく。

「じゃあ、キョウコさんに頼たのんで案内してもらえばいいよ。ついでに見回り終わったら、お茶とお菓か子しを出して貰もらえるようにキョウコさんにお願いしておくよ」

　俺が許可を出し、キョウコさんにお茶の用意を頼むと、ヒノとトウトビが嬉うれしそうにする。真面目まじめなルカートは、少し申し訳なさそうにするが、それでも緑豊かな薬草畑を見学できて、お茶とお菓子があると聞くと、嬉しそうに微笑ほほえんでいる。

「うーん。私は、滅めつ多たに見れないユンお姉ちゃんの生産活動の様子を眺ながめていたいかなぁ」

「うちは、自分が頼んだアクセサリーが作られる様子を見届けるわ」

　そして、ミュウとコハクは、俺に付き合って金属粘ねん土どのアクセサリーの研磨を見るようだ。

　途と中ちゆうで飽あきたら、【アトリエール】の薬草畑にルカートたちが居るのですぐに合流できる。

　最後まで意見を言わずに悩んでいたリレイは──

「ふふふっ、美少女が三人ずつに分かれて、どっちに加わっても楽しそうですが……今回はルカートさんたちに付き合いましょうか」

「リレイ。あんた、いつも一言余計やで。あと、ルカートたちに迷めい惑わくを掛けたらあかんよ」

　そんなコハクのツッコミが飛び交かい、全員が笑う中、俺とミュウとコハクは、四人が薬草畑に行くのを見送る。

「さて、ミュウとコハクが残ってるし、二人のアクセサリーを優先的に仕上げるか」

「こう、アクセサリー作りの裏側を見る機会が無かったから、楽しみだね」

「せやな。それじゃあ、お願いします」

　ミュウの言葉にコハクが同意して、アクセサリーのシンボルを飾かざる蝶ちよう入りのアンバーを俺に渡わたしてくる。

「まずは、コハクのやつからな」

　俺は、研けん磨ま剤ざいでアクセサリーを磨き、白い表面が削けずれてミスリルの銀色が姿を現す。

　何度も台座の金具を磨き、蝶入りのアンバーを嵌はめては微び調ちよう整せいのために外す。

　時折、柔らかい素材をヘッドに使った小さなハンマーで叩いて、微調整を繰くり返し、萩はぎの葉先と花の先を色付けして乾燥させる。

　最後に蝶入りのアンバーを改めて嵌め込んで完成である。

「よし、コハクのやつは、完成だな。後は、追加効果の付ふ与よだけど、何か希望はある？」

【付加術士】センスによる《物アイ質テム・付エンチ加ヤント》スキルや【彫ちよう金きん師し】の付与による基き礎そ的な追加効果や強化素材を消費した追加効果の希望について聞く。

「うーん、魔ま法ほう系のボーナスとかも欲ほしいんやけど、後々【風属性向上】の付与も考えるとスロットの余よ裕ゆうがなぁ。とりあえずは、【水属性向上】だけお願いします」

　そう言ってコハクは、インベントリから【水すい獣じゆうの星せい状じよう石せき】の他にも何種類もの水属性の強化素材を取り出す。

　俺もエミリさんから購こう入にゆうした水属性の【属性石】を強化素材に加えて、【水属性向上】の追加効果を付与していく。

「よし、【水属性向上（大）】が付いた。後は、名前を付ければ終わりだな」

「あー、名前やなぁ」

　俺が聞くとコハクは、視線を上に向けて考え込む。

「うーん。蝶入りの琥こ珀はくを使ったアクセサリーやから、どんな名前がええかなぁ」

　琥珀、蝶、胡こ蝶ちよう、萩花……水属性やから泡ほう沫まつとか夢とか……などとブツブツと呟つぶやいている。

「せやな【琥珀蝶の夢】でお願いします」

「琥珀と胡蝶、それに胡蝶の夢が掛かってるのか。いい名前だと思うな」

　俺は、コハクの要望通りに、名前を登録してアクセサリーが完成となる。





　琥珀蝶の夢【装そう飾しよく品】（重量：１）

　ＤＥＦ＋５、ＩＮＴ＋15、ＭＩＮＤ＋10　追加効果【水属性向上（大）】






「はい。ペンダントトップだけど、確か扇せん子すの飾りに使うんだよな。なら、クロードのところで飾り紐ひもを頼むといいやつを選んでくれると思うぞ」

「ユンさん、ありがとう」

　コハクは、嬉しそうに眉まゆ尻じりを下げて、萩をモチーフとした台座の琥珀のアクセサリーを受け取る。

「ユンお姉ねえちゃん。次は、私！」

「はいはい。ミュウのは、ペンダントだよな」

　今まで静かに見ていたミュウが手を上げて、主張する。

　俺は、ミュウが作った剣けんと盾たてをモチーフとしたペンダントを手に取る。

「なるほど。この形状だと、ちょっと処理が必要だな」

　剣と盾を組み合わせたデザインのために、溝みぞや模様などが多いデザインを確かく認にんした俺は、早さつ速そくペンダントを綺き麗れいに磨みがいていく。

「おおっ、綺麗な銀色になっていく！　これで完成？」

「いや、これからちょっとした処理をするんだ」

　俺は立ち上がり、工こう房ぼう部の薬品棚だなから一つの瓶びんを取り出し、黒っぽい液体を小さな容器に注ぎ、その中にペンダントを漬つける。

「えっ、ええっ!?　ユンお姉ちゃん、なにやってるの！　なんで汚よごしちゃうの!?」

　俺が黒っぽい液体──シェイド結けつ晶しよう樹じゆから作り出した【シェイド濃のう緑りよく染せん料りよう】に浸つけたので、ミュウが真っ黒に染まるミスリルのペンダントに悲鳴を上げている。

　コハクも俺の行動に驚おどろき、啞あ然ぜんとしている。

「いや、待って！　本当に私好みの銀色で綺麗な、聖せい騎き士し的なモチーフのペンダントが暗黒騎士になっちゃう！」

　慌あわてたミュウの発言に俺は、くすっと笑ってしまうが、作業の手を止めない。

「この【シェイド濃緑染料】を燻いぶし液として使うと綺麗に黒くなるんだよ」

　俺は、そう説明しつつ、【シェイド濃緑染料】で黒く染まったミスリルのペンダントを聖水で洗せん浄じようして乾かわかす。

「ああ、折角の綺麗な銀色が……」

　細かな溝まで真っ黒になったペンダントを見たミュウが落らく胆たんするが俺は、再び研磨を始める。

　すると、燻し液で黒くなった表面が磨かれ、その下から再びミスリルの銀色が現れる。

　そして、剣や盾の装飾の溝や隙間に燻し液の黒色が残ることで、装飾の輪りん郭かくがハッキリする。

　そのアクセサリーの変化にミュウは、ほぅと溜ため息いきを吐ついている。

「凄すごい……ただ、汚して磨いただけなのに、良くなっている」

「それは、褒ほめ言葉だな。さて、できた。後は名前を付けて、追加効果を付けようか」

　俺は、ミュウの希望を聞き、アクセサリーの名前を付け、センスによる追加効果を施ほどこしていく。





　パラディンズ・シンボル【装飾】（重量１）

　ＤＥＦ＋３、ＩＮＴ＋10、ＭＩＮＤ＋３　追加効果【ＡＴＫ付加】【ＡＴＫボーナス】
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　完成したアクセサリーを受け取ったミュウは、自分がデザインして形を作ったアクセサリーを感かん慨がい深そうに見詰め、そして一言。

「……同じ重量のアクセサリーなのに、コハクのアクセサリーと性能が違ちがう」

　若じやつ干かん不満そうに唇くちびるを尖とがらせるミュウに俺は、困ったように笑う。

「そりゃ俺が造形したか、ミュウが造形したかの違いだからな」

　俺には、生産系センスの【彫金師】や【生産職の心得】がある。

　たとえ、金属粘土の造形は、誰だれでも作れると言っても作れるだけだ。

　センスによるボーナスやアシスト効果がある方が性能が良くなるのは必然である。

「最初に言っただろ？　記念品だって」

「うん、そうだったね。よし、完成したし、今からルカちゃんたちに自じ慢まんしに行こう！」

「最後までユンさんの作業を見学せぇへんの？」

　折角、残ったんやから……とコハクが言い切る前に、ミュウは【アトリエール】の工房部を飛び出していく。

「別にコハクも行ってもいいよ。この後、延々とアクセサリーを磨くだけで退たい屈くつだろうし」

「ユンさん、お気き遣づかいありがとうな。でも、うちはもうちょっと、見ていたいんや」

　真まっ直すぐに俺を見み詰つめてくるコハクに、そうやって生産関係のことに興味を示してくれるのは素す直なおに嬉しく思う。

　俺は、ミュウの喜び様やコハクの真しん剣けんさにやる気を貰い、再びアクセサリーに向き直る。

「さて、残りもさっさと作るか！」

　俺は、ルカート、ヒノ、トウトビ、リレイの作ったアクセサリーを磨いて完成させる。




　　　　●




　ミュウたちのアクセサリーを磨き、名前と追加効果を付けていく段階まで終わった。

　その間、ずっとコハクは無言で俺の手元に集中して覗のぞいており、全すべての作業が終わった俺は、ゆっくりと振ふり返る。

「コハク、お疲つかれ様。地味な作業をずっと見てて、退屈だったんじゃないか？」

「そんなことあらへんよ。うちは面おも白しろいものを見れたと思うとるよ。ユンさんこそ、お疲れ様」

　コハクの労ねぎらいの言葉を俺は、嬉うれしく感じる。

　マギさんやリーリーたちと共同で生産活動する時、互たがいに声掛がけするが、生産職同士ではなく、見学者のコハクに言われると、また何とも違う嬉しさがある。

「それじゃあ、最後まで付き合ってくれたコハクにちょっとしたもの見せようかな」

　俺は、工房部の戸と棚だなの中で乾かん燥そうさせていた金属粘ねん土どを取り出し、持ってくる。

「ユンさん、それ、うちらの使った粘土と色が違うけど……」

「アダマンタイトの金属粘土。今からこれを焼成するのを特別に見せてあげる」

　この一ヶ月ほど【アトリエール】に【魔ま導どう炉ろ】を導入してから地道に、アダマンタイト鉱石のインゴット化に挑ちよう戦せんしてきた。

　それが、つい先日インゴット化に成功したが、まだまだマギさんのようにインゴットから武器やアクセサリーを作れるほどの腕うではない。

　マギさんの作り方が王道なら、これからやる俺の作り方は、邪じや道どうになる。

「ユンさん、アダマンタイトの金属粘土でアクセサリーを作れるん？」

「本来は、無理なんだ。【エクトプラズマ・クレイ】の燃焼する温度だとアダマンタイトの粉末が溶とけないから、燃焼中に崩くずれるんだ」

　だけど──と説明しながら【魔導炉】にＭＰを注ぐと、炎ほのおがアダマンタイトを精せい錬れんする時の青白い色に変わっていく。

「アダマンタイトでリングを作る時に、一手間加える必要があるんだよ」

　そう言って、俺は、網あみ付きの台の上に載のせたアダマンタイトの金属粘土のリングを【魔導炉】に投入する。

　青白い炎に炙あぶられ、アダマンタイトのリングは、【エクトプラズマ・クレイ】の成分が抜ぬけるよりも早く、表面が赤熱していき、粉末同士が溶ける温度に達して、形を保持する。

「ユンさん、一手間を加える、って何をやったん？」

「事前に接合剤ざいに使う【溶熱粉マグマパウダー】をリングの表面に塗と布ふしておいただけだよ。まぁ、その方法を見つけるまでが大変だったんだけどね」

　そうして、表面が先に溶けてくっついたことで、形を保持し続ける。

　そして、５分ほどで完全に【溶熱粉マグマパウダー】が燃焼し終えたアダマンタイトリングを取り出し、冷れい却きやく用の【火山地帯の炎えん熱ねつ油】に浸けて冷やす。

　この時、表面に塗布した【溶熱粉マグマパウダー】が残っていた場合、爆ばく発はつするので、注意が必要だ。

「ユンさん、それで完成なん？」

「いや。まだ完成じゃない。また炉に入れて、叩たたいて、【エクトプラズマ・クレイ】が抜けてできた細かな空くう気き孔こうを潰つぶしていくんだ」

　大まかなアダマンタイトのリングの形ができているので、後は、高温に入れて【隕いん星せい鋼】のハンマーで叩いて、細かな空気孔を表面に浮うかび上がらせていく。

「さて、再開だ。《付加エンチヤント》──アタック、スピード！」

　俺は、自身にエンチャントを付ふ与よし、耐たい熱ねつ効果を付与する【クール・ドリンク】を飲み、【魔導炉】に投入したアダマンタイトリングを再加熱して取り出した後、ハンマーで全力で叩いていく。

【エクトプラズマ・クレイ】が抜けて空気孔を潰したことで１割ほどリングが縮み、再び冷却して完全に冷えたところで一応の完成である。

「今度こそ、完成、なんやな」

「まぁそうだな。とりあえずの完成かな。アダマンタイトは、硬かたくて磨くのが億おつ劫くうになりそう。あとマギさんが言うには、装飾も難しいらしい」





　アダマント・リング【装飾】（重量：２）

　ＤＥＦ＋20






　アダマンタイトは、非常に硬く耐たい久きゆう度ど、対物理防ぼう御ぎよに優すぐれている。

　その反面、シンプルな指輪でも装備重量が２とかなり重たい金属だ。

　現在の俺の技量では、アダマンタイトという金属の性能を十分に引き出せていない。

　以前、タクに渡わたした【隕星鋼】で作り直した【黒のガードリング】というアクセサリーの方が総合的な性能面では高い。

「まぁ、こんなものかな」

　失敗するより低品質でも成功した方が経験値が多く手に入るからな、と内心呟つぶやき、指輪を仕し舞まう。

「まぁ、こんな感じかな。さて、今度こそ休もうか」

「ユンさん、ありがとう。今日は、うちのために琥こ珀はくのアクセサリーを作ってくれて、アダマンタイトの加工も見せてくれて」

「気にしなくて良いよ。俺だって、たまには人に自慢しないとモチベーション保てないし」

　そう言って、ヒラヒラと手を振って【アトリエール】の工房部の道具を片付け始める。

「けど、ミュウは惜おしいことしたなぁ。もうちょっと耐たえてれば、アダマンタイトの加工が見れたのに」

「じゃあ、二人だけの秘密か？」

「それは、面おも白しろそうやな」

　俺とコハクは、互いにイタズラっぽい笑えみを浮かべて、薬草畑に面したウッドデッキに移動する。

「リゥイ、サラサラで気持ちいいよ～。ザクロ、ふわふわ毛並み～」

　俺とコハクがウッドデッキに出ると、ミュウが日向ひなたぼっこしていたリゥイとザクロを抱だき留めて、幸せそうな笑みを浮かべていた。

　だが、抱き締しめられたリゥイとザクロは、諦あきらめたように淀よどんだ目でされるがままになっていた。

「ユンさん、お疲れ様です。先にお茶とお菓か子しを頂いています」

　薬草畑の見学を終え、キョウコさんが淹いれてくれたお茶を飲んでいたルカートから労いの言葉を貰もらい、俺とコハクも席に着く。

「ふふふっ、コハクのアクセサリーは、もう完成したんですか？」

「完成したで。ほら、これや」

　リレイの言葉にコハクは、できたばかりのアクセサリーを取り出し、皆みながそれを覗き込む。

「ミュウさんやコハクさんのを見ると、早く自分のを確かく認にんしたくなりますね」

「……あの粘土がこうなるのは……凄すごいです」

　俺は、皆の反応を耳にしながら、キョウコさんが淹れてくれたお茶で喉のどを潤うるおし、アクセサリーの研けん磨まが終わったことを伝える。

「もう、みんなのアクセサリーは、完成したよ。ほら……」

　俺がインベントリから綺き麗れいに磨みがき終えたアクセサリーを取り出し、皆が自分の作品を手に取り、感かん嘆たんの声を上げる。

「おおっ、ちゃんと握にぎりやすいように調整されてる」

「ほんとだ！　私にも見せて、見せて！」

　ヒノは、肉厚な指輪を連結させたメリケンサックのようなアクセサリーを握り、ミュウがリゥイとザクロを解放してみんなの作品を面白そうに見て回る。

　俺は、キョウコさんが用意してくれたお茶とお菓子を楽しみ、ミュウたちの話に耳を傾かたむけている。

　ミュウたちの話の内容は、作ったアクセサリーの感想やもうじき来る夏休みを何して過ごそうか、次は、どこのエリアを冒ぼう険けんしようかなどと言うものだ。

　俺がその話に耳を傾けていると、ミュウに話を振られる。

「そういえば……ユンお姉ねえちゃんに今日のお返しを何も決めてなかったけど、お返しは何がいい？」

「お返し？」

　突とつ然ぜん、話を振られて何のことか分からずに首を傾かしげる俺に対して、ミュウが更さらに言葉を重ねる。

「アクセサリーを作ってもらったお礼だよ！　お礼！」

「お礼かぁ……もうお金は事前に貰っているから要いらないぞ」

「そんなものじゃなくて、もっと気持ち的に返せるお返しだよ」

　アクセサリーの代金は既すでに貰っているが、アクセサリー作りの体験に対してお礼があるとは思わず、空を見上げて考える。

　そんな俺にミュウは、色々と提案してくる。

「行きたいエリアとか欲ほしいアイテムとかない？　その探たん索さくの手伝いや護衛とか」

「あー、そういうお返しの形もあるんだな」

　俺は、うーんと腕うで組ぐみしながら考える。

「ユンお姉ちゃん、もしかして遠えん慮りよしてるとか？」

　ミュウが少し不満そうに訊きいてくるが、そんなことはないと否定する。

「いや、正直、やりたいことが多すぎて困るんだよ」

　海域エリアの素材探索は、マギさんたち【生産ギルド】かシチフクたち【ＯＳＯ漁業組合】に頼たのむ方が確実だろう。

　他ほかにミュウたちに頼めることは、【魔導炉】でのアダマンタイトの練習に必要な鉱石収集や調合アイテムの試作品の使い心ごこ地ちを確かめてもらいたいなどある。

　そのことを伝えると、若じやつ干かん呆あきれ気味に苦く笑しようされる。

「ユンお姉ちゃんは、生産的な活動が好きなんだよね。でも、それってお返しにならないよ」

「えっ、そうなのか？」

「そうだよ！　ユンお姉ちゃんがアダマンタイト製のアクセサリーを作れるようになれば、こっちの方がメリット大きいし、新しいアイテムのテスターなんかこっちからお願いしたいくらいだよ！」

　そう力説するミュウに同意するようにルカートたちが頷うなずくので、困ったように頭の後ろを搔かく。

「でもなぁ。ミュウたちから貰うお返しって思い付かないぞ」

「むぅ……あっ、それじゃあ、レベリングなんてどう？　ＯＳＯ一周年に向けて、戦せん闘とう系センスのレベルを上げた方がいいんじゃない？」

「あれ？　一周年記念は、４月頃ごろにあっただろ？」

「あっちは、βベータ版から数えてのセミ・アニバーサリー・アップデート。本番は、ＯＳＯが正式に稼か働どうした７月下げ旬じゆんから８月頃だよ」

　俺の疑問に、ミュウが丁てい寧ねいに答えてくれる。

「そうか。確かに、イベントに向けて戦闘系センスのレベルを上げた方がいいよなぁ」

「うんうん。だからね。私たちがユンお姉ちゃんのレベリングを手伝えば、お返しができる！」

　満面の笑みで冒険に誘さそうミュウに俺は、若干渋しぶいような表情をする。

「……いや、遠慮しておく」

「ええっ!?　話の流れ的に乗り気そうだったのに、なんで!?」

「だって、ミュウに誘われて行く場所を思い返すと……」

　去年の巨きよ大だいムカデ型ＭＯＢの出現する洞どう窟くつに始まり、廃はい村そんに繫つながるお化けやスケルトンが出現するホリア洞窟、つい先日の幽ゆう霊れい船せんを思い出すとゲテモノ系が多い気がする。

　それを説明するとルカートたちも若干呆れたような目をミュウに向けている。

「最終的には、行って良かったよ。けど……その心の準備が無くて行くから。それにレベリングだけなら、セイ姉ねぇとミカヅチか、タクたちに頼む方が確実だと思うし」

「妹に対する信しん頼らい感が低い！　大だい丈じよう夫ぶだよ！　心配ないよ！」

　そう説得するが、多分出先で新しく発見したクエストとかを優先してドタバタしそうだなぁ、という景色が目に浮かぶ。

「それなら、タクさんたちと合同でのエリア探索なら、どう！　それに人数が多いから交代で戦闘すれば、ユンお姉ちゃんの素材採取の時間が取れるよ！」

「それって共きよう闘とうペナルティーが発生しないか？」

「パーティー毎ごとに交代で戦うだけで手出ししなきゃ大丈夫だよ！　お願い、ユンお姉ちゃん」

　そう言って縋すがりつくミュウに俺は、溜ため息いきを吐はき出す。

「分かった。じゃあ、レベリングの手伝いを頼むな」

「任せて！　タクさんたちを説得して合同パーティーを組んでもらうから！　それに夏のイベント前までに、ユンお姉ちゃんをＯＳＯでもトップの戦闘職に成長させてあげるから！」

「いや、そこまでの強さは求めてないから……」

　俺がミュウにジト目を向けてツッコミを入れると、俺たちのやり取りにルカートたちが小さく笑っている。

　そこでちょっと恥はずかしくなった俺は、すっと視線を逸そらしてお茶に口を付ける。

「それでユンお姉ちゃんは、どこか希望するエリアとかある？　レベルを上げたいセンスとか新規に取得したいセンスはある？」

　ミュウに訊かれた俺は、顎あごに手を当てて考える。

「うーん。【調教】のセンスがレベル50で上位の【調教師】に成長させられるから、それをレベリングしたいかなぁ。あとは、アダマンタイト鉱石も欲しいから採さい掘くつできる場所」

「分かった！　それだとリゥイとザクロが動きやすい場所がいいよね！　それでタクさんたちに合同での探索をお願いしてみるね！」

　なんだか良いようにミュウに誘われた気がするが、戦闘系センスのレベルを上げる機会が得られたのは良かったと思う。

「さて、今はゆっくりとお茶を楽しもうか」

『『『はーい』』』

　女の子が多いお茶会は和なごやかに過ぎていく。

　そして後日、ミュウとタクパーティーの合同で孤こ島とうエリア中央の探索が決まり、そこに俺がレベリング枠わくとして加わることになった。







　　　五章　孤こ島とう中央と海かい賊ぞく残党







　孤島エリアの中央は、三つのエリアに区分けすることができる。

　孤島北側から西側に掛かけて島の三分の一ほどを覆おおう広大な熱帯林エリア。

　孤島東側には、古い町の遺い跡せき群が島の中心部から流れる河川とマングローブの木々によって侵しん食しよくされた遺跡エリア。

　孤島南側の断だん崖がいを登ると、孤島中央に聳そびえる火山の裾すそ野のが広がり、溶よう岩がんや岩石が冷えて固まったのか、ゴツゴツとした岩などが転がっている台地エリア。

　孤島の中央は、どこからでも望める火山とこの三つのエリアで構成されている。

　俺は、ミュウとタクたちとの変則的なパーティーに加わり、この三つのエリアのどこから孤島中央の探索を始めるか話し合っていた。

「今日の目的は、ユンのレベリングと鉱石系アイテムの採掘ってことで、南側からの進行ルートで問題ないか？」

「「「賛成ー！」」」

「そんなに簡単に決めていいのか？　ほら、ミュウやタクたちの希望とかあるだろ？」

　事前に孤島中央のエリア区分の説明を受け、探索計画を決める段階でほぼ全員が孤島南側の裾野からの探索に同意している。

「北側から西側に掛けての密林は、視界が悪くてレベリングには向かないしな」

　タクの説明を補足するためにケイが、吸血蚊かの出現や所々にある湿しつ地ちなどの妨ぼう害がいギミックなどの存在を説明し、大人数での移動に向かないことを教えてくれる。

「東側の遺跡群の方も足首まで水が浸つかる場所を進んだり、水すい没ぼつしている遺跡とかが多くて特定のセンスがないと探索が難しいんだよね」

　ミュウがそう言って、消去法で南の台地からの侵しん入にゆうを選んだようだ。

「それに火山の溶岩が流れた跡あとなのか、岩とか地面の採取ポイントからは、アダマンタイトの他にもミスリルや黒こく鉄てつ、積層炭や溶よう融ゆう石とかの鉱石が手に入るらしいぞ」

　それは、俺の希望に合がつ致ちしたエリアだと納なつ得とくし、全員で孤島南側のポータルに移動する。

「それで、ここからどう進むんだ？」

　孤島南側は、断崖となっており、前方には、クラーケンと戦った離り島とうの姿が見え、背後を振ふり返ると、地面が隆りゆう起きしてできた断崖が中央への行く手を阻はばむ。

「【登山】センスを使えば登れなくはないけど……」

　隆起しているのは一部だけであり、壁かべ伝いに進めば、登るのに適した場所があると思う。

　そんな中、タクとミュウは、迷わず岩がん壁ぺきに沿って左側に進んでいく。

「なぁ、そっちに登る場所があるのか？」

「ああ、海賊王が使ってた頃ころの足場があるんだ。逆に右側には滝たきがあって、そっちは滝裏の洞窟と滝たき壺つぼにそれぞれ【海賊王の秘宝】が隠かくされているんだ」

　へぇ、と俺は感かん嘆たんの声を上げながらミュウとタクに付いていくと、確かに木を組んで作られた足場があった。

　だが、その木の色合いは、長い年月を風雨と潮風に晒さらされて灰はい褐かつ色しよくに汚よごれており、先頭を進むミュウとタクがその足場を登っていくとギシギシと軋きしみを上げる。

「うっ……これは」

　高さ50メートルほどの岩壁を登るために作られた足場を見上げて、つい後あと退ずさりして腰こしが引ける。

「ユンちゃん、大丈夫よ。ほら、不安なら私の手を摑つかんで」

「……大丈夫です。もしも落ちそうになっても、支えます」

　俺は、ミニッツとトウトビに手を引かれて、恐おそる恐る海賊王の時代の木組みの足場を登っていく。

　手て摺すりのない足場に、海風からの強風で一歩が慎しん重ちようになる中、全員が慣れた様子で軋む足場を登っていく。

「ユンお姉ねえちゃん、遅おそいよ～」

「し、仕方がないだろ！　流石さすがにこの高さは、ちょっと怖こわいぞ！」

【念動】センスの《キネシス》で落下などの勢いを弱められるが、それでも不安定な足場を怖く感じる。

　そうして、ギシギシと軋みを上げる足場を登り切ると、そこには、タクの言う通り火山の姿を正面に見ることができる台地が広がっていた。

「ここが孤島エリアの中央か……なんか、エリアの雰ふん囲い気きが変わって凄すごい！」

　今までは、孤島中央と聞いて、熱帯気候の原生林をイメージしていたのに、崖がけを登った島の中央南側の台地に広がる光景に感嘆の声を上げる。

　台地には、青々とした草地が広がっており、所々に採掘ポイントの岩石や、熱帯植物、アロエやサボテンのような多肉植物が生えている。

「ふふふっ、確か朽くちた小屋などがオブジェクトとして見つかったんでしたっけ？」

「人が住んでいたのが東の遺跡群って考えると、ここは海賊たちが入植してできた牧場やったんとちゃう？」

　リレイとコハクの会話に、そんな歴史の名な残ごりがこの光景にあるのか、と感心する。

　そして、時代の流れで海賊たちが居なくなり、東の遺跡も水没し、今では孤島外がい縁えん部ぶの北側にあるＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターたちの漁村だけ人が残ったのだろう。

「島の中央って難易度が高くなるって言うから、もっと魔ま境きようっぽい場所なのかと思ってた」

　俺は、ぽつりと呟つぶやき、目に付く範はん囲いの敵ＭＯＢを見み渡わたすが、なんとなく牧歌的な雰囲気を感じる。

「さて、改めてこの台地を回りながら、レベリングと素材採取をするか」

　そう言って、楽しそうに笑うタクが歩き出す。

　この台地には、アクティブとノンアクティブのＭＯＢが入り交じっている。

　近づくと一いつ斉せいに泥でい弾だんを吐はき出すリゾ・ゲッコーというトカゲ型ＭＯＢの群れや、のんびりと採掘ポイントの岩の上で日光浴しているバンデット・アリゲーターというワニ型ＭＯＢ。

　他ほかにも、岩に擬ぎ態たいして、近づいてきたら猛もう烈れつに回転して体当たりしてくるブレードリザード亜あ種しゆがいる。

　こいつは、第一の町近きん郊こうのボスＭＯＢのマイナーチェンジ版として出現する。

「ほら、ユン。敵だぞ！　全力で戦えよ！」

「分かってる。リゥイ、ザクロ──《召しよう喚かん》《憑ひよう依い》！」

　俺は、召喚石から使し役えきＭＯＢのリゥイとザクロを召喚し、ザクロはそのまま俺に《憑依》させる。

　ザクロが憑依することで頭部に狐きつ耳ねみみが立ち、腰からは三さん尾びの尻しつ尾ぽが水着の上から羽織るパーカーを押し上げて生えてくる。

「ねぇねぇ、ユンお姉ちゃん。生え際ぎわってどうなってるの？　水着に穴が空いてないよね」

「ふふふっ、気になりますね！」

「おい、ミュウ、リレイ！　パーカーを引っ張って尻尾の生え際を確かめようとするな！　恥ずかしいわ！」

　俺は、両手で引っ張られるパーカーを押さえて、憑依したザクロの三尾の尻尾が自在に動きミュウとリレイを押し返す。

「ほら、遊んでないでユンは戦せん闘とうするぞ。戦闘は交こう互ごでやって俺たちが戦闘中は、ユンは攻こう撃げき重視。ミュウちゃんたちが戦闘する時は、支し援えん重視な」

「了りよう解かい」

　普ふ通つうは、複数パーティーが同一ＭＯＢと戦闘すると【共きよう闘とうペナルティー】が発生する。

　だが、回復魔法やエンチャントなどの支援や補助スキルの場合には、戦闘中の他のパーティーに掛けても【共闘ペナルティー】が発生しない。

　その仕様を利用して、ミュウたちのパーティーが戦闘中に、俺が積極的にエンチャントを行なってレベリングしていくのだ。

「それじゃあ、いくぞ。《空ゾー間ン・付エンチ加ヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　俺とタク、ガンツ、ケイの四人に三重エンチャントを施ほどこし、最初の標的であるブレードリザード亜種に向かって長弓を構える。

「──《遠えん距きよ離り射しや撃げき》！」

　敵ＭＯＢを引きつけるための射撃に合わせて岩石に擬態していたブレードリザード亜種に矢が刺ささる。

　こちらから攻撃したことで擬態が解け、地面を転がるようにしてこちらに向かってくる。

「このアダマンタイトの防ぼう御ぎよ力で防いでみせる！　──《フォートレス》！」

　孤こ島とうエリアの熱帯環かん境きように適応するためにケイは、鎧よろいを身に着けていないが、両手に掲かかげる剣けんと盾たては全すべてアダマンタイト製だ。

　ブレードリザード亜種の回転を盾で弾はじき返し、掲げたケイの剣が頭部に振り下ろされる。

　更さらに左右から弧こを描えがくように迫せまるタクとガンツ、それにリゥイが追撃する。

「はぁ──《ソニック・エッジ》！」

「──《鬼おに狩がり蹴けり》！」

　ミニッツが回復スキルを放ち、マミさんと俺が隙すきを窺うかがいながら遠距離攻撃のスキルでダメージを与あたえていく。

　一年前は、ボスのブレードリザードに苦戦したが、亜種で強化されても一いつ般ぱんＭＯＢとして出現したブレードリザードは瞬またたく間まに倒たおれる。

「それじゃあ、次は私たちの番だねー。ユンお姉ちゃん、お願い」

「分かった。《空ゾー間ン・付エンチ加ヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　俺は、ミュウたちに三重エンチャントを掛けて、次はトカゲの群れと戦う。

　一定の距離を保ちつつ泥弾を放つトカゲたちにミュウたちは、回かい避ひしつつ距離を詰つめて攻撃を加えていく。

「ミュウさん、ヒノさん、今です！」

「ヒノちゃん、数を減らすよ！──《フィフス・ブレイカー》！」

「一体ずつ確実にね。──《グランド・ハンマー》！」

　そして、一体ずつ倒していき、敵ＭＯＢが居なくなり、再び俺たちと交代する。

「次は、ユンも魔法スキルも交えて戦えよ」

「了解。──《ボム》！」

【空の目】のターゲティング能力を利用した空間爆ばく破はで今度は、採さい掘くつポイントの岩の上で寝ねているバンデット・アリゲーターに当てて戦闘を始める。

　ミュウとタクのパーティーが交互に戦闘を行ない、俺の【調教】センスを中心に様々な戦闘系センスの行動も行ない、経験値を溜ためていく。

「はぁぁっ──《アイシクル・ランス》！」

　コハクは、扇せん子すを開いて、風を扇あおぐように氷ひよう槍そうを生み出して放つ。

　その扇子の要かなめには飾かざり紐ひもに結ばれた蝶ちよう入りの琥こ珀はくのアクセサリーが揺ゆれていた。

「コハク。アクセサリーの調子は、どうだ？」

「ユンさん、調子はええよ。攻撃スキルは、体感で威い力りよく１割増しやな。それに《アイシクル・ロック》や《アイス・ウォール》なんかの防御系スキルも耐たい久きゆう度どが増しとる感じや」

「それは良かった」

「ユンちゃんに新しいアクセサリー作って貰もらったの？　いいわね。私も何か頼たのもうかしら」

「じゃあ、今度【アトリエール】に来た時、相談に乗るよ」

「いいの!?　じゃあ、また今度行くわね」

　レベリングの合間では、コハクにアクセサリーの調子を聞き、それを羨うらやましそうにするミニッツなどと話をしたりして、和なごやかに狩かりを続ける。

　更に、台地を巡めぐって採掘ポイントの岩石からアダマンタイトやミスリル、各種属性金属などの鉱石系アイテム採掘し、みんなが持つ【海かい賊ぞく王の宝の地図】に描かれたお宝の隠し場所を掘ほり返して、お宝を集めていく。

「ユン。レベルは、どんな感じに上がってる？」

「えっと、ちょっと待ってくれ」

　俺はタクに聞かれて、装備しているセンスを確認する。
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【大地属性才能Ｌｖ25】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ18】【念動Ｌｖ18】【調教Ｌｖ48】【料理人Ｌｖ24】【潜せん伏ぷくＬｖ８】

　控ひかえ

【弓Ｌｖ55】【長弓Ｌｖ45】【調薬師Ｌｖ32】【装そう飾しよく師しＬｖ10】【錬れん成せいＬｖ13】【泳ぎＬｖ25】

【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【生産職の心得Ｌｖ37】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ15】

【急所の心得Ｌｖ16】【先制の心得Ｌｖ18】【釣つりＬｖ10】








　全体的に戦闘系センスのレベルが上がっている。

「レベルは上がってるかな。あとちょっとで【調教】センスがレベル50になりそう」

「じゃあ、もう少し強い敵がいる場所に移動して戦うか」

「敵を変える？」

『きゅぅ～？』

　俺が小首を傾かしげると、それに釣られて、憑依したザクロの三尾の尻尾も右に傾かたむく。

「同じ孤島の中心っていってもここはまだ浅い部分だからな。もっと奥に行くと強いＭＯＢが出る場所があるんだ」

　タクの説明に、もっと奥に行くのか、と辟へき易えきする。

「その前に休きゆう憩けいしたいかな。アイテムの整理もしたいし」

　俺がそう提案すると、ミュウたちも少し疲つかれたために賛成してくれる。

　採取ポイントの近くのアクティブＭＯＢを倒し、新たにリポップするまで安全地帯を作って休むことにした。

　ザクロとの《憑依》を解除して、採取ポイントの素材を採取していく。

　一つは、アロエに似た多肉植物──【アレーナの葉肉】は、【耐たい熱ねつ効果】を付ふ与よする効果があり、ハクガの葉から作る【クールドリンク】と合わせるとその効果を増し、火属性の【属性軟なん膏こう】に加えて混ぜると【火属性耐性】の効果が高まるようだ。

　もう一つのトゲのない幅はば広びろなサボテンに似た多肉植物──【チワボンの葉肉】は、食用素材らしく料理に使うとＳＰＥＥＤ上じよう昇しようの効果が付与される。

　そして、安全地帯を確保した俺たちは、傾けい斜しや地ちとなっている台地に座り、お菓か子しやお茶を取り出して摘つまみながら、南からの穏おだやかな風を感じるのだった。




　　　　●




　台地の一角で皆みなが休憩する中、俺はインベントリ内のアイテムを整理をしていた。

「手に入った素材は、各種鉱石に、アレーナの葉肉とチワボンの葉肉、それと敵ＭＯＢから手に入ったドロップアイテム、海賊王のハズレ宝箱から手に入った宝石類……」

　インベントリの素材を確かく認にんしながら、貯ため込んだ宝石を【錬成】センスの《上位変へん換かん》スキルで極大サイズまで纏まとめ上げる。

「あっ、ユンお姉ねえちゃん。なにやってるの？」

「うん？　宝石が集まったから、素材に加工中……」

【錬成】スキルで作り出した極大サイズの宝石に対して、俺はＥＸエクストラスキルの【魔ま力りよく付ふ与よ】を発動させる。

　通常よりも多くのＭＰを消費しながら、手の中の宝石が輝かがやき、そして十分にＭＰを吸い上げて魔宝石に変質する。

「ふぅ、これを作るのは大変だな」

　俺は、ＭＰポットを飲んでＭＰが回復したところで、再び別の極大サイズの宝石に【魔力付与】を行ない、変質化させる。

「ユンお姉ちゃん。その宝石って、いつものマジックジェムに使うやつより大きな宝石だけど、それもマジックジェムに使うの？」

「中級魔法までは、エンチャントできるけど、それ以外の使い方を模も索さく中……」

　最初に偶ぐう然ぜんできた魔宝石から始まり、コツコツと同じ手順で数を増やしているが、使い道は全く決まっていない。

　一度ギルド【ヤオヨロズ】の【付加エンチヤント】系センス持ちにエンチャントの協力を頼んだ。

　どの規模のスキルがエンチャントできるか調べてもらった結果、上級スキルはエンチャントできなかったが、中級スキルは《技スキ能ル・付エンチ加ヤント》ができた。

　中級スキルをエンチャントする場合だと、魔宝石よりも【隕いん星せい鋼】で作る総金属製の矢の方が、手間や素材コストで優すぐれている。

「えー、これをマジックジェムにしないの？　投げて爆ばく発はつさせないの？」

「いや、できるけど……単純にダメージを与えるだけなら【エクスプロージョン】より複数の【ボム】のマジックジェムを投げた方が連鎖チエーンボーナス込こみのダメージが高いんだよ」

　俺がそう答えると、ミュウは少し不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませる。

「じゃあ、いよいよ何に使うの？」

「だから、それを模索中なんだよ。使うとしたら、【大地属性才能】のセンスのレベルを上げて、新しいスキル取得したらかな」

　土魔法の新しいエンチャント候補としては、防御系の【ストーンウォール】と拘こう束そく系の【サンドバインド】、支し援えんＭＯＢの召しよう喚かん系である【サモン・リトルゴーレム】などだろう。

　それ以外の範はん囲い系や高威い力りよく魔法は、エンチャントしたアイテムを起点に発動するので無差別全方向に攻こう撃げきが散る可能性がある。

「じゃあ、そうしたスキルがエンチャントできるようにレベリングしようね！　楽しみにしているよ」

「はいはい。【調教】センスのレベルも上げてるから期待しないでくれよ」

　俺は、苦く笑しようを浮うかべながら、また一つ魔宝石を完成させる。

「ほんと。これだけ大きいなら、前に作った【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】？　みたいな素材に使えそうだし、魔法のエンチャントだって二種類込こめることもできそうだよね」

　その作業を見み詰つめているミュウが何気ない一言をぽつりと呟つぶやき、俺は作業の手を止めて、ミュウを見詰め返す。

「え、えっと……なに、ユンお姉ちゃん？」

「やっぱりミュウは、いい生産職になれたかもしれないな。ミュウの言った可能性を考えてなかった。早さつ速そく、アイディアを試ためさせてもらうな」

　俺は、三種類のアイテムを合成する合成陣じんを取り出し、その上に素材を並べる。

　一定レベル以下の魔法攻撃を無効化する【魔除けの結界片】のレシピは、銀の金属片と聖水、宝石を三種合成して作った。

　その発展系として、シチフクたちに贈おくったルアーを作る時に残ったミスリルの金属片、聖水、魔宝石を合成陣に置き、【合成】スキルを実行する。

　その結果──





　魔除けの結界石【消しよう耗もう品】

　上級魔法無効（回数：１）






「よし、完成した」

「わぁ……本当にできちゃった」

　ミュウだけではなくタクたちもこちらの様子を見詰めてくる中で俺は、上級魔法を防ぐ【魔除けの結界石】を完成させた。

　そして、完成した【魔除けの結界石】をミュウに預けて、新たな魔宝石を手に取る。

「そうだな。魔法スキルだけじゃなくていいか。《技スキ能ル・付エンチ加ヤント》──ストーンウォール、ミミクリー！」

　俺は、土魔法の【ストーンウォール】と【潜伏】センスで取得する擬ぎ態たいスキル【ミミクリー】を一つの魔宝石に封ふうじ込め、マジックジェムを作成する。

《技スキ能ル・付エンチ加ヤント》で発動させるアイテムのキーワードは、こちらで設定できる。

　今回は、二つのエンチャントされたスキルを同時発動させるために、キーワードを【ミミクリー・ウォール】にしておこう。

「よし、試すか。──【ミミクリー・ウォール】！」

　地面に設置した魔宝石のマジックジェムを起点に、石いし壁かべが迫せり上がり、少しずつ周囲の景色に擬態して草色に染まる。

「おおっ！　二種類のスキルを同時に発動できるって凄すごいね！　もう別物のスキルだよ！」

「そんな大したものじゃないって」

　だが、スキルの組み合わせによって、オリジナルスキル扱あつかいになるかもしれない。

　セイ姉ねぇの【遅ち延えん】センスによる魔法のストックからの一いつ斉せい掃そう射しやにより、下級魔法スキルを同時に大量に放つことで上級魔法にも匹ひつ敵てきする火力を得ている。

　また、コハクとリレイのように、放つ魔法の相乗効果で威い力りよくを増すこともある。

　魔宝石のマジックジェムは、同時発動のタイミングをコントロールしやすいので、エンチャントするスキルの組み合わせで思わぬ効果が生まれるかもしれない。

【マッドプール】と【サンドバインド】で行動阻そ害がいと砂の拘束による強力な足止め。

【サモン・リトルゴーレム】と【ミミクリー】でプレイヤーに擬態する身代わり人形。

【エクスプロージョン】と【エクスプロージョン】で中級魔法の同時行使による多重爆ばく破は。

　スキル同士の相あい性しようやマジックジェムの性質上、有用な組み合わせは少ないだろうが、それでも【隕星鋼】の矢にはない新たなアイテムの可能性が見えた気がした。

「色々と試すには、魔宝石の数が足りない。でも、ありがとう。ミュウのお陰かげで新しいアイテムができたよ」

　俺がミュウにお礼を言うと、ミュウは満面の笑えみを浮かべてこう答える。

「役に立てて嬉うれしいよ。それじゃあ、ちゃんと素材が揃そろった時に色んなスキルで実験できるようにレベリングしようか！」

「そうだな。もう少しレベリングしておかないとな」

　俺がそう答えると、様子を見ていたタクが軽く手を叩たたく。

「と、いうことで休憩終しゆう了りようだ。ユンがやる気になったこの機会を逃のがすなよ！　今日はガッツリとレベリングするから台地じゃなくて、もう少し島の中心に踏ふみ込むぞ」

「うへっ……早まったかな」

　新しい素材とスキルの可能性に喜びに、俺のレベリングへのモチベーションが上がった。

　だが、そのために忙いそがしく戦せん闘とうするよりも、のんびりしたいという気持ちになる。

　俺は、再びザクロを《憑ひよう依い》させ、台地の奥に見える密林では、リゥイの機動力を活いかせないので《送そう還かん》して召喚石に戻もどして進んでいく。

　台地から密林に入ると、出現する敵ＭＯＢの種類も変わる。

　木々を縦横に跳とび回って魔法を放ってくる大おお猿ざる──シャーマン・コング。

　蔦つたと消化液を放って攻撃を仕し掛かけてくる食人植物──キラー・ネペンテス。

　巨きよ大だいな三本角を生やした大きな甲こう虫ちゆう──アトランティス・ビートルなどが現れる。

　俺たちは、すぐに敵ＭＯＢの対応を覚え、それからは再び作業になる。

　全員がレベリングの戦闘に慣れて飽あき始めた頃ころ、一体の敵ＭＯＢが現れる。

「おっ、大きい亀かめだな。陸りく亀がめ型ＭＯＢなのかな」

　人一人が座れそうなほど大きな甲こう羅らを持つ陸亀型ＭＯＢがのっそりと俺たちの目の前を歩き、近くの椰や子しの木の樹皮や低木の草木を食べている。

　俺たちが近づいても戦闘行動を取らない様子を見ると、ノンアクティブＭＯＢのようだ。

「エメファンド・タートル。ユン、運がいいな」

「運がいい？」

「この孤こ島とうのＭＯＢは、アクティブよりもノンアクティブの方が強いんだ。だから、経験値のいいＭＯＢだぞ」

　プレイヤーと遭そう遇ぐうしたら敵対行動を取るアクティブＭＯＢよりも、こちらのタイミングで先制攻撃を仕掛けやすいノンアクティブＭＯＢの方が、総合的なステータスが高い。

　そして、ステータスの高さに比例して、戦闘による経験値も美味おいしくなる。

　タクに戦闘することを勧すすめられて、黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみを構える。

　それに対してエメファンド・タートルは、無む警けい戒かいに首を伸のばして、クリッとした円つぶらな瞳ひとみで俺たちを見詰めてくる。

「うっ、ううっ……」

　俺は、構えた黒乙女の長弓をゆっくりと下ろして、眉まゆ尻じりを下げた表情でタクに訴うつたえる。

「無理、攻撃できない。愛あい嬌きようがあって可愛かわいいから倒たおすよりも餌え付づけして、甲羅を撫なでたい」

　エメファンド・タートルの気の抜ぬけたような表情と円らな瞳がなんとも愛らしく、そして非常にゆっくりと動く姿にいじらしさを感じる。

　そんな俺にタクが呆あきれつつも認め、俺に便乗してトウトビとマミさんもエメファンド・タートルを囲むように集まってくる。

「……ユンさん。私も餌付けしたいです」

「わ、私も、私も一いつ緒しよに」

「じゃあ、色んな食べ物を与あたえてみようか」

　俺は、さっきの台地で採取したばかりの多肉植物の葉っぱや料理に使う野菜や果物をインベントリから取り出して、エメファンド・タートルの目の前に差し出してみた。

『ギュゥー、ギュゥー』

　ゆっくりと口を開けて顎あごで嚙かみ砕くだき、吞のみ込むと、催さい促そくするように低い鳴き声を上げる。

「可愛いなぁ。けど、意外と嚙む力が強いんだな」

「そりゃ、ノンアクティブでも敵ＭＯＢだからな。嚙み付き攻撃は結構痛いぞ」

　俺がぽつりと呟くと、タクがそんな無ぶ粋すいなことを言ってくるので聞き流す。

　俺とトウトビ、マミさんが交代で餌付けしたり、頭や背中の甲羅を撫でると、嬉しそうに鳴いてくる。

「ユンお姉ねえちゃん、いいなぁ。私も触ふれ合いたい」

「別に嚙んだりしないから来ていいぞ」

「ほんと!?　やったぁ！」

　俺は、エメファンド・タートルと触れ合っていた場所をミュウに譲ゆずると、ミュウが餌付けの果物を片手に持ちながら、背中の甲羅を撫でる。

「おおっ、すべすべでひんやりして気持ちいい。ルカちゃんやヒノちゃんたちも一緒に撫でようよ！」

　ルカートたちを誘さそうミュウだが、また今度という風に遠えん慮りよしつつ、周囲から敵ＭＯＢが襲おそってこないか警戒してくれる。

　そしてタクたちの方では、タクとケイも周囲を警戒する中、ガンツが触れ合いたそうにソワソワしているが……

「ガンツは、ダメです」

「なんで!?　俺だって、でっかい亀に触さわりたいぞ！」

　幸せそうな表情でエメファンド・タートルを撫でているマミさんが振ふり返ると、スッと周囲の温度が下がると思うほどに冷たい表情でガンツを見詰めている。

「あんたが調子に乗ってＭＯＢに触りすぎてダメージを与えて敵対したことがあるでしょ」

　ミニッツが呆れ気味に指し摘てきした通り、ガンツの所持する【格かく闘とう】センスは、素す手での状態でダメージ判定を発生させる効果がある。

　そのため、ガンツがノンアクティブＭＯＢに触れると攻撃されたと判断されて、折角餌付けして仲良くなり始めたのに、敵対状態になる可能性がある。

　それに以前、マミさんのペット代わりとして用意した合成ＭＯＢであるウィンド・ジェルを素手で突つきすぎて、うっかり倒したこともあるのだ。

「そんな殺せつ生しようなぁぁっ！」

　ガンツの咆ほう哮こうが密林に木霊こだまするが、いつものことなのでみんな大体スルーしつつ、エメファンド・タートルを愛めでる。

　そんなふとした瞬しゆん間かんの休きゆう憩けいの中、疑問に思ったのかタクが訊きいてくる。

「そうやって餌付けするのはいいけど、そんなことやってると倒せなくなるぞ」

「ううっ、ホントそうなんだよなぁ」

　ノンアクティブＭＯＢの餌付けなどによる友好関係の構築は、一部の層で知られている行動だ。

　特定アイテムを渡わたすことで、そのＭＯＢ固有のレア素材などと交こう換かんしてくれるなどのパターンがあるが、愛着が湧わきすぎて倒しづらい時がある。

　それに──

「前に、事故で友好状態のウィル・オ・ウィスプと戦闘して倒したことがあるけど、罪悪感が半はん端ぱなかった。あと、友好度みたいなものは変わらず引き継つぐらしい」

「おっ、友好度の引き継ぎはリセットされないんだ。それはいい情報かもな」

　ただ、うっかり事故で倒してしまった罪悪感の後に、リポップしたウィスプが普ふ段だんと変わらず嬉しそうに俺の周りを回り始めるのを見て、なんとなく微び妙みような気持ちになった。

　その時のことを思い出して、少し遠い目をしていた俺だが、軽く頭を振って意識を戻す。

「さて、俺のワガママを聞いてくれて悪かったな。またレベリングに戻ろうか」

『ギュゥー、ギュゥー』

　俺は、最後にエメファンド・タートルの頭を一撫でして、休憩を切り上げる。

　その際に、嬉しそうな鳴き声を上げて俺の手に頰ほお擦ずりするエメファンド・タートルに名残なごり惜おしさを感じつつ、レベリングを再開するのだった。




　　　　●




　台地から密林に場所を移して、レベリングしている俺たちだが、流石さすがに飽きてきた。

【調教】センスと【魔ま法ほう】系センスを重点的に鍛きたえる戦い方に慣れてきて、戦闘が最適化していくにつれて、互たがいの口数が少なくなっていく。

「ユン、センスのレベルは、どんな感じだ？」

　タクに訊かれたので、センスステータスを確かく認にんしたところ、装備中の戦闘系センスのレベルがどれも上がっている

「えっと……【大地属性才能】も30になって新しいスキル習得した。あと、やっと【調教】センスのレベルが50になったな」

　新たに取得した土魔法スキルは、《サンドバインド》と《サモン・リトルゴーレム》の二種類である。

　また、土属性の上級魔法スキルの取得条件のレベルにも到とう達たつしたが、もう一つの条件である魔法の使用回数という条件に引っかかっているので、しばらくお預けである。

　そして、俺の目的である【調教】センスのレベルが一定以上になったために、上位センスの【調教師】に成長させることができる。

「よし、これで【調教師】センスと新しい調教スキルが手に入った」

【調教師】のセンスは、使し役えきＭＯＢへのステータス補正の上じよう昇しようの他ほかに《簡易召しよう喚かん》というスキルを習得した。

　通常の《召喚》だとＭＰの最大値をコストに使役ＭＯＢを呼び出して戦闘に参戦させられる。

　それに対して《簡易召喚》は、ＭＰを支し払はらって一時的に召喚する使役ＭＯＢに設定されているスキルが行使されるというものだ。

　簡単に言えば、某ぼう有名なＲＰＧの召しよう喚かん獣じゆうの使い方と言えるだろう。

「リゥイとザクロの《簡易召喚》かぁ。どっちもレアな使役ＭＯＢだから気になるかも。ユンお姉ちゃん、新しいスキルを見せてよ！」

　ミュウの言葉に、全員の興味が集まる。

「分かった。ザクロ、憑依解除。それと──《送還》！」

『きゅぅ～！』

　俺の胸むな元もとからスルリと抜け出し、憑依状態を解除したザクロが召喚石に戻り、俺はそれを手に取る。

「じゃあ、まずは、リゥイからかな。《簡易召喚》──リゥイ！」

　俺の呼び掛かけに合わせて、インベントリから取り出したリゥイの召喚石が一瞬輝かがやき、白い粒りゆう子しが半はん透とう明めいな一角獣ユニコーンの姿を形作る。

《簡易召喚》によって呼び出した使役ＭＯＢは、ＨＰもない非攻こう撃げき対象となるらしい。

《簡易召喚》で呼び出したリゥイは、頭を上げて嘶いななき、頭部の角に光を集めると、俺の周囲に白い光を降らせていく。

「うわぁっ……綺き麗れい。それにＨＰがちょっとずつ回復してる。リゥイの《簡易召喚》のスキルって回復系なんだね！」

「それだけじゃなくて、状態異常バツドステータス全ぜん般ぱんの継けい続ぞく回復と自動回復系のスキルみたいだな。実質、状態異常バツドステータス耐たい性せいを付ふ与よするようなものだな」

　ミュウが先さき程ほどの戦せん闘とうで負ったダメージが回復するのを確認し、タクも状態異常バツドステータス薬などで毒や呪のろいなどの状態異常バツドステータスを引き起こすが、リゥイの《簡易召喚》スキルで回復させられるのを確認している。

「リゥイ。あんまり活かつ躍やくできる場を用意できなくてごめんな。けど、これならどこでもお前を活躍させられるな」

　俺がそう呟つぶやき、半透明なリゥイの体を撫でると、嬉うれしそうに首筋を擦こすり合わせて、そして光の粒子となって召喚石に戻もどっていく。

　これまで地形や状じよう況きようによって呼び出し辛づらかったリゥイに新たな活躍の場が生まれたことを嬉しく思う。

「ねぇ、ユンお姉ちゃん。次はザクロ！　ザクロの召喚！」

「そうだな。《簡易召喚》──ザクロ！」

　こちらもレアな使役ＭＯＢである空くう天てん狐この《簡易召喚》に期待が高まる。

　だが、スキル発動の代わりに、メニューのメッセージが現れ──【空天狐の《簡易召喚》は、設定されておりません】と表示される。

「あ、あれ!?　ザクロに《簡易召喚》が設定されてない!?」

「通常の召喚に加えて《憑ひよう依い》状態があるからな。それに加えて《簡易召喚》の固有スキルがあると優ゆう遇ぐうすぎるから用意されなかったのかもな」

　冷静に分ぶん析せきするケイの言葉に俺は、がっくりと肩かたを落とし、楽しみにしていたミュウたちも落らく胆たんする。

「それじゃあ、とりあえず当初の目的は達成したけど、どうする？　もう少し【調教師】のレベリングするか」

「ちょっとレベリングには飽あきてきた～。少し休もうよ、遊び足りないよ！」

　レベリングが単調過ぎたことに対するミュウの言葉に、みんなが同意するように頷うなずいたり、苦く笑しようを浮うかべたりしている。

「俺も疲つかれたから適当にブラブラ歩きたいな。島の中央の素材とか採取したい」

「まぁ、このメンバーが集まってれば、そんなに遅おくれを取ることないし、最高の護衛だよな」

　俺の希望に、タクも苦笑を浮かべると、それに便乗してミュウとヒノが要望を口にする。

「はいはーい！　じゃあ、私は、島の中央に生えるフルーツを探したい！」

「ボクは、情報ソースが不確かな目撃情報のあるレアＭＯＢを探したい！」

　他にも噂うわさの絶景ポイントが見たいだとか、何番の【海かい賊ぞく王の秘宝】を取りに行きたいなど、今までレベリングで溜たまっていた欲よつ求きゆうが爆ばく発はつしたのか、次々とみんなから意見が飛び出してくる。

「全部はできないだろ。まぁ、ブラブラ歩くだけにするか」

　タクは、収拾がつかなくなりそうなので目的がないことを目的としながら、全員がワイワイと楽しみながら歩き始める。

　トウトビとガンツが密林の中を先行して歩き、危険を事前に察知する役割を担になう。

「おい、みんな来てくれよ！」

　そんなトウトビとガンツが何かを見つけたようだ。

「どうしたんだ……って、人？」

　最初に目にしたのは、地面に倒たおれているＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターであり、その格好には見覚えがあった。

「……この姿って、海賊ＮＰＣ!?」

　孤こ島とう上陸時に発生した海賊掃そう討とうクエストに出現した海賊ＮＰＣに服装が似ていた。

　ただ地面にうつ伏ぶせに倒れたままで、いかにも怪あやしい男を俺たちが囲むと、その背中辺りにメニューが現れる。





【空腹の海賊ＮＰＣがいます】──満腹度０％






「……とりあえず、満腹度を満たしてやれば、起きるってことか。ユン、頼たのむ」

「いや、なんで当然のように俺に料理を頼むんだよ、全く。まぁいいけど……」

　俺はインベントリに入れていたパンを取り出し、海賊ＮＰＣの近くに運ぶと、海賊ＮＰＣはガバッと起き上がり、俺からパンを奪うばい取って食べ始める。

「うめー！　久しぶりの飯だ！　もっとだ！　もっと無いのか！」

「あ、ああ……」

　パンを一個奪い取ったのに、まだ要求する図ずう々ずうしさに呆あきれつつ、満腹度20％回復するパンを５個ほど渡す。

　そして、渡したパンを食べて満腹度が[image: 100]％になると、話ができるようになったようだ。

「げっ、あんたらは、俺たちのお頭かしらを倒したやつらじゃないか」

「ああ、あのクエストが突とつ発ぱつ的に始まるのは、そういう風に話を繫つなげるためか？」

　俺たちは、腕うでを組んで海賊ＮＰＣを見下ろすと、海賊ＮＰＣが勝手に話を始める。

「俺は、あんたらと争う気はないさ。ところで相談なんだが──俺はな、沈しずむ船から抜ぬけ出す時に宝の地図を持ち出したんだ。そこであんたらに提案なんだが、俺は宝の地図がある。あんたらは戦う力がある。どうだい？　俺と一いつ緒しよに宝を探して、山分けしないか？」

　そう提案してくる海賊ＮＰＣだが、俺たちが思う気持ちは一つ。

「「「胡う散さん臭くさい……」」」

　この場にいるほぼ全員が同じことを海賊ＮＰＣに対して思う。

　関かかわっちゃ駄だ目めなタイプの相手からの提案だし、明らかに罠わなの匂においがする。

　そこで俺たちは、海賊ＮＰＣから離はなれて相談する。

「……どうします？」

　トウトビがみんなに訊きいたところ、皆みなが互いに顔を見合わせる。

「罠っぽいけど、クエストがあるってことだよね。それに上手うまくすれば【海賊王の秘宝】が手に入るかも！　行こうよ！」

　罠だと分かりつつも乗り気なミュウに皆が苦笑を浮かべ、タクがちらりと俺の方を見る。

　普段の俺なら、未知のクエストにはどうしても尻しり込ごみしてしまうし、心情的に海賊ＮＰＣが胡散臭いので関わりたくない。

　だが、ミュウやタクたちは、今日一日レベリングに付き合ってくれたのだから、こっちもみんなに合わせて付き合うつもりだ。

「俺は、受けてもいいと思う。ずっとレベリングばっかりだと飽きてただろ？」

「ユンお姉ねえちゃん、ありがとう！　海賊ＮＰＣの誘さそいに乗ろう！」

「ユン、今日はこれ以上レベリングができなくなるかもしれないけど、いいのか？」

　タクは、俺が賛成してくれたことに嬉しそうにしつつも一応訊いてくる。

「成長した【調教師】のセンスは、まだレベルが低いから一人である程度レベルを上げられるよ」

「まぁ、そうだな。わざわざ俺たちがレベリングの手伝いをする必要はないか」

　俺の説明にタクが納なつ得とくするが、もう一つ俺が受けようと思った打算的な理由もある。

「それに──ミュウやタクたちと一緒の方がクエストの突とつ破ぱ率りつが高そうだからな。多少の障害なんて強引に突破しそうだし……」

「任せて！　ユンお姉ちゃんのために、全部薙なぎ払はらってみせるから！」

　ミュウの言葉にみんなが小さく笑う中、俺たちは海賊ＮＰＣの誘いに乗る。

「旦だん那なたち、それじゃあ、俺がそのお宝のある洞どう窟くつに案内します」

　そう言って海賊ＮＰＣが案内する先は、島の中央に位置する火山に近い洞窟だった。

「俺の地図に描えがかれているお宝の場所は、ここらしいです。ささっ旦那方は、先に進んでください」

　洞窟の入口は、崖がけの窪くぼみの影かげが掛かっているので、【看破】などのセンスが無ければ見み逃のがしそうである。

「むぅ、暗い。……とりあえず、明かりを点つけるね。──《ライト》」

「私も打ち上げるわ。──《ライト》」

　ミュウとミニッツが光魔ま法ほうで光球を打ち上げ、入口から内部を明るく照らすと真まっ直すぐに洞窟が続いていた。

「これは、結構深いな。まぁ、進むか」

　トウトビとガンツを先頭に、二列に並んで進んでいく。

　ただ、全員が最さい後こう尾びを歩く海賊ＮＰＣを信用したわけではないので、タクとルカートが最後尾に回って警けい戒かいする。

　進んでいくと、徐じよ々じよに洞窟の床ゆかが石材に変わり、洞窟の広間に出る。

「あれは、なんだろう……」

　ミュウが呟き指差す広間の中央には、天てん秤びんが設置された台座があった。

「……不用意に触さわってはいけませんよ」

　トウトビが注意する中、手を伸のばそうとしたヒノとガンツが慌あわてて手を引っ込める。

「右の天秤には、黄金の悪あく魔ま像ぞうやな。めっちゃ悪あく趣しゆ味みやな」

「ふふっ、そして左の天秤皿には、山盛りの金貨ですか」

　目に血のような赤い宝石が埋うめ込まれた悪魔像の表情は、嘲ちよう笑しようを浮かべており、非常に不気味である。

　そして、もう片方の金貨は、俺たちが使用しているゲーム内通過としてのお金ではなく、何らかのアイテムのようなデザインである。

「ユンは、天秤の周りを【言語学】のセンスで調べてくれ。何か分かるかもしれない」

「分かった」

　俺は、天秤や台座の周りを見て回り、文字らしきものを見つけて【言語学】のセンスで読み取る。

「ヒントがあったぞ。──【欲よくを捨てたものだけが、俺の秘宝を手にする資格がある】って海賊王からのメッセージだ」

「普ふ通つうに考えれば、この天秤から必要以上にアイテムを持ち出したら、罰ばつがあるって感じだよな。昔やったアドベンチャーゲームに似た展開があったな」

　そんなことを呟くタクは、ひょいと躊躇ためらいなく左の皿から金貨一枚を手に取る。

「「「あっ!?」」」

　タクの突とつ然ぜんの行動に全員が驚おどろき身構えるが、天秤が僅わずかに揺ゆれるだけで何も起こらない。

「ほらな。何にもない。みんなも一枚ずつ金貨を取れよ」

「だからっていきなり取って、心臓に悪いぞ！　全く……」

　俺が全員の気持ちを代弁してタクに文句を言うが、実際にはなにも起こらなかったために俺たちは一枚ずつ金貨を手に取り、表と裏を見る。

　金貨の表には、女性の横顔が描かれており、裏面には中心に小こ粒つぶの宝石が埋め込まれ、その周囲に模様が描かれている。

「未達成の【海賊王の秘宝】の一部には、なんらかの重要アイテムが必要なやつがあるから、そのためのアイテムかもしれないな」

　タクがインベントリに仕し舞まい込んだ金貨──【海賊王の秘宝金貨】とそのフレーバーテキストを確かめながら話す言葉に、そういう海賊王の秘宝もあるのか、と納得する。

「確かに宝の地図ばかりに目を向けてちゃクリアできないかもな……」

【海賊王の秘宝】の目の前で重要アイテムが必要なことを知り、その後、孤島の中央付近まで辿たどり着き、金貨を手に入れて、もう一度【海賊王の秘宝】の在あり処かを訪おとずれる。

　そういう段階的な宝探しの設計がされているのかもしれない。

「さて、もうここには用はないし、帰るか」

　そう言って天秤に背を向けて帰ろうとした時、ガタンという音に全員が振ふり返る。

「お前ら、馬ば鹿かじゃねぇの!?　目の前にお宝があるのに取らないなんてな！」

　振り返った俺たちが見たのは、さっきまで存在を忘れていた海賊ＮＰＣが天秤の悪魔像を小こ脇わきに抱かかえ、もう片方の手で積まれた金貨を鷲わし摑づかみにしてズボンのポケットにねじ込んでいる姿だった。

「全員、出口に向かって走れ！」

　タクの言葉に反射的に走り出す俺たちだが、その直後、天秤の台座を残して、足元の床が崩ほう壊かいを始める。

「あかん、落ちる！」

「皆さん、先に行ってます！」

　床面の石材が崩くずれた下には、すり鉢ばち状の大穴が広がっており、最初にコハクとリレイが滑すべり落ちるようにして大穴の底に落ちていく。

「きゃっ!?」

「マミ、俺に摑まれ！」

　続いて、ケイとマミさんも落ち、トウトビとミニッツも回かい避ひした先の足場の崩ほう落らくに巻き込まれて落ちていく。

「みなさん、早く！」

　先に出口に辿り着いたタクとルカートが俺たちを誘ゆう導どうするが、俺とミュウ、ヒノ、ガンツの目の前の足場が崩落し、逃にげ道が断たれる。

「ユンちゃん、ちょっと我が慢まんしてくれ」

「へっ!?　なにする気だ！」

「ミュウちゃんも行くよ！」

「分かった、ヒノちゃん！」

　ガンツが俺に、ヒノがミュウにそれぞれ声を掛かける。

　ミュウは二人の意図に気付いたが、俺は分からず困こん惑わくする。

「いっくよ。はぁぁぁぁっ──！」

「ルカちゃん、摑まえて！」

　隣となりのヒノの大おお槌つちのヘッドにミュウが乗り、ヒノはミュウを押し出すように大槌を振るう。

　そして、空中に飛び出したミュウは、【立体制限解除】のセンスで空中を二歩、三歩と蹴けり、洞窟の通路で待つルカートの手を取り、摑まる。

「俺もやるぞっ！」

「えっ、何を……わ、ひゃぁぁっ！　──《ボム》！」

　続いて俺もガンツに押し出されるように投げられ、空中で手足をバタつかせるが、咄とつ嗟さに自身の背後で《ボム》の爆ばく発はつで加速して飛ぶ。

「ユン──おっと、危ねぇ！」

　勢いが足りずに洞窟の縁ふちまで届かないと思われたところでタクの方から手を伸ばされ、摑まえられる。

「ヒノ、それにガンツは!?」

「ボクらは大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「アイルビーバック！」

　ヒノとガンツは、俺たちを逃がして、残った足場の崩落と共に巻き込まれる。

　満足そうな笑えみを浮うかべた二人は、片手を握にぎり締しめて親指だけ立てながら、すり鉢状の大穴に滑り落ちていく。

「ちっ、全員落とすつもりで罠を引き起こしたのに、何人か生き残りやがった」

　俺たちをここまで案内した海かい賊ぞくＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターを見るといつの間にか鉤かぎ爪づめロープを投げて、洞窟の天てん井じようからぶら下がっていた。

　そして、広間の床面が全すべて崩くずれ落ちた後、今度は、逆再生するように穴に落ちていった散らばった金貨や石材が底から浮いていき、少しずつ元に戻もどる。

　そんなファンタジーな光景を目の前に、海賊ＮＰＣが語り掛けてくる。

「なぁ、あんたらも仲間を見捨てて、俺と手を組まないか？　さっきより人数が減ったからお宝の分け前が増えるぜ」

　下げ卑びた笑みを浮かべた海賊ＮＰＣに見下ろされる中、少しずつ床が元に戻り、穴が小さくなっていく。

　そして、俺たちは互たがいに顔を見合わせて──

「残念だけど、私たちは、お宝よりみんなを迎むかえに行く方が重要だから」

「海賊を利用することはあっても、手を組むことはありませんよ」

　そう言って、ミュウとルカートは、駆かけ出し、塞ふさがり始めた大穴に飛び込む。

「俺たちを罠わなに嵌はめたこと、絶対に恨うらむからな！」

「そういうことだ。それと、生きて戻ってきたら覚えてろ！」

　続いて、俺とタクも大穴に飛び込み、滑り落ちていく中、塞がり始めた大穴から海賊ＮＰＣの声が響ひびいてくる。

「馬鹿な奴やつらだ！　お仲間を追って全員落ちて行きやがった！　だけど、後のお宝は、俺が悠ゆう々ゆうと探してやるから安心しな！」

　海賊ＮＰＣの挑ちよう発はつ的な言葉が響く中、頭上の広間の大穴が塞がり、俺たちは長い穴の中を滑り落ちていくのだった。







　　　六章　ギミックボスと火口決戦







　長く、暗いスライダーのような穴を抜ぬけた先で、光が見えた。

「うわっ、とっとと……」

「ふぅ、到とう着ちやくか」

　穴から投げ出されて思わずよろめく俺とは違ちがいタクは、見事に着地する。

　着地した場所から俺たちが落ちてきた穴を見上げれば、手は届くが、逆走して元の場所に戻るのは難しそうだ。

　なにより、崩れた床ゆかが元に戻って、塞がっているだろう。

　そして、先に穴に落ちてきたみんなが俺たちの登場に振り返る。

「なんだよ。結局、俺やヒノちゃんが一人でも多く逃がそうとしたのに、結局全員がここに来たのかよ」

　頭の後ろで手を組んだガンツは、言葉とは裏腹に、楽しそうな顔で最後に来た俺とタクを見み詰つめる。

「あのまま海賊Ｎノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターと交こう渉しようしたって、結局また罠に嵌められそうだったからな。それで、ここはどういう場所なんだ？」

　タクがガンツに答えながら辺りを見回す。

　ミュウとミニッツが打ち上げた光球のお陰かげで明るいが、ここも洞どう窟くつのように見える。

「……私が途と中ちゆうまで調べましたけど、罠もアイテムもない一本道です」

「ただ、ここは暑いのよ」

　トウトビの報告にミニッツが呟つぶやき、手の甲こうで首筋を撫なでる。

　この洞窟は、密林よりも【炎えん熱ねつダメージ】の強度が高い場所で、水着装備とクールドリンクを飲んでいれば、【耐たい熱ねつ効果】によりダメージは防げるが、それでも不快感は強い。

「流石さすがに、この暑さは敵かなわんわ。はよ、脱だつ出しゆつしようや」

　コハクは、武器である扇せん子すを開いて、自身に風を送って涼すずもうとする。

「あー、コハクだけいいなぁ！　私にも風ちょうだい！」

「ボクの方にも風送って」

「ええい！　暑苦しいから離はなれんかい！」

　ミュウとヒノが扇子の風の恩おん恵けいに与あずかろううとコハクに抱だき付くので、コハクが振り払はらって、渋しぶ々しぶ二人にも扇あおいでいる。

「ふふふっ、美少女たちが汗あせだくになるのもマニアックでいいですが、流石に暑苦しいので行きましょうか」

「っと、その前に──ログアウトはどうだ？」

　全員が一本道の洞窟を歩き始める中、タクはメニューを開きログアウトを選せん択たくする。

「えっと──『このままログアウトによる脱出を行なうと【海賊王の秘宝金貨】が消失しますが、よろしいでしょうか』か。まぁ、そうだよなぁ」

　どうやら、そのままログアウトして、町やギルド、各拠きよ点てんなどのログインポイントからの再開による脱出では、アイテムを正式に取得できないようだ。

「ログアウトするとアイテムが消失する、ってことは、この先にいる何かをクリアしなきゃいけない、ってことですね」

　タクの言葉にルカートが改めて確かく認にんし、何らかのボスかギミックなのか分からないが、全員が気を引き締めて進む。

　じっとりと蒸し暑い一本道の洞窟を進んでいくと、すぐに外の光を見つける。

「あそこが出口か」

　先頭のケイが呟き、不意打ちされても受け止められるように盾たてを構えたまま進み、それに続いて俺たちも外に出る。

　そして、そこで見た光景に俺たちは、言葉を失う。

「……あー、まさか、ここまで運ばれてたのか」

　出口の穴から下を覗のぞき込むと真っ赤な溶よう岩がんがある。

　そして、上を見上げれば、穴の内ない壁へきを掘ほって作られた螺ら旋せん状の階段と無数の横穴が広がっており、頭上の大穴からは青い空が見える。

「……ここってどう考えても島の中心。火山の火口だよな」

「だな。だから暑いのか」

　溶岩の熱気が立ち上ってきたのか、と納なつ得とくすると共に、早くここから出たいという気持ちにさせられる。

「さて……登って脱出するか」

　内壁に作られた階段を上り、火口の出入り口を目指す俺たちだが、簡単には脱出させてもらえないらしい。

『──キュゥゥゥゥン！』

「ちっ、見み逃のがしてくれそうにないか！」

　頭上の岩がん壁ぺきの一部を破は壊かいして突とつ如じよとして現れたのは、鳥の胴どう体たいと羽を持つ空飛ぶ牡お鹿じかという合キ成メ獣ラ──ペリュトンというＭＯＢだ。

『──キュゥゥゥゥン！』

　甲かん高だかい遠とお吠ぼえのような声を上げると、背後から無数の赤黒い球を生み出し、そこから細い熱線が縦横に飛び交かい、火口の内壁の一部を壊こわしていく。

「ああっ、出口の階段が！」

　火口の内壁を掘って作られた階段が何ヶ所も壊され、途と切ぎれ、岩壁が溶岩の中に落ちる。

　溶岩に落ちた岩壁が、溶岩を繫つなぎとして互いに繫がり、黒っぽい浮うき島しまが誕生する。

「みんな、来るぞ！」

　背後の赤黒い球を消したペリュトンは、自身の影かげから無数の黒い人影を生み出し、階段の上下から迫せまってくる。

「取り巻きを召しよう喚かんするタイプか！　階段じゃ戦い辛づらい、浮島に飛び移るぞ！」

　そう言って、真っ先に溶岩に浮かぶ浮島に飛び移るタクにミュウたちも続く。

「くっ──《キネシス》！」

　俺は、最後まで躊躇ためらっていたが、上下の階段から迫ってくる黒い人影を見て、浮島に飛び移る。

　念動スキルで着地して振ふり返ると、背後から黒い人影が浮島に飛び移ってくる。

「全員、迎え撃うつぞ！」

「「「──了りよう解かい！」」」」

　タクの掛かけ声と共に、溶岩に浮うかぶ浮島の上で戦せん闘とうが始まる。

　黒い人影をタクやミュウたちが斬きり捨て、ガンツとヒノが投げ飛ばし、魔ま法ほう使つかいたちが魔法で人影の体に穴を穿うがつ。

　一いち撃げきで形を崩して消える人影だが、頭上を滞たい空くうしているペリュトンが翼つばさを広げて、遠吠えを響かせると、新たな人影が供給される。

「供給元のペリュトンに攻こう撃げきするぞ！　黒い人影を増やすモーションを妨ぼう害がいしろ！」

　二度目の黒い人影を殲せん滅めつし終え、タクの指示で全員がペリュトンに狙ねらいを定める。

「──《剛ごう弓きゆう技ぎ・山崩し》！」

　俺は、誰だれよりも早くに頭上のペリュトンに強弓の一撃を叩たたき込み、増ぞう援えん追加のモーションをキャンセルさせる。

「ナイス、ユンお姉ねえちゃん。はぁぁっ──《コンセンサス・レイ》！」

　複数の《ソル・レイ》を束ねたミュウの極ごく太ぶとの収束光線がペリュトンを吞のみ込み、ペリュトンの周囲が爆ばく発はつを引き起こす。

「まだよ！　一気に畳たたみ掛けるわよ！」

　だが、ここで攻撃の手を弛ゆるめず、コハク、リレイ、ミニッツ、マミさんが連続で魔法を放っていく。

「上空に居てもその距きよ離りなら、ジャンプすれば届く！　──《鬼おに狩がり蹴けり》！」

　螺旋階段を駆かけ上るガンツは、ペリュトンと同じ高さまで辿たどり着き、階段から跳ちよう躍やくしてペリュトンに蹴りを見み舞まう。

「まだだ！　──《裂れつ空くう拳けん》《紫し電でん落とし》《崩ほう壊かい掌しよう》！」

　空中にいるガンツが格かく闘とうアーツを連続で放ち、一撃毎ごとにミュウたちの魔法の余波で巻き起こった煙けむりを吹ふき飛ばし、ペリュトンの姿が露あらわになる。

　そして、打撃の反動で大きく距離を取り、ペリュトンから数段下の階段にガンツが着地する。

「なっ!?　ダメージを受けてない」

「ってことは……ギミックボスか！　全員、一度退いて態勢を立て直すぞ！」

　タクの言葉に、俺たちは、最初にここに落ちてきた洞窟の横穴を目指す。

　溶岩に落ちないように気をつけて足場の浮島から岩壁の階段に飛び移り、新たにペリュトンが呼び出した黒い人影をやり過ごして洞窟の横穴に逃にげ込む。

　黒い人影は、横穴のような暗い場所では存在が保てないために侵しん入にゆうできないようだ。

　また、ペリュトン自身も体格が大きいので穴に入り込むことができず、追撃はない。

「ふぅ……ＨＰが設定されてないギミックボスだとはな。ちょっと、現状分かってる情報を纏まとめるか」

　タクが音頭を取り、ギミックボスのペリュトンと周囲の火口の状じよう況きようを確認する。




・ペリュトンには、ＨＰが設定されていない。

・火口の中央に浮島がある。

・岩壁に作られた螺旋階段は所々破壊されている。

・岩壁には、横穴が無数に空いている。




「今のところ分かっている情報は、こんなものだけど、他ほかに何かあるか？」

「せやなぁ。ペリュトンって言うと、確か地中海にいるっていう怪かい鳥ちようやったっけ。それで、その影が人の形になって、人から影を奪うばうっていう特とく徴ちようがあったはずや」

　コハクの説明に、だからペリュトンの影から黒い人型の取り巻きが生まれたのか、と感心しつつ、原典のモチーフを上手うまくボスＭＯＢに取り入れているようだ。

「それで、結局、どうやってペリュトンを倒たおすんだ？」

　現状、分かっている範はん囲いの内容を互たがいに上げていくが、肝かん心じんの倒し方が分からない。

「必要な情報は出で揃そろってないけど、予想は付く。ガンツとトウトビちゃんには、確証を得るために頼たのみたいことがあるんだけどいいか？」

　そう言ってタクがガンツとトウトビに何かを相談すると、二人とも頷うなずく。

「おう、任せろ！　早さつ速そく調べてくる！」

「……分かりました。行ってきます」

　そう言ってガンツは、横穴から飛び出し、トウトビも【隠おん密みつ】センスの《シャドウダイブ》で影の中に潜せん行こうして何かを探さぐりに行く。

　足の速いガンツは、ペリュトンが攻撃するよりも早くに他の横穴に辿り着き、トウトビも影に隠かくれて見つからないように移動したようだ。

「よし、二人が戻もどってくるまで休むか」

「うーん。二人に任せて良いのかなぁ」

　俺は、モヤモヤとした気持ちを抱いだきつつ、待っていると、先にトウトビが帰き還かんし、続いてガンツも戻ってくる。

「タクの指し摘てき通り、横穴の中でギミックらしきものを見つけたぞ」

「……こっちは、打ち捨てられたオブジェクトを見つけて持ってきました」

　ガンツは、横穴で見つけたギミックをスクリーンショットに撮とってきて、トウトビは、そのオブジェクトを拾って持ってきたようだ。

「えっと、何かの機械的な装置とハンドル？」

　ガンツの撮ってきたスクリーンショットには、機械的なオブジェクトが撮さつ影えいされており、トウトビが持ち帰ったのは、円形の大きなハンドルだ。

　ハンドルの差し込み口と機械的オブジェクトの窪くぼみの形が一いつ致ちしているので、組み合わせて使うようだ。

「やっぱり、こういうのがあったな」

「なぁ、これって、結局どういうことなんだ？　なんか、ハンドルを回すみたいだけど」

　一人納得するタクに訊きくと、タクは今回のギミックボスのペリュトンの攻こう略りやく法の予想を口にする。

「多分、こういうギミックがこの火口内部の各所にあるんだ。そして、作動させると、火口内部の溶岩の位置が上じよう昇しようして、それに合わせて、浮島の位置が上がっていくんだ」

　タクが掌てのひらで浮島が押し上げられるように溶岩の位置の上昇を現す。

「あっ、なるほど。浮島を押し上げれば、壊された階段の上も探たん索さくできるのか」

「そうだな。そうやって、ドンドンと浮島を押し上げて一定の場所まで辿り着いたら、本格的な戦闘か、それともその地点にあるギミックで討とう伐ばつするのか」

　ギミックボス・ペリュトンの攻略には、ボスの攻撃を耐たえつつ、火口内部のギミックを探し出して作動させる能力が求められるだろう。

「そうだな。パーティーとしての機動性は、ミュウちゃんたちの方が高いからギミック発動は、ミュウちゃんたちのパーティーで俺たちがペリュトンを引きつける囮おとり役になるか」

　ボスの矢や面おもてに立つことに少し不安ではあるが、タクの判断は妥だ当とうだと思う中、ミュウが異議を申し立てる。

「えー、そんな面おも白しろそうな役割。私たちもやりたい！」

「いや、ミュウ……私たちもやりたいって……」

「だって、ギミック発動も重要だけど、ボスを倒すギミックは見つかってないでしょ？　ある程度ギミックが進行したらＨＰが出現する場合もあるんじゃないかな？」

　そうなった時、ギミック発動を任された結果、ボスとの行動パターンに慣れないままボス戦に入るのは、厳しいように感じたらしい。

「ミュウちゃんの言う可能性もあったか。ガンツたちはどう思う？」

「いいんじゃないか？　ただ、交代のタイミングでヘイトを上手く移す必要があるよな」

「そこは複数パーティーの練習ってことでいいだろ。相手にはＨＰが無いんだし、サンドバックにはちょうどいい」

　ガンツは楽しそうに同意し、ケイからは、中々に過激な台詞せりふが出てきた。

　ＨＰが無くてギミックで倒すようなボスもパーティーとして安定していれば、サンドバックに等しいのか、と若じやつ干かん遠い目をする。

「それじゃあ、ペリュトンを引きつける役割は、ギミック作動ごとに交代ってことで、もう少し細かい作戦を決めて再度挑いどむか」

　そうして俺たちは、互いに飛行ボスに対する連れん携けいや装備センスの確かく認にんなどを行ない、ギミックボスのペリュトンに挑むのだった。




　　　　●




「さぁ──作戦開始だ！」

　俺とタクのパーティーは、横穴から飛び出して中央の浮島に躍おどり出る。

「さぁ、俺たちが相手だ！　──《ヘイト・アクション》！」

　ケイがアダマンタイトの剣けんと盾たてを構えて、紫むらさきの波動を広げることでペリュトンのヘイト値を高め、注意を引きつける。

「足止めが目的だから《空ゾー間ン・付エンチ加ヤント》──ディフェンス、マインド、スピード！」

　俺は、全員に防ぼう御ぎよと速度上昇のエンチャントを施ほどこし、準備を整える。

「ミュウたち、行け！」

　そして、ペリュトンの注意がこちらに向いたところで、横穴から飛び出したミュウたちが、トウトビが見つけたハンドルを抱かかえて、昇しよう降こうギミックのある横穴を目指す。

『──キュゥゥゥゥン！』

　遠とお吠ぼえのような鳴き声を上げ、ペリュトンの影かげから無数の人影が湧わき出し、浮うき島しまの俺やミュウたちに襲おそい掛かる。

　ミュウたちが螺ら旋せん階段の前方や後方から迫せまる黒い人影を倒して駆け上がる中、浮島にいる俺たちも襲ってくる人影を倒して数を減らす。

「数は多いけど、一撃で消えるからそんなに面めん倒どうじゃないな。ガンツはどうだ？」

「こっちも問題なし！　ただ、リーチが短いから接せつ触しよく時に引っ搔かかれやすい！」

　黒い人影がガンツに殴なぐられる度たびに、黒い腕うでをゴムのように伸のばし、ガンツの体を引っ搔いている。

「ダメージ自体は小さいから自動回復で十分ね！　──《リジェネーション》！」

　そんなガンツにミニッツは、自動回復の魔法を掛け、迫る人影をメイスで殴り倒す。

「さて、俺もやるか」

　タク、ガンツ、それとミニッツが黒い人影を相手にする一方、ケイがペリュトンの敵対心を高めて注意を引きつけ、俺とマミさんが上空のペリュトンを攻撃する。

「はぁ──《エアロカノン》！」

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　黒い人影を出現させないように行動を妨ぼう害がいしつつ、ターゲットがミュウたちに向かわないようにヘイト値を維い持じする。

　だが、ミュウたちと役割を交代する時に、ヘイトを稼かせぎ過ぎるとミュウたちがターゲットを奪いづらくなる。

　普ふ段だんの敵ＭＯＢとは違ちがって、攻こう撃げきの調整が必要になってくる。

「ヘイトを稼ぎ過ぎた！　ユンとマミは攻撃を抑おさえろ！」

　ペリュトンの攻撃を受け止めるケイから細かな指示が飛ぶ。

　そして、攻撃を受け止められたペリュトンは、背後に赤黒い球体を浮うかべ、熱線を放つ準備をしている。

　本来なら、攻撃を加えてペリュトンの大おお技わざをキャンセルしたいが、ヘイトを稼ぎ過ぎるのもいけない。

　そんな状況で俺は、ペリュトンに手を翳かざす。

「《呪加カースド》──アタック、インテリジェンス！」

　俺は、ペリュトンにカースドを施すと、ペリュトンの周囲に暗色のオーラが降りる。

「やっぱり、思った通り」

　大たい抵ていのボスは、弱体や状態異常バツドステータス系のスキルはステータスが高いために簡単に抵てい抗こうされて失敗する。

　だが、ＨＰの設定されていないギミックボスのペリュトンは、ＨＰが設定されていない分、そうした弱体スキルの耐たい性せいが低いのではないかと思った。

　そして、その直後放たれた、熱線をケイが易やす々やすと盾で受け止め、ダメージを抑える。

『──キュゥゥゥゥン！』

「よし、今だ！」

　ペリュトンが嘶いななき、取り巻きの黒い人影を呼び出すモーションに入った時、ケイから合図が出る。

「いっけぇぇっ！」

　俺は、長弓に矢を番つがえ、頭上のペリュトンに向けて矢を放った。

　ペリュトンの胴どう体たいに矢が突つき刺ささった瞬しゆん間かん、頭がガクンと下がり、動きが鈍にぶくなる。

「よし、状態異常バツドステータスの矢も効くな！」

　先さき程ほどの予想通り、カースドによる弱体化だけでなく、状態異常バツドステータスにも耐性がないようだ。

　ＨＰが設定されていないためにダメージを与あたえる【毒】の状態異常バツドステータスや、予測不能な動きをする【魅み了りよう】や【混乱】、【怒いかり】の状態異常バツドステータスは使えない。

　だが、【麻ま痺ひ】【眠ねむり】【気絶】の状態異常バツドステータスならば、行動を妨害できる。

「タクさん、ギミック作動したよ！」

　ペリュトンが【眠り】で動きを止める間に、ミュウたちが一つ目のギミックを動かす。

　それに合わせて、火山の奥底から重低音が響ひびき、溶よう岩がんの嵩かさが増して浮島が上がっていく。

「おっ、結構揺ゆれるな。それにしても、溶岩の水位を操作するとか、ファンタジーだな」

　俺が火口の昇降ギミックを感心しながら眺ながめると、俺の放った状態異常バツドステータスの矢から回復したペリュトンが急降下して襲い掛かかってくる。

「ギミック作動中もペリュトンは、攻撃を止やめないか！」

　上空から急降下して鹿しかの蹄ひづめを叩たたき付けるように襲い掛かり、それをケイが盾を掲かかげて受け止める。

　そして、ケイに受け止められたペリュトンは、左右からタクとガンツの反撃を受ける。

『──キュゥゥゥゥン！』

　俺たちは反撃に成功し、ペリュトンは鳴き声を上げながら、火口の岩がん壁ぺきを蹴けるようにして反動を付けて、再び上空に駆かけ戻る。

　だが、ペリュトンの蹄の叩き付けをケイが受け止めたことで、衝しよう撃げきが溶岩に浮かぶ浮島全体に伝わり、足場が不安定に揺れる。

「おっ……これは、ちょっと厄やつ介かいだな。って、危なっ！」

　揺れる足場に俺は、その場でしゃがみ込んで耐えると、頭上から無数の熱線が放たれる。

　俺とミニッツ、マミさんは、近くにケイが居たためにケイの掲げた盾で守られるが、タクとガンツは、盾の範はん囲い外がいにいる。

「ぐっ、キツイ！　ミニッツ！」

　ガンツが不安定な足場の中でも転がるように熱線を避さける中、タクはその体で熱線を受け止め、耐える。

「ＨＰは、残り６割。大したことないな！」

「行くわよ。──《ハイ・ヒール》！」

　ミニッツが熱線を受けたタクに回復魔ま法ほうを使い、ＨＰを回復させる。

　その直後──

『──キュゥゥゥゥン！』

「なんだ!?　ぐっ──」

　ミニッツが回復魔法を発動させた直後、ペリュトンが吠ほえ、タクの足元の影が膨ふくれ上がって分ぶん離りし、上空のペリュトンの影と同化する。

「タクのＨＰが！」

　全快まで回復したタクのＨＰは、８割まで減っていた。

「……ミニッツ。もう一度回復」

「分かったわ。──《ハイ・ヒール》！」

　二度目の回復魔法による光がタクを包むと、その行動に合わせてペリュトンが吠えて、再びタクの影が分離して、ペリュトンの影と同化する。

「なるほど。回復行動時に反応するＨＰ吸収の特とく殊しゆ行動か」

　タクがメガ・ポーションを取り出して飲むと、再びペリュトンがＨＰ吸収を行なう。

　どうやら、回復したＨＰ量の半分を吸収されるらしい。

　ただ、ガンツに施したような《リジェネーション》などの自動回復効果には適用されないようだ。

「回復したＨＰを吸収されるなんて……それにその相手は、ＨＰのないボスって凄すごい不毛」

　俺は、そう呟つぶやきながら、再び黒い人影を召しよう喚かんしようとする動きに合わせて状態異常バツドステータス薬を合成した矢を放つ。

　そうして、浮島の上じよう昇しようが止まり、昇降ギミックのある横穴からミュウたちが出てくる。

「タクさん、交代だよ！　次は私たちの番！」

「ミュウちゃん。回復行動に反応してＨＰ吸収があるから注意な！」

「分かりました！　それじゃあ、特殊行動のモーションの時は、回復魔法を使って、行動の優先度を調べます！　はぁぁぁぁっ──！」

　火山の岩壁を駆け上がって空中歩行したミュウは、そのままペリュトンのいる高さまで跳ちよう躍やくし、そして斬きり掛かる。

「ターゲット奪うばうから。全力で行くで！　──《サンダー・ストーム》！」

　コハクが次々と攻撃を放つ中、リレイも同じようにペリュトンに攻撃を放つが、途と中ちゆうで攻撃の手を弛ゆるめる。

「ふふふっ、火山にいるからでしょうか。火属性に耐性があるみたいですね」

「だからって、手を抜ぬくんやないで！」

「効率的に動くだけですよ。──《フレイム・サークル》！」

　リレイは、ペリュトンに攻撃するよりも迫ってくる黒い人影を炎ほのおの環わを収束させた爆ばく発はつで一気に倒たおす。

「ふふふっ、私は黒い人影を消していくんで、攻撃はミュウさんたちに任せますよ」

「任されたよ、リレイ！　はぁぁっ、もう一回！」

　ミュウは、光球をばら撒まき放ちながら、再び壁かべを駆け上がってペリュトンに斬り掛かる。

　トウトビも投げナイフの投とう擲てきで攻撃を加え、ルカートとヒノは、後衛のコハクとリレイを守りつつ隙すきを見て、ペリュトンに遠えん距きよ離りアーツを放ち、ヘイトを稼いでいく。

　その様子を階段を登りながら眺める俺は──

「よし、俺たちも昇降ギミックを探すぞ！」

「ガンツ。その前に、黒い人影だけどな」

　先頭で階段を登るガンツにタクがそう指し摘てきする間にも、俺たちの進路を妨害するように取り巻きの黒い人影が階段の前後から現れて囲まれる。

「前はタクとガンツに任せた。俺は、後方から来るやつに対処する」

「後方を頼たのんだぞ！　ユンは【空の目】の暗視と【看破】で横穴の洞どう窟くつを調べてくれ！　ハンドルと昇降ギミックがあれば、操作を頼む！」

　矢や継つぎ早に下されるタクの指示を受けた俺は、素す早ばやく螺旋階段の横穴を確かめる。

「ここはハズレだ！」

「よし、次だ！　ミニッツとマミさんは、ペリュトンの黒い人影の召喚を妨害してくれ！　ただ、くれぐれも攻撃しすぎてミュウちゃんたちからターゲットを奪わないようにな」

「行動阻そ害がいなら──《エンゼル・リング》！」

「分かりました。──《エアロカノン》！」

　ペリュトンの黒い人影を呼び出す予備動作が見えたところで、ミニッツとマミさんが魔法を放つ。

　ミニッツの天使の輪がペリュトンを拘こう束そくして、動きを押し止め、マミさんの空気砲ほうが真横から叩き付けられる。

　それにより体勢を崩くずして高度を下げたペリュトンは、ミュウたちの攻撃を受け、一時的に動きが止まる。

「ハンドル見つけたぞ！」

「ペリュトンの動きが止まった！　今のうちに、昇しよう降こうギミックも探すぞ！」

　ギミックボスのペリュトンには、ＨＰは設定されていないが、ダメージを一定以上与えると、動きを止めるようだ。

　その間に、対たい峙じするプレイヤーは、ポーションなどで体勢を立て直したり、昇降ギミックを探して進めていくのだろう。

「あったぞ！　昇降ギミックだ！」

　俺は、回収したハンドルを昇降ギミックの窪くぼみに合わせて回す。

　長年放置されて錆さび付いたようにハンドルが重たく、硬かたい。

「くっそぉぉ。《付加エンチヤント》──アタック！」

　エンチャントで自身のステータスを底上げしてハンドルを回すと、下方から再び鈍い音が響き、溶岩に押し上げられて浮うき島しまが登ってくる。

「そろそろペリュトンが動き出す！　ターゲットを奪うために全力攻こう撃げきだ！」

『──キュゥゥゥゥン！』

　昇降ギミックが動くと共に、動きを止めていたペリュトンが甲かん高だかい遠とお吠ぼえを上げて行動を再開する。

「うるさい！　もう少し眠ってろ！」

　ダメージから復帰したペリュトンに対して、頭上から【麻痺】や【眠り】【気絶】などの状態異常バツドステータスの矢を放っていくと、やはり耐性が低いのか、空中で滞たい空くうしつつ頭だけは力なく下げて眠っている。

「……なんと言うか、シュールだな。けど、好都合だ！　ケイ」

「はぁぁっ──《ヘイト・アクション》！」

　浮島に飛び乗るケイが再び、紫むらさきの波動を放ち、眠るペリュトンからターゲットを奪う。

「それじゃあ、交代だね！　ユンお姉ねえちゃんとタクさんたちも頑がん張ばってね！」

　そう言って、俺たちが浮島に飛び移ると、ミュウたちが入れ替かわるように火口内ない壁へきの螺ら旋せん階段を駆け上がっていく。

「とりあえず、このルーチンで行けるところまで行けたら、あとは臨機応変に行くぞ」

「なぁ、それって結局、行き当たりばったりの無策ってことだろ」

　どこでどんな罠わなや特殊行動が仕し掛かけられているか分からないが、初見のボス──それもギミックボスが相手なら、手て探さぐりで進めていくのは仕方がない。

「そうとも言うな！　来るぞ！」

　状態異常バツドステータスから回復したペリュトンが俺たちを見下ろし、威い嚇かくのような鳴き声と共に、無数の羽を降らせて攻撃してくる。

「これなら、防げます。──《ウィンドシールド》！」

　ケイの掲げる盾たてに隠かくれたマミさんの張る風ふう壁へきの二重防ぼう御ぎよにより鋭するどい羽の攻撃を防いだ俺たちは、遠距離からの攻撃を再開する。

　変則的なギミックボスのペリュトンを引きつけ、その隙にミュウたちが昇降ギミックを作動させる。

　そうして、初見ながらも状じよう況きようを理解しつつ、一段階ずつ昇降ギミックが進んでいく。




　　　　●




　昇降ギミックが一段階ずつ進む毎ごとに、ペリュトンの攻撃が苛か烈れつになってくる。

　昇降ギミックが二段階目を過ぎたところで、黒い人ひと影かげの召喚が行なわれなくなった。

　その代わりに、赤黒い熱線や鋭い羽を無差別に広範囲に放ってくるので、ヘイト値を稼かせいでターゲットに集中しても流れ弾だまに当たることが多い。

　また──

「ちょ、そんなのありかよ！」

『──キュゥゥゥゥン！』

　甲高い鳴き声と共に、背後に浮うかべる赤黒い球体から熱線が放たれた。

　だが、その狙ねらいは、ヘイト値の高いプレイヤーではなく、周囲のフィールドである。

　熱線が火口内部の階段の一部を壊こわして瓦が礫れきが頭上から降り、足場の浮島を四分ぶん割かつに焼き切られた。

　そして、急降下したペリュトンが狭せまい足場で大暴れした結果、俺とタク、ミニッツの三人が溶よう岩がんに突つき落とされて即そく死しした。

「ユンお姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ！　ってうわ、ここまで溶岩が飛んできた！」

「だ、大丈夫。とりあえず、大丈夫……きついけど」

　溶岩に触ふれた場所から感覚がなくなる気持ち悪さにショックを受け、暗転した暗くら闇やみの中で【蘇そ生せい薬】の使用メニューが出たので『ＹＥＳ』を選せん択たくする。

　そして、気がつくと浮島の上に立っており、同じように溶岩に突き落とされて即死したタクたちも光の粒りゆう子しを少しずつ集めながら復活している。

「油断しなくても初見の行動はキツイな。即死するポイントだけ注意しないとな」

「それと、ＨＰも見なさい。追い打ちで倒れるわよ。──《ラウンド・ハイヒール》！」

　蘇生薬で復活した俺たちは、足元から膨ふくれ上がる影かげをペリュトンによって吸収され、折角【蘇生薬】で回復したＨＰの半分が奪われる。

　またペリュトンの体が黒い鳥の群れに変身して、プレイヤーを攫さらって高い位置まで持ち上げて、そのまま溶岩に落とそうとするなど、中々に苦戦を強しいられる。

　不安定な足場と即死の溶岩、激しいペリュトンの無差別範はん囲い攻撃を搔かい潜くぐり、俺たちは昇降ギミックを一段ずつ上げていく。

　その激戦の中で、俺たちは最適な行動を取ることができずに幾いく度どとなく溶岩に突き落とされ、蘇生薬で復活を繰くり返す。

　そして──ついに昇降ギミックを５回起動させた俺たちは、ペリュトンとの戦いに終わりが見えた。

「みんな！　ペリュトンにＨＰが出たよ！」

「よし、ここからが本番だ！　いくぞ！」

　今までＨＰが存在しなかったペリュトンがここに来て、ＨＰバーが出現し、ダメージを与あたえられるようになった。

　回かい避ひを主体とするミュウたちが溶岩に浮かぶ四つに分割された浮島の上で戦い、俺たちは、螺旋階段を登り、ペリュトンの側面から攻撃を加えていく。

「ほらほら、私たちが相手だよ！　──《ソル・レイ》！」

　ミュウたちは、不安定な四分割された足場を飛び移り、ペリュトンを翻ほん弄ろうしつつ、ダメージを稼いでいる。

「はぁぁっ──《ソニック・エッジ》！」

「うぉぉぉぉっ──《虎こ狼ろう砲ほう》！」

　タクが二本の長ちよう剣けんを振ふって飛ぶ斬ざん撃げきを放ち、ガンツが空気を殴なぐる拳けん圧あつで遠距離から攻撃を加える。

　ペリュトンの攻撃も苛烈であり、何度も俺やミュウたちが溶岩に落とされ、その度たびに復活するが、ダメージが通る今はペリュトンのＨＰ自体は多くない。

　そして、ペリュトンのＨＰが残り１割を切ったところで変化が起こる。

「くっ、急にダメージが通らなくなった！」

「クソッ、あと少しなのに」

　攻撃も魔ま法ほうも状態異常バツドステータスも一いつ切さい通らずに、更さらに激しさを増すペリュトンの攻撃は、ほぼ無差別に俺たちを襲おそう。

「ギミックボスって側面は、まだ続いてるってことか！」

「タクさん、ペリュトンが現れた横穴を調べて！　きっとそこにヒントがあるから！」

　ミュウが声を張り上げ、俺たちが岩がん壁ぺきの螺旋階段に面する唯ゆい一いつの横穴であるペリュトンが登場する際に壊した大穴を見上げていると──ソレが起きた。

『──キュゥゥゥゥン！』

「今度は、どんな行動だよ！」

　俺はタクたちと螺旋階段を駆かけ上がりながら、ペリュトンの動きを注視する。

「ユン！　ペリュトンは、ミュウちゃんたちに任せて、次のギミックを探すぞ！」

「分かった！」

　タクからそう声を掛けられた俺は、今できることをするために螺旋階段に一歩踏ふみ出す。

　そして、横目でミュウたちに急降下するペリュトンが見え、下方から悲鳴が聞こえて足を止める。

『──キュゥゥゥゥン！』

「──コハク！　リレイ！」

　螺旋階段から覗のぞき込む下方では、急降下したペリュトンが、四分割された浮島の一つに蹄ひづめを叩たたき付けるように降り立つ。

　着地の衝しよう撃げきでコハクとリレイの乗る浮島が沈しずみ、溶岩に投げ出される。

　また浮島を打ち付けた衝撃で溶岩が波打ち、他ほか三つの浮島も激しく揺ゆれる。

　そして、悠ゆう然ぜんと溶岩の上に立つペリュトンが黒い波動を放ち、浮島の上に乗るミュウたちを弾はじき飛ばす。

「きゃぁぁぁっ！」

「──ミュウ！」

　ミュウたちのパーティーが僅わずかな間に全員が溶岩に突き落とされて全ぜん滅めつしたのを見た。

『──キュゥゥゥゥン！』

「これは、不味まずい。ターゲットがこっちに移った！　ペリュトンが来るぞ！」

　勝ち誇ほこるようにペリュトンが甲高い遠吠えを上げる中、タクが呟つぶやく。

　先さき程ほどまでミュウたちがペリュトンを引きつけるためにヘイト値を稼いでいたが、プレイヤーが倒たおれるとヘイト値は、リセットされるのだ。

　その理由は、【蘇生薬】や蘇生スキルなどで復活した直後、ヘイト値が維い持じされたままだと即そく座ざにターゲットにされてしまい、起き攻せめのような状態になるのを避さけるためだ。

　そして、先程までターゲットを集めていたミュウたちが全滅したことで、もう一つのパーティーである俺たちの方にペリュトンの意識が向く。

『──キュゥゥゥゥン！』

　翼つばさを羽ばたかせ、空を駆けてくるペリュトンが階段を駆け上がる俺たちを追ってくる。

「俺が時間を稼ぐ、先に行け！」

　溶岩に落とされたミュウたちは、浮うき島しまの上で蘇生した後、ペリュトンのターゲットを奪うばおうと攻撃を放っているが、奪い返すほどヘイトを稼げていない。

　そのために螺旋階段の途と中ちゆうでケイが立ち止まり、ペリュトンを迎むかえ撃うつ体勢を取る。

「分かった！　任せた！」

　マミさんは、一人ペリュトンと相対するケイを心配そうに見み詰つめていた。俺たちは、ペリュトンが開けた横穴を目指す。

　そして、横穴に飛び込むとそこには、地面に設置されたレールと旋せん回かい式の大たい砲ほうが一機。それと緋ひ色いろに輝かがやく特とく殊しゆ砲ほう弾だんの詰つめられた古い木箱が残されていた。

　壁かべに描えがかれた絵から推測するに大砲は、火薬式ではなく、魔法を大砲後部の穴に叩き込んだ爆ばく発はつ力で砲弾を飛ばすようだ。

　なんだか、そんなところもファンタジーである。

　ただ、一応火薬式の運用があるらしく、ミスリルの砲弾の隣となりには火薬があり、壁には松たい明まつが灯ともっていた。

「これでラストアタックを決めろ、ってことか」

　一いつ瞬しゆんでその状況を読み取ったタクだが、螺旋階段の下方からは、ペリュトンの甲かん高だかい鳴き声が聞こえ、見下ろすと、倒れ伏ふすケイが見える。

「ちっ、もう追ってきやがった！」

「次は俺が時間稼ぎする！　タクたちはその間、準備してくれ！　──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢や》！」

　俺は一人、螺ら旋せん階段の縁ふちに立ち、下方から迫せまるペリュトンに向けて矢を降らせ、ヘイト値を稼ぐ。

　その隙すきに、タクたちが横穴に入り込み、タクとガンツがレールの上に乗る大砲を押して、動かし、ミニッツが木箱から砲弾を運び、マミさんが大砲発射のための魔法を準備している。

「絶対にケイの仇かたきを取ります！　許しません！」

「ただ、時間稼いでくれただけで、ちゃんと蘇生薬で復活してるぞ」

　若じやつ干かん、目の据すわったマミさんにそう声を掛けるが、聞こえていない。

　そして、上部に逃にげてきた俺たちを追ってペリュトンが迫る中、俺は、横穴よりも更に上方に続く螺旋階段を駆け上がりながら、ペリュトンに散発的な攻こう撃げきを繰り返す。

「ちょっと！　その前に、ユンちゃんが、ユンちゃんは大丈夫なの!?」

　タクが大砲を準備する一方、ミニッツが時間稼ぎで階段を駆け上がる俺を心配そうに見詰めてくる。

「平気だ。ユンの奴やつは、異常なまでに防ぼう御ぎよに傾けい注ちゆうしてるんだ！　ケイのような壁役タンカーにはならないが、回かい避ひ盾たての代役くらいはできる」

　タクがそう評価を下す一方俺は、接近してきたペリュトンに対して、弓では攻撃の出が遅おそいために戦せん闘とうスタイルを切り替かえる。

「ザクロ！──《召しよう喚かん》《憑ひよう依い》！　《付加エンチヤント》──ディフェンス、マインド、スピード！」

『きゅっ！』

　ザクロを呼び出すと共に、自身に憑依させる。

　ペリュトンが放つ鋭するどい羽の攻撃に対して、防御はザクロの三さん尾びの尻しつ尾ぽに任せ、散発的に魔法を放つ。

『──キュゥゥゥゥン！』

「これでどうだ！」

　鋭い羽の発射などの遠えん距きよ離り物理攻撃には、ザクロの尻尾による自動防御。

　赤黒い熱線などの魔法攻撃には、【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】などの防御アイテムを駆く使しして、俺は耐たえる。

　時折、体を掠かすめる攻撃に対して、メガ・ポーションで一気に回復する。

　そして──

「ヤバイ！　──《ストーンウォール》！」

　ペリュトンが牡お鹿じかの角を赤熱させ、俺に向かって突とつ進しんしてくる。

　俺は、階段の縁に石壁を生み出し、その陰かげに隠かくれる。

　そして、空中を駆け出すペリュトンの赤熱した角が石壁を突つき崩くずし、背後の岩壁も破は壊かいされて、濛もう々もうと煙けむりが立ち込める。

　そんな壊こわされた石壁の陰から階段を駆け下りる影にペリュトンは、反射的に頭を振って追撃を掛ける。

　その人ひと影かげは、ペリュトンの牡鹿の角に引っ掛かり、螺旋階段から火山の中心に投げ落とされる。

『ユンお姉ねえちゃん！』

　螺旋階段を駆け上がって追い掛けてくるミュウたちが溶よう岩がんに向かって落ちていく人影を目撃し、ミュウがその人影に向かって声を上げる。

「──残念だったな。《サモン・リトルゴーレム》と《ミミクリー》を組み合わせた囮おとりだよ！」

『──キュッ！』

　ペリュトンの下方から黒い尻尾がヌッと伸のびていき、ペリュトンの体に巻き付き、ザクロの三尾の力を借りて、ペリュトンの背に飛び移る。

【魔宝石】の活用法として、閃ひらめいた二重エンチャントのマジックジェム。

　その副産物として、覚えたばかりの支し援えんＭＯＢ召喚の土魔法《サモン・リトルゴーレム》と隠おん密みつスキル《ミミクリー》を組み合わせた囮である。

　ぶっつけ本番で囮人形を用意した俺は、同じく隠密スキルの《シャドウ・ダイブ》で壁裏の影かげに入り込み、ペリュトンが接近したらその影に移った。

　囮人形の俺をよくよく見れば、憑依したザクロの耳や尻尾までは真似まねできていない不完全なものだが、それでもペリュトンを騙だますことはできた。

「よくも散々溶岩に落としてくれたな。絶対にやり返す」

　ペリュトンの背中に乗る俺は、憑依したザクロの尻尾で体を固定し、右手に鍛か冶じや細工で使う【隕いん星せい鋼】のハンマーを握にぎっている。

　そして反対の手には、同じく隕星鋼製の総金属の矢が逆手で握られている。

「まずは──１本！」

　俺は、矢の先せん端たんをペリュトンの背中に押し当て、その矢羽根の部分をハンマーで叩き、一気に体の奥に矢を突きたてる。

『──キュゥゥゥゥン！』

　上空から攻撃してくるペリュトンが死角である背中に受けるダメージに体を捩ねじって、俺を振ふり落とそうと暴れる。

　だが、ザクロの尻尾で俺とペリュトンが固定されているので、上手うまく振り落とせない。

「この程度の暴れ具合！　鞍くらなしのリゥイよりまだ甘い！」

　そう言って、２本目の矢を背中に突き刺すとペリュトンは、更さらに激しく暴れる。

　３本目も背中に深く突き刺し、インベントリから４本目の矢を取り出したところでペリュトンが岩壁に背中から体当たりするように俺を振り落としに掛かる。

　俺は、咄とつ嗟さにザクロの尻尾の拘こう束そくを解き、そのまま落下していく。

「──《キネシス》！」

　落下の勢いを軽減する念動スキルを連続で使うが、落下角度が悪く、このままでは溶岩に飛び込むことになる。

　そんな俺を救ったのは、真横から攫さらうように俺を空中で摑まえて、勢いのまま反対側の階段に降り立ったミュウだった。

「ユンお姉ちゃん、無茶しすぎ！」

「あはははっ、ミュウ、悪い」

　そして、度たび重なる至近距離からの直接、矢を突き刺す暴挙にペリュトンのヘイトは、俺に向き、俺と一いつ緒しよにいるミュウにも向いている。

「発射の準備ができたぞ！　照準は、よし！」

　大穴で大砲の準備を整えたタクたちがペリュトンに照準を合わす。

「行きます！　──《エアロカノン》！」

　マミさんが大砲に圧縮した空気砲の魔ま法ほうを投入し、大砲から緋色の砲弾が放たれる。

　だが、ペリュトンは、羽ばたき一つで悠然と砲弾を避け、背後の岩がん壁ぺきに砲弾がめり込む。

「当たらないか。あれで終わってくれれば良かったのに……」

「ユンお姉ちゃん、来るよ！」

　ペリュトンのターゲットは、変わらず俺と一緒にいるミュウを狙ねらい、背後に無数の赤黒い球を生み出す。

　これから来るのは、今まで散々放ってきた熱線を一つに纏まとめた極大熱線だろう。

「ミュウ。俺と一緒にいると巻き込まれる。早く離はなれろ！」

「ユンお姉ちゃんを見捨てられないよ。それに逃げても間に合わないし……」

「このままだと二人とも極大熱線の餌え食じきだぞ」

「でも、二人揃そろって最後まで立ってたら、カッコイイよね」

　そう言うミュウは、キッと頭上のペリュトンを睨にらみ付ける。

「はぁぁぁっ！　──《プリズム・ミラー》！」

　七色に輝く結けつ晶しよう体がペリュトンの射線上に現れる。

　中級の光魔法である《プリズム・ミラー》は、虹にじ色いろの結晶体を生み出し、一定以下のダメージを無効化・軽減し、結晶体が受けたダメージの１割を反射する防ぼう御ぎよ魔法だ。

『──キュゥゥゥゥン！』

　ペリュトンから放たれた極大熱線が虹色の結晶体にぶつかり、細かな熱線がペリュトンに返っていく。

　それでも結晶体に罅ひびが広がり、軽減できなかった極大熱線がジワジワと結晶体を貫つらぬこうと侵しん食しよくしている。

「ダメか！」

　最悪、憑依したザクロの尻尾でミュウを投げ飛ばして逃がそうと考える中、ミュウは、インベントリから大きな宝石を取り出す。

「ミュウ、それ……」

「ユンお姉ちゃんが魔宝石で作った【魔除けの結界石】。あの時、《技スキ能ル・付エンチ加ヤント》の多重エンチャントを試ためした時、邪じや魔まだからって渡わたされて返しそびれたものだよ」

　そう言えば、ミュウの一言に試さずには居られず、【魔宝石】で作るアイテムを色々と試した。

　その際に、完成した物をミュウに渡したが返して貰もらうのを忘れていた。

「ユンお姉ちゃんが作った【魔除けの結界石】があの極大熱線を防げるか、実験だね」

　そう言ったミュウは、魔宝石で作られた【魔除けの結界石】を空中に向けて投げる。

《プリズム・ミラー》の結晶体で威い力りよくが軽減されながらも突き抜ぬけた熱線は、【魔除けの結界石】にぶつかると、熱線が魔宝石に吸い込まれ、四方八方に光を散らすようにして攻撃を無力化する。
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「にひひっ……《プリズム・ミラー》で軽減して【魔除けの結界石】で完全封ふう殺さつ！」

　嬉うれしそうにするミュウだが、ペリュトンはまだ諦あきらめていない。

　再び極大熱線の準備をしながら、タクたちが操作する大たい砲ほうの狙いを付けさせないように、動き続けている。

「いい加減、そろそろ終われ！　──【エクスプロージョン】！」

　ペリュトンの背中に打ち込んだ隕星鋼の矢には、《エクスプロージョン》の魔法がエンチャントされている。

　深々と突き刺した隕星鋼の矢を一いつ斉せいに爆ばく破はさせ、至近距離での連鎖チエーンダメージを与あたえる。

　ペリュトンの残りＨＰが減らなくても、ダメージは蓄ちく積せきし、一定以上のダメージを受けると動きが止まる。

「今だ、いっけぇぇぇぇぇっ！」

　その隙すきを逃のがさず、タクたちの大砲から緋ひ色いろの砲ほう弾だんが放たれ、ペリュトンの胴どう体たいにのめり込み、背後の岩壁に叩たたき付ける。

『キュ──』

　短い鳴き声と共に、絶対に削けずれなかった残りＨＰがゼロになり、叩き付けられた岩壁から落下して溶岩の中に消えていった。

「やっと、終わった……」

「そうだね。あー、蘇そ生せい薬５回以上使ったー。大赤字だ～」

　俺とミュウは、溶岩に落ちていくペリュトンの姿を見送り、火口の岩壁に背中を預ける。

　ギミックボスのペリュトンとの戦いが終わった安あん堵どと蘇生薬の使い過ぎによる大出費におかしそうに笑うのだった。







　　　終章　秘宝金貨と野の良ら海かい賊ぞくの店







　火口から抜け出した俺たちは、孤こ島とうで最も高い火山の山頂で黄昏たそがれていた。

　ギミックボスのペリュトンの激しい攻こう撃げきと何度も溶岩に突き落とされた結果、耐たい熱ねつ効果のある水着やその上から羽織っていたパーカーなどが所々煤すすけて、ボロボロである。

「海賊Ｎノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターに誘ゆう導どうされて、罠わなに嵌はめられて、ボスと戦って、得られた成果が金貨１枚か」

　少しずつ太陽が傾かたむき始める中、【海賊王の秘宝金貨】という消費型の重要アイテムを空に翳かざす。

　果たして、ペリュトン討とう伐ばつをしてまで手に入れる価値があったのか、それはこれから分かることだろう。

　俺たちが口数少なく、火山から抜け出した余よ韻いんと孤島のパノラマ風景をボーッと眺ながめていると、周囲を探たん索さくしていたタクが俺たちを呼び集める。

「おーい、みんな、ちょっと来てくれ！」

「うん？　タク、どうしたんだ？」

　秘宝金貨を握り締しめて、立ち上がった俺は、タクに呼ばれた場所に向かう。

　そこには、小さな鉄てつ扉ぴと手の中にある秘宝金貨の嵌はまりそうな石版があった。

「ここは、確か10番の宝の地図に対応する場所なんだ」

【海賊王の秘宝】の隠かくし場所を示し、手に入れるのに必要な地図と秘宝金貨が揃っている。

　そこでタクは、自身が持つ10番の地図を持ち、石版の窪くぼみに秘宝金貨を嵌め込む。

　すると、石版が裏返り、鉄扉が左右に開いていく。

「よし！　宝箱発見っと！」

　タクは、俺たちの見ている前で鉄扉の中の宝箱を回収する。

「とりあえず、後で確かめるか」

「私もそのお宝欲ほしい！」

　鉄扉が閉まり、裏返った石版がまた表面に戻もどるのを見て、対応する地図を持っているミュウがタクの後に、10番の【海賊王の秘宝】を手に入れていく。

「ユンはどうする？　地図を持ってたら秘宝金貨を使って【海賊王の秘宝】を手に入れられるぞ」

「えっと……たしか10番の地図はあったはず。俺も手に入れようかな？」

　海うみ釣づりで釣り上げたアイテムの中に、10番の地図があったはずである。

　俺は、インベントリから取り出し、ミュウの次に、海賊王の宝の地図と秘宝金貨を消費して宝箱を手に入れる。

「さて、そろそろ夕暮れも近いし、このまま山から下りて帰るか」

　10番の地図を持っていた俺とミュウとタクが手に入れた【海賊王の秘宝】が気になるようで、みんな興きよう味み津しん々しんであるが、タクが音おん頭どを取り、安全地帯まで移動することを優先する。

　そして、10番の地図を持っているが交こう換かんしなかった人は、10番の【海賊王の秘宝】を確かめてから、また取りに来るか、秘宝金貨を秘宝取得に使うかを選ぶようだ。

「それにしても疲つかれたなぁ……」

　レベリングに、海賊ＮＰＣ、洞どう窟くつの大きな落とし穴に、ギミックボスのペリュトン……。

　短い間に色々とあり過ぎて疲れた様子の全員は、黙もく々もくと山から下りて、俺たちが辿たどって来たルートに戻ろうとする中、その声が聞こえた。

「助けてくれ～、こんなところで死ぬのは嫌いやだ～！」

　秘宝金貨が安置されていた洞窟の近くまで来た俺たちは、一人の男の声を聞き付け、駆かけ出す。

　俺たちが向かった先には、食人植物のキラー・ペネンテスの蔦つたに絡からめ取られて、逆さ吊づりにされた海賊ＮＰＣがいた。

　その海賊ＮＰＣを見つけたガンツとミニッツは、とりあえず──

「これは、俺たちを罠に嵌めた恨うらみ！　続いて、面めん倒どう臭くさい火山まで落としてくれた恨み！　それと、これは、何度も蘇生薬を使わされた恨み！」

「これは、火山で折角の水着がボロボロにされた分よ！　それとこっちが無む駄だに疲れた分よ！」

　ガンツとミニッツは、これまでの恨みを晴らすべく、殴なぐり始めた。

　ただＮＰＣであるために、ダメージが発生せず、殴られた拍ひよう子しに吊るされた体が揺ゆれている。

「よし、私もやろう！」

「ボクも！」

「こらこら、情操教育的に悪いから止やめなさい！」

　ミュウとヒノも海賊ＮＰＣを殴って、鬱うつ憤ぷんを晴らそうとするので俺やルカートたちが慌あわてて止める。

「あっ、お前ら、生きてやがったのか！　じゃなくて、生きてたんですね！」

「白々しいわ！　お前も一度火口でペリュトンに襲おそわれてこい！」

　そう言って、ガンツとミニッツは、逆さ吊りされた海賊ＮＰＣをクルクルと回転させる。

「うぎゃぁぁっ、目、目が回って、気持ちわりぃぃぃっ！」

「はぁ、話が進まない。ユン、頼たのむ」

「全く……了りよう解かいした」

　俺は、弓矢を取り出して、海賊ＮＰＣを吊るしている蔦を射い貫ぬく。

　それにより吊るされていた海賊ＮＰＣが地面に落ち、そして起き上がる。

「もっと丁てい寧ねいに降ろしやがれ！　じゃなくて、へへっ、旦だん那なたちよく無事でしたね！」

「ああ、お陰かげ様さまでな。それで、言うことはそれだけか？」

　ガンツとミニッツは、蔦から解放する前に殴って怒いかりを発散していたが、実はタクも結構怒おこっていたようだ。

「ほんと、スミマセンでした！　もうしませんから、ご勘かん弁べんを！」

　そう言って、タクの前で恥はじも外聞も無く土下座する海賊ＮＰＣを見て、タクも毒気を抜かれたようだ。

「…………ふぅ、まぁ、別にどうこうする気はないし、みんなは、海賊ＮＰＣどうする？」

「俺は、許してもいいと思うな。どうせ、放置しても二度と関かかわらないし、信用もしなきゃいいだけだし……」

　タクとしては、見つけたがこれ以上関わるつもりはなく、それは俺も同意する。

　その意見にルカートたちも賛成する中、土下座していた海賊ＮＰＣが大おお袈げ裟さに喜ぶ。

「もう、海賊王のお宝なんて夢を見るのは止めて、適当に店やってダラダラ過ごす。良ければ、買いに来てくれよ！　それじゃあ、これで──さようなら！」

「──あっ!?」

　許された瞬しゆん間かん、俺たちの隙を突ついて、海賊ＮＰＣは言いたいことだけ言って逃にげていく。

　その様子に呆あつ気けに取られた俺たちは、呆あきれ気味に溜ため息いきを吐はき出す。

「全く……振ふり回されっぱなしだったな」

　いいように振り回されて、最後には店の場所も、何を売るかも告げずに消える海賊ＮＰＣの振る舞まいに、俺だけではなくミュウたちも呆れ気味に見送る。

「なんか疲れたから帰ろうか」

「そうだな。シチフクたちの【海の家】に行って休むか」

　行きは俺のレベリングのために極力戦せん闘とうしていたが、帰りは敵を回かい避ひして最短で近場のポータルまで移動し、そこから転移で西海岸の【海の家】に辿り着く。

「疲れた～。まさか、ユンお姉ねえちゃんのレベリングを手伝うだけだったのが、こんな事になるとは思わなかったね」

　そう言うミュウは、脱だつ力りよくして【海の家】で甘い物を注文し、皆みなが苦く笑しようを浮うかべて頷うなずく。

「さて、お待ちかね。【海賊王の秘宝】を確かく認にんするか！」

　タクの掛かけ声と共に、あの場で地図と金貨を持っていた俺とミュウとタクがインベントリから未み開かい封ふうの宝箱を取り出す。

「「「──せーの！」」」

　みんなに見守られる中、３人で一斉に開けた宝箱の中身は、一本の地図が丸められた状態で入っていた。

「なんだ？　まさか秘宝金貨を消費して手に入れたのが、ハズレの宝箱だった？」

　俺がそう呟つぶやき、タクが丸められた地図を広げて確かめる。





　海賊島の地図【大事なもの】




　孤島エリア全域の地図。

『こいつは、俺様の10番目のお宝……と言えば聞こえは良いが、ただの島の地図さ。島の中央の火山まで登ったんだろ？　なら、それを持って島のどこでも自由に探しな！　けど、本物の宝は、そう簡単に渡わたさないけどな』






　変わらず、海賊王のフレーバーテキストは見ていて楽しいなぁ、と思いながら見み詰つめていると、タクは【海賊島の地図】を持って、溜息を吐き出す。

「はぁぁぁっ……」

「うぇっ!?　タ、タク、どうしたんだ？」

「いや、便利って言えば便利なんだけど、脳内マップで大体の場所は分かるし、あんまり必要ないかと思ってな」

「あー、なるほど……」

　タクが遠い目をしながら、孤島の地図に目を落とす。

　この孤島の地図は、島の全域と自身の居場所を示すマーカー機能、島の各所にある建造物や地形などが詳くわしく描えがかれる他ほか、【海賊王の宝の地図】と連動した機能が備わっているので、見た目以上に便利だ。

　まぁ、確かに便利なのだが、この孤島限定での便利アイテムであるために、ユニーク武器や強化素材のような汎はん用よう性に欠ける。

　それに宝の地図は、パーティーで１人持っていれば十分なので、折角秘宝金貨を使って手に入れたのに、損した気分になっているようだ。

「なんか、ちょっとお宝としては納なつ得とくできなくて不完全燃焼感がある」

「それならまた秘宝金貨を取りに行って、今度こそ別のお宝を探せばいいんじゃないか？」

　俺がそう言うと、それもそうだな、とタクが納得してくれた。

　ミュウは、さっきまでの疲れた様子も吹ふき飛ばすほどにルカートたちと手に入れた孤こ島とうの地図を広げて次は、どの辺りを探たん索さくするか相談している。

　そして俺も、こうした地図を見て、どんな場所があるのか、今まで行った場所はこの辺だったか、などと地図を眺ながめているだけでも楽しい。

「まぁ、本来予定がないことやったけど、十分楽しめたし、お疲れ様！」

「「「──お疲れ様！」」」

　俺たちは、【海の家】で一休みしてからそれぞれがログアウトして、この日の冒ぼう険けんを終えるのだった。




　　　　●




　レベリングとペリュトンとの戦闘で、蘇そ生せい薬を始めとする消しよう耗もう品を使ったためにミュウとタクたちは、連日【アトリエール】にやってきて、購こう入にゆう制限一いつ杯ぱいまでアイテムを購入していく。

　その際に、みんなから孤島エリアの最新情報を教えてもらえ、今日は、タクから俺たちを罠わなに嵌はめた海かい賊ぞくＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターのその後を聞くことができた。

「あの海賊ＮＰＣが見つかったらしいぞ」

「マジで？　また騙だまそうとしなかったか？」

「いや、逃げた時に言ってた通り、店を構えてた。……と言うか、俺たちがあの場で見み逃のがす選せん択たく肢しをしたから店が利用できるようになったんだと」

　俺たちが見つけた海賊ＮＰＣの生き倒だおれを助けて、騙されるまでの一連の流れや【海賊王の秘宝金貨】の情報は、すぐにトッププレイヤーたちの間に広がり、検証が行なわれた。

　その結果、海賊ＮＰＣの案内なく、秘宝金貨を手に入れることができ、次々と未クリアの【海賊王の宝の地図】の情報が更こう新しんされ始めた。

　その一方で、海賊ＮＰＣに案内された時の対応で、その後の展開が大分変わるらしい。

　騙された時に、大穴への転落を見事回避すれば、海賊ＮＰＣが手に入れたばかりの秘宝金貨を使って近くの７番の【海賊王の秘宝】が隠かくされたダンジョンの入口まで案内してくれる。

　騙されてペリュトンのいる火口まで落とされた後、無事脱だつ出しゆつして、大穴に落とした海賊ＮＰＣを許さないと実は隠し持っていた大量の秘宝金貨を置いて逃げ出すらしい。

　どんな選せん択たく肢しを選んでも結果的にプレイヤーに損になることはないが、海かい賊ぞくＮＰＣを許すことで開かれる店【海うみ猫ねこ屋】の方がプレイヤーにとって魅み力りよくを感じるらしい。

　そのために、海賊ＮＰＣに罠に嵌められて、喜々としてあの大穴に飛び込むプレイヤーが後を絶たないらしい。

「あの海賊ＮＰＣの店──【海猫屋】は、毒とかの状態異常バツドステータス薬を多く売ってるんだよ」

「まぁ、使う時には使うからなぁ」

　俺は、自分で状態異常バツドステータス薬を作れるし、効果の高いものを用意できる。

　ただ、状態異常バツドステータス耐たい性せい系のセンスを鍛きたえる時には、大量にあった方が都合がいいだろう。

「それじゃあ、俺はこれからまた孤島の宝探しを続けるけど、ユンも一いつ緒しよに来ないか？」

「俺は、このあと予定があるからいいよ。気をつけて行ってこいよ」

　消耗品を買いに来たタクと情報をやり取りした後、俺はタクを見送る。

　孤島の[image: 108]個の【海賊王の秘宝】は、まだまだ全容が明らかになっていないが、その未知の部分がプレイヤーを魅み了りようするのだろう。

「さて、俺も行くかな」

　俺は、リゥイとザクロを連れて、【生産ギルド】の建物にやって来た。

「今のうちに、用意しておかないと足りないかも知れないからな」

　俺にも、孤島エリアをもっと楽しみたいという気持ちはあるが、それはタクや他のプレイヤーに任せることにして俺は、一周年に向けての準備をする。

　これから夏休みに入り、ＯＳＯの一周年を記念するアニバーサリー・アップデートが控ひかえている。

　新規プレイヤーの流入や新コンテンツの実装など、様々な部分でＯＳＯは変化が起こるだろう。

　それに備えて、プレイヤーをサポートできる態勢を整えておくのが、【アトリエール】の、そして俺というキャラの本分だ。

「えっと……確かキョウコさんに確認したけど、足りない素材は、この辺りかな」

　俺は、【生産ギルド】が取り扱あつかう素材一覧のファイルから調合系の素材を探していく。

　そして、その素材を見つけた俺は、ファイルを持って、ギルドの受付ＮＰＣに尋たずねる。

「すみません。この辺の素材が欲ほしいんですけど、在庫ってありますか？」

「必要数は、どれくらいでしょうか？」

「とりあえず、[image: 100]個ずつお願いします」

　アトリエールでは栽さい培ばいしていないが、それでもかなり一いつ般ぱん的な素材なので、在庫が多くあるかと思い、その数字を出すが、受付ＮＰＣの人は、困ったように眉まゆを下げる。

「申し訳ありません。それらの素材の半数は、現在在庫が少なくなっておりますので、買い占しめを防ぐために、最大30個までとなっております」

「えっ!?　あー、そっかぁ……仕方ないね」

　俺と同じように、一周年アップデートに合わせて消耗品や素材の用意を始めているプレイヤーがいるのだろう。

　転売ギルドのような独どく占せんではなく皆、善意の形での購入が重なり、在庫不足になっているんだろう。

「それじゃあ、とりあえず30個ずつ下さい。けど、不足する素材は、どうしようかなぁ……」

　俺は、素材の代金を支し払はらい、現在受け取れる数だけ手に入れ、不足分について考える。

　露ろ店てんで探すか、自分で取りに行くか……

　種類と数が多いので、露店では纏まとまった数を全すべて揃そろえるには時間が掛かる。

　自分で取りに行く方が早い場合もあるが、それは１種類だけ足りない時で複数種類大量となると、少し手間が掛かる。

「うーん。どうしようか」

「あれ？　ユンくん、どうしたの？」

　俺が悩なやんでいると、ギルド会館の二階からマギさんが降りてくる。

「あっ、マギさん。どうしてここに？」

「ギルド会館の導入した【魔ま導どう炉ろ】を見に来てたのよ。そこでアダマンタイトを加工するプレイヤーと交流したりしてね。ユンくんこそ、どうしてここに？」

「実は──」

　ＯＳＯの一周年アップデートに向けて、商品の在庫を増やそうと幅はば広ひろい調合素材を買いに来たが、在庫が不足気味のために目標の数を集められなかったことを説明する。

「なるほどねぇ。ユンくんから委い託たく販はん売ばいしてもらってるから、是ぜ非ひともポーションを切らさない潤じゆん沢たくな数を用意しておきたいわね」

　マギさんは、今も俺のポーションなどの消耗品を【オープン・セサミ】で委託販売しているので、一周年アップデートに向けた消耗品の在庫は、無関係ではない。

「そうだ。みんなに聞いてみたらどうかしら？」

「みんなに聞くんですか？」

「そうよ。ユンくんが欲しい素材は、需じゆ要ようがあって在庫が少ないけどあるところにはあるだろうから、みんなに聞いてみるのよ」

　例えば、素材アイテムはインベントリに入れておけば劣れつ化かしないので、貯ためている人はいるだろう。

　この機会に、呼び掛けて放出して貰もらえればいい。

「買い取りの場所なら【生産ギルド】が貸すわよ。まぁ、買い取り価格は、素材の独占にならないように個数と買い取り価格は決めてね」

「分かりました」

　俺は、マギさんの提案で調合に必要な素材と必要な理由を書き出し、買い取る数とお金を用意した。

　生産ギルドでの素材の買い取り価格より３割増しで買い取りし、生産ギルドの受付ＮＰＣにも手伝ってもらえた。

　そして──

「それじゃあ、【生産ギルド】の方で募ぼ集しゆう掛かけるわね」

　そうしてマギさんが【生産ギルド】の方で募集を掛けて、１時間後──

『ユンちゃん、俺のところにある素材持ってきたよ！』『知り合いに聞いたら、持ってたからあるだけ持ってきた！』『うちのギルドの倉庫に溜たまってたの持ってきたからお願い』

「わわっ……す、凄すごい！」

　募集を掛けて１時間としないうちに、マギさんが出した告知を見て、人が集まる。




　そして、既すでに規定の素材は集まり、むしろ当初の３倍の数が集まりそうな勢いである。

「ここら辺で募集はストップを掛けましょう。それとクロードと相談して、この後持ち込んでくる人たちにも素材不足を理由に買い取りを進めましょう。ユンくんもそれでいいわよね」

　買い取りの処理は、受付のＮＰＣがやってくれるが、それでも人の熱気とは凄いものだ。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。でも、マギさん、こんなにすぐに人が集まるんですか？」

「普ふ通つうはないかなぁ……」

　そう言って、マギさんは嬉うれしそうに俺の募集で素材を持って集まったプレイヤーたちの様子を眺めて、説明してくれる。

「普通、素材の募集って、お金が欲しいプレイヤーと素材が欲しい生産職を上手うまくマッチングさせるものなのよ」

「まぁ、そうですよね」

　例えば、アダマンタイト製の武器を作りたいからアダマンタイト鉱石が[image: 100]個必要。買い取り価格は、１個○○万Ｇのような感じで募集する。

　今回もそれと同じような感じだと思うのだが──

「ユンくんの場合は、素材が欲しいけど、集まる素材ってそれほど貴重じゃないし、数が多くなくちゃ買い取り価格が安いでしょ？」

「そうですね」

　生産ギルドの買い取り価格を３割増しにしているが、それでも初心者向けの調合に使う素材のために、買い取り価格は元々安い。

　素材を売るなら、同格でもっと買い取り価格の高いものを集めた方が、効率が良いはずだ。

　──なのになぜ集まるのか？

「多分だけど、集まる理由は、ユンくんの目的とユンくんが築き上げてきた信しん頼らいかしら？」

「目的と信頼？」

「そう。【アトリエール】のユンは、リーズナブルな値段でポーションを売ってくれるって信頼よ。お世話になったり、これから一周年で始める新人を連れてくるかもしれない。そんな人たちに対して応おう援えんしてくれるユンくんに協力してくれているのよ」

「そう、なんですね」

　改めて集まっているプレイヤーたちを見れば、【アトリエール】の利用客が多く、そしてお金に困っている人は少ない。

　俺が他ほかのプレイヤーを支援する、そう目的を掲かかげていたことがこうした形で返ってくることに嬉しさが込み上げてくる。

「とりあえず、この短時間で目標数が集まったけど、どうする？」

「俺は、みんなが持ってきてくれた素材を持ち帰って、ポーションの準備をします」

　俺の言葉にマギさんが頷うなずき、【生産ギルド】に集まる人たちに対応していく。

「残りは、生産ギルドの方で買い取っておくから次に同じ素材を買う時は、素材不足じゃなくなるわ」

「マギさん、ありがとうございます」

　俺は、マギさんに頭を下げ、買い取った素材を持って【アトリエール】に帰り、その足で工こう房ぼう部に向かう。

「さて、みんながくれた素材だ。一周年のイベントに向けての準備、頑がん張ばろう」

　俺は、【調合】センスを使ってポーションなどの消しよう耗もう品を大量に用意し始める。

　一周年からＯＳＯを始めるプレイヤーが、ＯＳＯを楽しむ手助けができるように。

　また、新規や既き存そんに拘かかわらず、アップデートされるＯＳＯには、まだ見ぬエリアやイベントが無数にあり、更さらに追加・拡張されていく。

　そんなＯＳＯの未来を考えて、ワクワクする自分がいることに、小さな笑えみを浮うかべる。

「それにしても楽しみだなぁ」

　孤こ島とうエリアばかりに目を向けていては、勿もつ体たいない。

　もっと面おも白しろいものが見つけられるように、すぐに動き出せるように、そしてそれをサポートできるように、俺は、ポーションの在庫を準備するのだった。











─ステータス─




　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉断ち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服・水着）




　アクセサリー装備容量（３／10）


・フェアリーリング（１）

・身代わり宝玉の指輪（１）

・射手の指ゆび貫ぬき（１）






　予備アクセサリーの一覧


・夢む幻げんの住人（３）

・園芸地輪具（１）

・土ド輪ワー夫フの鉄輪（１）
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【大地属性才能Ｌｖ30】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ20】【念動Ｌｖ20】【調教師Ｌｖ３】【料理人Ｌｖ24】【潜せん伏ぷくＬｖ10】

　控ひかえ

【弓Ｌｖ55】【長弓Ｌｖ45】【調薬師Ｌｖ32】【装そう飾しよく師しＬｖ10】【錬れん成せいＬｖ13】【泳ぎＬｖ25】

【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【生産職の心得Ｌｖ37】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ15】

【急所の心得Ｌｖ16】【先制の心得Ｌｖ18】【釣つりＬｖ10】








・クラーケンを討とう伐ばつし、【海かい皇おう烏賊いかのメダル】を手に入れた。

・【エクトプラズマ・クレイ】により金属粘ねん土どの作成と金属粘土細工が作れるようになった。

・孤こ島とうの中心部付近でレベリングし、【調教】センスが【調教師】に成長した。

・魔宝石の使い道として、マジックジェムと【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】の上位アイテムを作った。

・野の良ら海かい賊ぞくＮＰＣを許したことで、道具屋【海うみ猫ねこ屋】を利用できるようになった。

・【海賊王の秘宝金貨】を使い【海賊島の地図】を手に入れた。











　　　あとがき







　初めましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　ＯＳＯシリーズは、現在ドラゴンエイジにて羽は仁に倉くら雲うん先生作画によるコミカライズ版が連れん載さいされております。コミカルでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや可愛い姿を見ることができます。

　ＯＳＯは、この度５周年を迎むかえ、その記念にファンタジア文庫の特設サイト上にてキャラクター人気投票を実じつ施しすることになりました。

　読者の皆みな様さまには、ぜひ特設サイト上で好きなキャラクターに投票していただけたらと思います。

　前巻に引き続き、今巻の舞ぶ台たいとなった孤こ島とうエリアを考える上で参考にした作品が二つあります。

　一つは、『アンチャーテッド４』で、そこに出てくる海かい賊ぞく島の雰ふん囲い気きや登場したギミックを参考にし、それをＯＳＯ用にアレンジして使いました。

　もう一つの作品は、『ハンター×ハンター』で、そのグリードアイランド編の指定カードを意識して、海賊王の秘宝を探すアイテム探たん索さくを作りました。

　グリードアイランド編に登場したカードの説明文を読むだけでも「週刊少年ジャンプ」連載当時に読んでいた私は、とてもワクワクした記き憶おくがあります。

　それを参考に１０８個のアイテムにそれぞれ海賊王の一言が添そえられ、そこから海賊王の人物像を想像するのは楽しいだろうな、と思いながら執しつ筆ぴつしていました。

　皆みなさんの中には、どんな海賊王が誕生したでしょうか。

　もしかしたら他の秘宝の説明文から意外な一面が見られるかも知れません。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆様に、改めて感謝を申し上げます。





二〇一九年　二月　アロハ座長
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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